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表記規則 

当ガイドをご使用いただく前に、文書内の表記上の規則をご理解くださいますようお願い致

します。  

特殊な意味を持つ箇所は、以下のフォントで区別しています。 

フォント 意味 例 

特殊太字 メニューオプション、コマ

ンドボタン、リスト内の項

目など、選択する必要のあ

る項目。 

［システム］タブに進みます。 

 章、セクション、サブセク

ションのタイトル。 
「基本管理」の章をご参照くださ

い。 

斜体 初出用語または実際の名前

や値に置き換えられるコマ

ンドラインのプレースホル

ダーの指定などの、重要な

箇所を強調。 

システムはいわゆるワイルドカ
ード文字検索に対応しています。 

固定幅 コマンド、ファイル、ディ

レクトリの名前。 
ライセンスファイルは
http://docs/common/licen
sesディレクトリにあります。 

書式設定済み コマンドラインセッション

でのコンピュータ画面上へ

の出力、XML や C++ やそ

の他のプログラミング言語

のソースコード。 

# ls -al /files 
total 14470 

書式設定済み太字 入力した文字をコンピュー

タ画面上の出力と区別。 

# cd /root/rpms/php 

アルファベット大文字 キーボード上のキーの名前 SHIFT、CTRL、ALT 

KEY+KEY ユーザがあるキーを押しな

がら他のキーを押す必要が

あるキーの組み合わせ。 

CTRL+P、ALT+F4 
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フィードバック 

当ガイドの表記ミスを見つけた場合や、当ガイドをより良いものにするアイデアがある方は、

sales@parallels.co.jp 宛てにお知らせいただければ幸いです。 間違いを見つけた場合は、章、

セクション、サブセクション名や該当部分の文章を提示して問題を特定しやすいようにして

くださいますようお願い致します。 

 



 

  
 

この章は、Parallels Small Business Panel（SBP）をPanelに移行したユーザを対象に、

管理オペレーションの変更内容と新たに利用可能になったオペレーションについて説

明します。移行手順について詳しくは『移行ガイド』を参照してください。 

SBP で行っていた作業の大部分は Panel でも実行できるため、Panel への移行はほぼシ

ームレスです。ユーザにとって、SBP と Panel の主な違いは、一部の機能の位置や内

容が変わったことです。さらに、Panel には、拡張されたユーザ役割パーミッション、

Web Presence Builder ツール、新しいウェブアプリケーションへのアクセスなど、SBP
にない機能が多数用意されています。これらの製品の差異については、「SBP と Panel 10
の相違点」のセクション(8ページ)を参照してください。 

移行後は、SBP インターフェースの代わりに Panel のパワーユーザビューを使用しま

す。パワーユーザビューは SBP の GUI とほぼ同じです。Panel のパワーユーザビュー

は、基本的に、サーバ管理機能のあるコントロールパネルと言えます。パワーユーザビ

ューについて詳しくは、『管理者ガイド』の「Parallels Plesk Panel に慣れる」のセクシ

ョンを参照してください。 

この章の内容: 

SBP と Panel 10 の相違点 .................................................................................. 8 
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SBP と Panel 10 の相違点 

SBP と Panel のパワーユーザビューのユーザーインターフェースはほぼ同じです。し

たがって、Panel での作業に影響を与える最も重要な変更に絞って説明します。 

拡張されたユーザ役割パーミッション 
Panel には SBP より多くのパーミッションが用意されているため、ユーザ役割に応じ

た権限を SBP より細かく調整することができます。たとえば、Panel では、メールア

カウントを管理できるユーザと、会社のメーリングリストを管理できるユーザとを、区

別することができます。Panel にはパーミッションが豊富に用意されているため、SBP
パーミッションを関連する多数の Panel パーミッションに移行することができます。パ

ーミッションの移行方法について詳しくは、下の表を参照してください。 

SBP パーミッション Panel パーミッション 移行に関する備考 

ユーザの管理 

役割の管理 

ユーザと役割の管理 いずれかのSBPパーミッション

が付与されている場合にパーミ

ッションを付与。 

ウェブサイトとドメイン

の管理 
サイトの作成と管理 

ログローテーションの構成 

匿名 FTP サービスの構成 

スケジュール済みタスクの作成と

管理 

データベースの作成と管理 

データのバックアップと復元の構

成と実行 

統計の参照 

Web Presence Builder でのサイト設

計 

追加 FTP アカウントの作成と管理

DNS 設定の管理 

Java アプリケーションのインスト

ールと管理 

 

サーバ設定の変更 - このパーミッションは移行され

ません。Panel では、サーバ設

定の変更は、管理者役割のみで

許可されます。 

メールの管理 メールアカウントの作成と管理 

メーリングリストの作成と管理 
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個人情報の更新 - このパーミッションは移行され

ません。Panel では、個人情報

の変更はすべてのユーザに許可

されています。 

- ファイルのアップロードと管理 デフォルトでは、このパーミッ

ションは移行後に却下されま

す。 

- スパムフィルタの構成 デフォルトでは、このパーミッ

ションは移行後に却下されま

す。 

- アンチウイルスの構成 デフォルトでは、このパーミッ

ションは移行後に却下されま

す。 

ユーザ役割のプロパティについて詳しくは、「ユーザ役割」のセクション（59ページ）

を参照してください。 

Web Presence Builderツール 
SBP の使用中は、Site Editor ツールを使用して独自のウェブサイトを簡単に作成でき

ます。 同じ目的のために、Panel にはより高機能な Web Presence Builder というツー

ルがあります。 Site Editor と比べ、Web Presence Builder には次のような特長があり

ます。 

 直感的に操作できる新しいインターフェースで、わずか数ステップでウェブサイト

を作成可能。  

 コンテンツが事前に含まれる約 100 種類のウェブサイトテンプレートを、サイトの

ベースとして使用可能。 

 サイトに簡単に統合可能な追加コンポーネント（オンラインストアや埋め込み動画

など）。 

 ウェブサイトを Facebook などと統合可能。 

Web Presence Builder について詳しくは、『Web Presence Builder ユーザガイド（User's 
Guide to Web Presence Builder）』を参照してください。 

Site Editor で作成したウェブサイトは、Web Presence Builder に対応していません。 た
だし、Site Editor を Panel にインストールすれば、これらのウェブサイトを Site Editor
で編集できます。 この場合、「ウェブサイトとドメイン」リスト内のウェブサイトに

は［SiteBuilder 4 または Site Editor で編集］という追加ボタンが表示されます。 
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SSL保護 
Panel では、SBP と同様に安全な方法でウェブサイトに接続できます。これには、SSL
証明書を［サーバ］ > ［設定］ > ［SSL 証明書］で取得して、［サーバ］ > ［設定］ > 
［IP アドレス］で IP アドレスに割り当てます。SBP と同様に、1 つの IP アドレスには

証明書を 1 つだけ割り当てることができます。したがって、ホスティングリソースに共

有 IP アドレスが 1 つだけ存在する場合、セキュリティを強化できるウェブサイトは 1
つだけです。一方、Panel には高度な SSL 保護機能があり、この問題を解決できます。 

 複数ウェブサイト用の複数 SSL 証明書 
SNI テクノロジーに対応する Linux オペレーティングシステムで Panel を使用して

いる場合、共有 IP アドレス上でホスティングされている複数のサイトに対して真正

の SSL 証明書を使用できます。つまり、Panel では、各ウェブサイトに対して個別

の SSL 証明書を使用可能です。個別の SSL 証明書の使用について詳しくは、『管

理者ガイド』の「単一 IP アドレスで複数の SSL サイトをホスティングする（Linux
ホスティング）」のセクションを参照してください。 

 多数のウェブサイトで共有の SSL 証明書 
Windows オペレーティングシステムで Panel を使用している場合、1 つの共有 SSL
証明書によってすべてのサイトへの接続のセキュリティを強化することができます。

この場合、証明書をあるドメインに割り当てると、このドメインは他のドメインに

対して証明書を共有します。このようなドメインをマスター SSL ドメインと呼びま

す。つまり、ただ 1 つのウェブサイトに対して発行された SSL 証明書が、すべての

ウェブサイトに対して使用されます。共有 SSL 証明書について詳しくは、『管理者

ガイド』の「単一の SSL 証明書によりサイトをセキュリティ保護する（Windows ホ
スティング）」のセクションを参照してください。 

SSL 証明書をウェブサイトに割り当てるプロセスは、「接続を SSL 証明書で保護する」

のセクション（115ページ）を参照してください。 
 

ウェブアプリケーション 
Panel でのアプリケーション管理は、SBP とほぼ（あるいは完全に）同じです。SBP
と同様に、使用可能なウェブアプリケーションのリストは［アプリケーション］タブで

表示されます。アプリケーション管理について詳しくは、「ウェブサイトアプリケーシ

ョンを採用する」のセクション（110ページ）を参照してください。 

独自に作成したアプリケーションパッケージのアップロードには、今後はアプリケーシ

ョンヴォルトを使用します。ヴォルトとは、ウェブアプリケーション用に Panel に用意

されたローカルリポジトリです。利用可能なアプリケーションが増えることに加え、ヴ

ォルトではアプリケーションの更新、サーバ全体の設定の構成、およびその他のオペレ

ーションを実行することができます。アプリケーションヴォルトについて詳しくは、『管

理者ガイド』の「アプリケーションを管理する」のセクションを参照してください。 
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拡張されたメール管理 
Panel でのメール管理は、SBP と少し異なります。基本的なメール設定は［メール］ > 
［設定の変更］で行いますが、他の設定は［サーバ］ > ［設定］ > ［メール］で行い

ます。 

Panel には SBP のメール機能にさまざまなメール機能が追加されています。 

 拡張されたスパム保護： 

 サーバのブラックリストとホワイトリスト。 
これらのリストを使用して、選択したサーバからのメールを常に拒否または許可

することができます。ブラックリストとホワイトリストの詳細については、『管

理者ガイド』の「スパム防御を設定する」のセクションを参照してください。 

 拡張した SpamAssassin 設定。 
Panel を使用すると、SpamAssassin をより正確に構成することができます。た

とえば、スパムフィルタの感度や SpamAssassin のブラックリストとホワイト

リストといった設定を実行できます。さらに、個々のメールアカウントに対して

スパムフィルタを個別に構成することができます。詳しくは「スパムから防御す

る」のセクション（176ページ）を参照してください。 

 メールサーバのメッセージキューをモニタリングする（Linux プラットフォーム）。 
これは、メールサーバが過負荷の場合や、受信メッセージ量を処理しきれない場合

に便利です。メールキューを使用して、過負荷の原因を特定することができます。

メッセージキューについて詳しくは、『管理者ガイド』の「メールサーバメッセー

ジキューおよびトラブルシューティングメール輻輳をモニタリングする（Linux ホス

ティング）」のセクションを参照してください。 

 
 

Panelのその他の機能 
上記の主な変更点に加え、Panel には SBP で提供されていない機能が数多く搭載され

ています。たとえば、イベント管理、サーバヘルスモニタリング、カスタムブランディ

ングテーマなどです。この章ではこれらすべてをカバーできません。他のサーバ管理オ

ペレーションについて詳しくは、『管理者ガイド』を参照してください。アカウントや

ウェブサイトの管理に関連するその他のオペレーションについては、本書の各章を参照

してください。 



 

  
 

本章では、Parallels Plesk Panel バージョン 9 またはそれ以前のバージョンを使用して

いたホスティングサービス顧客を対象に、 Panel の重要な変更点や、Panel のアップグ

レード中にアカウントやサイトを Parallels Plesk Panel 10 に移行すると発生する可能

性がある問題について説明します。 

アップグレード後にすべきこと 

 補助ユーザアカウント（旧「ドメイン管理者アカウント」）をオンにします。 

Panel 10 では、ドメイン管理者に代わり、新しいタイプのアカウントである補助ユ
ーザが追加されています。このユーザは、それを作成した顧客とともに、コントロ

ールパネルにアクセスできます。 前バージョンの Plesk でドメイン管理者アカウン

トを使用していた場合、ユーザアカウントに変換されるか、無効化されます。 これ

はセキュリティ上の理由によるものです。 たとえば、ある顧客に、コントロールパ

ネルにログインしてウェブサイトを管理する権限があるユーザがいると、このユー

ザはこの顧客に属するすべてのサイトを閲覧・管理できてしまいます。 このため、

コントロールパネルへのログインを許可するユーザを改めて選び直してから、アカ

ウントを有効に切り替える必要があります。  

ウェブサイトコンテンツに関して他のユーザとコラボレーションする必要があり、

これらのユーザにコントロールパネルへのログインを許可したくない場合には、こ

れらのユーザに対して個別の FTP アカウントを作成し、アクセスできるディレクト

リを指定することができます。 

 httpsdocs を使用していたアプリケーションを新しいディレクトリ（httpdocs）に移
動します。 

これまで、SSL 保護されたコンテンツを他のコンテンツとは別のディレクトリに分

けるオプションを使用しており、APS パッケージされたアプリケーションをウェ

ブサイトの httpsdocs ディレクトリにインストールしていた場合、Panel をアッ

プグレードすると、このウェブサイトに対して互換モードがオンになります。 し
たがって、インターネットユーザは以前に httpsdocs ディレクトリにインストー

ルしたアプリケーションに今後も引き続きアクセスできますが、Panel でこのアプ

リケーションを管理することや、httpsdocs ディレクトリに新しいアプリケーシ

ョンをインストールすることはできなくなります。 

このような作業を行う必要がある場合、上級ユーザは次のような手順で実施できま

す。 

1. httpsdocsディレクトリからすべてのコンテンツをバックアップし、他の場所

に保存します。 まだ httpdocs にはファイルを移動しないでください。 

2. httpsdocsディレクトリにインストールされているアプリケーションで使用さ

れるデータベースをバックアップします。 これには、mysqldump ユーティリ

ティを使用します。 
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3. httpsdocs ディレクトリからアプリケーションを削除します。 

4. Panel で互換モードをオフにします（［ウェブサイトとドメイン］タブで <ドメ
イン名> をクリックします）。 

5. 必要なアプリケーションを再インストールします。 

6. ステップ 1 でバックアップしたデータを httpdocs ディレクトリにアップロー

ドします。 

7. アプリケーションのデータベースをMySQLデータベースサーバにインポートし

て、データベースを復元します。 

上級ユーザ以外は、以前にインストールしたアプリケーションとアップロードした

コンテンツを httpsdocs ディレクトリに残しておき、他のウェブサイトで新たに

アプリケーションをホスティングすることをお勧めします。 互換モードで稼働し

ているサイトにアプリケーションをインストールする必要がある場合は、このサイ

トの httpdocs（http://）ロケーションにアプリケーションをインストールします。 

 

 

 

覚えておくべき重要なコンセプト  

 「ドメイン」に代わり、「契約」が導入されました。 

「ドメイン」の概念に代わるものとして「契約」が導入されました。「契約」とは、

特定のリソースとサービスを使用して複数のサイト（ドメインとサブドメイン）を

実行できるホスティング単位です。 1 つの契約でマルチドメインホスティングを行

う場合、IP アドレスは 1 つに限定されます。 IP アドレスを複数使用してサイトを

ホスティングする必要がある場合は、契約を追加購入してください。 

 クライアントのリソースは、契約のリソースとなりました。 

ドメインや契約に対して顧客がリソースを再割り当てする必要はなくなりました。 
それぞれの契約には、ホスティングプランごとに決められたリソースセットが割り

当てられます。 

 一般に、SSL 証明書は契約のすべてのドメインに共有されます。 

一般に、契約内のすべてのサイトが 1 つの SSL 証明書を共有します。 契約内のす

べてのサイトを保護したい場合は、マルチドメイン用（ワイルドカード）SSL 証明

書の購入をお勧めします。 Panel が SNI をサポートする場合は、ドメインごとに証

明書を持たせることもできます。 

SiteBuilder のアップグレードに関する注記  

 Panel 10 には Web Presence Builder（旧 SiteBuilder）が同梱されていますが、
SiteBuilder 4.5 を使用することもできます。 
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Parallels Web Presence Builder は、ウェブサイトを迅速かつ効率的に作成するた

めの Panel コンポーネントです。 SiteBuilder 付きで Plesk を Parallels Plesk Panel 
10 にアップグレードしても、SiteBuilder コンポーネントはアップグレードされず、 
代わりに Web Presence Builder がサーバにインストールされます。SiteBuilder 4.5
も引き続き使用できますが、SiteBuilder 4.5 で作成したウェブサイトに対して実行

できる操作は、編集と公開に限られます。 
 

 ウェブサイトをSiteBuilder 4.5からWeb Presence Builderに移行することはできま
せん。 

そのため、Web Presence Builder で新しいサイトを作成することをお勧めします。 

セキュリティの高いコンテンツの保存に関する変更 

 httpdocsは、セキュアSSL経由でアクセスするウェブコンテンツの保存に唯一使用
できるディレクトリです。 

これらのウェブコンテンツを別ディレクトリに保存するオプションは廃止されまし

た。 1 つのディレクトリ（httpdocs）にすべてのウェブコンテンツが保存されま

す。 

Parallels Plesk Panel 10 へのアップグレード後も httpsdocs ディレクトリはウェ

ブスペースに残りますが、FTP 経由でウェブスペースにファイルをアップロードす

るときは、すべてのコンテンツをhttpdocsディレクトリに保存することをお勧め

します。 

 



 

  
 

近年の調査によると、インターネットはテレビや新聞といった旧来のメディアを遥かに

凌ぎ、重要な情報源となりました。 今や、何らかのサービスを探す人は、真っ先にウ

ェブ上の情報を調べるようになっています。 そのため、適切なウェブサイトを構築す

ることはあらゆる企業にとって必要不可欠です。 これには、様々な手法があります。 た
とえば、問い合わせページのみのシンプルなものから、ERP システムへのアクセスが

可能な大規模企業の複雑なウェブサイトまで、様々です。 いずれの場合でも、同様の

手順に従う必要があります。 

作業を進めるためには、次の 2 つのアクションを完了していることが前提となります。 

 ホスティングプロバイダからホスティングアカウントを購入する。 
ホスティングアカウントとは、ウェブサイトの構築に不可欠なサービス（インター

ネット接続、ウェブコンテンツを格納するためのディスク領域など）を利用するた

めのアカウントです。 Panel でのホスティングアカウントについて詳しくは、「ホ

スティングアカウントの管理」の章（40ページ）を参照してください。 

 ドメイン名を登録する。 
ドメイン名とは、ユーザがウェブサイトにアクセスするためにブラウザに入力する

名前です。 たとえば、「www.example.com」のような形式です。 

これら 2 つの要素（ホスティングアカウントとドメイン名）がウェブサイトの基盤とな

ります。 この章では、最初のウェブサイトを構築し、コンテンツを挿入し、サイトの

ユーザ用にメールボックスを作成し、サイト訪問履歴を確認する方法を説明します。 

高度なホスティング機能 

Panel の基本機能に慣れたところで、高度なホスティング機能を試してみましょう。 た
とえば、ウェブアプリケーションをインストールしてウェブサイトの機能を拡張する

（11017ページ）、SSL 証明書を使用してサイトのセキュリティを高める（11517ペー

ジ）、データベースを導入する（18817ページ）といった作業が可能です。 ホスティ

ングプロバイダが、顧客の GUI をよりシンプルで使いやすくするために、高度な機能

の一部を無効化している場合があります。 無効化されている可能性がある機能につい

て説明するセクションには、「（高度）」というマークが付いています。 これらのオ

プションを使用したい場合は、ホスティングプロバイダにお問い合わせください。 

 

この章の内容: 

最初のウェブサイトをセットアップする ........................................................... 16 
メールアカウントをセットアップする ............................................................... 22 
サイト訪問統計を表示する ................................................................................. 39 
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最初のウェブサイトをセットアップする 

ホスティングアカウントとドメイン名の準備ができたら、次の段階としてウェブサイトを作

成することができます。ウェブサイトの作成には、主に次の 2 つの方法があります。 

 ウェブデザイン会社にサイトの作成を依頼し、コンテンツのみ管理する。 

 Web Presence Builder でサイトを自力で作成する。このツールを利用すれば、プロフェ

ッショナルなウェブサイトをわずか数クリックで簡単に作成できます。詳しくは、「Web 
Presence Builder でウェブサイトを作成する」のセクション（17ページ）を参照してくださ

い。 

  

サイトを注文し、コンテンツが既に手元にあり場合は、いずれかの方法で Panel にコンテン

ツをアップロードします。 

 FTP 経由でサイトにファイルをアップロードする。詳しくは、「FTP 経由でコンテンツを

アップロードする」のセクション（1817ページ）を参照してください。 

 統合されたファイルマネージャでファイルをアップロードする。詳しくは、「ファイルマ

ネージャを使用する」のセクション（1817ページ）を参照してください。 

サイトの準備ができたら、ブラウザでサイトの外観を確認できます（2017ページ）。 

完璧なサイトが完成しても、誰も見る人がいなければ効果がありません。そこで、デザイン

作業が完了したら、サイトを有名検索エンジンに登録しましょう（2017ページ）。 
 

1. サイトを作成する 
ホスティングプランにWeb Presence Builderによるウェブサイトの作成および管理サービス

が含まれている場合は、Web Presence Builder を用いてウェブサイトを作成および管理でき

ます。あるいは、家庭またはオフィスのコンピュータでサイトコンテンツ（サイトを構成す

るウェブページ、スクリプト、およびグラフィックファイル）を作成してから、次のいずれ

かの方法でコンテンツをサーバに公開することができます。 

 FTP 接続経由（最も一般的で簡単な方法）。 

 コントロールパネルのファイルマネージャ経由。 

 セキュアシェル接続経由（Linux および FreeBSD オペレーティングシステムのユーザの

み）。 

 Adobe Dreamweaver または Microsoft FrontPage ソフトウェア経由（Microsoft Windows
オペレーティングシステムのユーザのみ）。 

 



 

 Plesk Panel クイックスタート 17 
 

Web Presence Builder でウェブサイトを作成する 

ホスティングサービスでオプションとして提供されている場合は、Web Presence Builder を
使用してウェブサイトを作成し、公開することができます。 

Web Presence Builder で公開されたサイトがホスティングサービスに含まれていない場合や、

サイト公開数の上限に到達した場合でも、Web Presence Builder でウェブサイトを新規作成

できます。この場合、Web Presence Builder のウェブサイト編集オプションをすべて使用す

ることが可能です。このウェブサイトを公開するためには、ホスティングプランをアップグ

レードする必要があります。 

Web Presence Builder は、HTML マークアップやグラフィックデザインのスキルがないユー

ザでもプロフェッショナルなサイトを作成できる便利なツールです。適切なページデザイン

とコンテンツテンプレートを選択し、ページにテキストを追加し、サイトを公開するだけで

す。 

 Web Presence Builder を使用してウェブサイトの作成を開始するには： 

1. ［ホーム］タブまたは［ウェブサイトとドメイン］タブに進み、［Web Presence 
Builderを起動する］をクリックします。 

構成されているドメイン名を 1 つだけの場合、Web Presence Builder は新しいウィンド

ウまたはタブで開きます。 

2. 複数のドメイン名またはサブドメインがある場合、該当する［Web Presence 
Builderで編集する］リンクをクリックしてください。新しいブラウザウィンド

ウまたはタブにWeb Presence Builderウィザードが開きます。 
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FTP 経由でコンテンツをアップロードする 

 FTP 経由でウェブサイトを公開するには： 

1. 自分のFTPアカウントのユーザ名とパスワードを使用して、FTPクライアン

トプログラムでサーバのウェブスペースに接続します。 

Panel でユーザ名とパスワードを変更するには、［ウェブサイトとドメイン］タブで［ウ

ェブホスティング設定］を選択します。 

FTP アドレスは ftp://your-domain-name.com という形式（your-domain-name.com はサイ

トのインターネットアドレス）にします。 

ファイアウォールを使用している場合は、パッシブモードを有効にします。 

2. サイトのファイルとディレクトリをhttpdocsディレクトリにアップロード

します。CGIスクリプトを使用する場合、cgi-binディレクトリにスクリプ

トを置きます。 

3. FTPセッションを終了します。 

また、ウェブサイトコンテンツに関して他のユーザとコラボレーションする必要がある場合

は、追加の FTP アカウントをセットアップすることもできます。詳しくは、「FTP アカウン

トを追加する」のセクションを参照してください。 

ファイルマネージャを使用する 

 Panel のファイルマネージャ経由でファイルをアップロードするに
は： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付けられ

た複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部にある［契

約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［ファイルマネージャ］をクリックします。 

4. ファイルまたはディレクトリを作成し、アップロードします。 

サイトのファイルとディレクトリを httpdocs ディレクトリに置きます。CGI スクリプ

トを使用する場合、cgi-bin ディレクトリにスクリプトを置きます。 

 コンピュータからファイルをアップロードするには、［新しいファイルを追加する］

をクリックし、［参照］ボタンをクリックしてファイルを探すか、［ファイルへのパ

ス］ボックスでファイルのパスを指定してから［OK］をクリックします。 
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 サーバに ZIP アーカイブをアップロードしてコンテンツを抽出するには、［新しいフ

ァイルを追加する］をクリックし、［参照］ボタンをクリックしてアーカイブファイ

ルを見つけ、［OK］をクリックしてください。ファイルのアップロード後、左側のチ

ェックボックスをオンにして、［ファイルの抽出］をクリックしてください。 

 現在のディレクトリ内に新しいディレクトリを作成するには、［新しいディレクトリ

を追加］をクリックします。 

 必要なディレクトリに新しいファイルを作成するには、［新しいファイルを追加する］

をクリックします。［ファイルを作成する］オプションをオンにしてファイル名を指

定し、（ファイルマネージャで新しいファイルに基本的な HTML タグを挿入する場合

は）［HTML テンプレートを使用する］チェックボックスをオンにして、［OK］をク

リックします。新しいページが開くので、ここで新しいファイルのコンテンツまたは

HTML 形式のソースを入力します。終了したら［OK］をクリックします。 

 ZIP アーカイブにファイルを追加するには、パックしたいファイルを選択して［アー

カイブに追加］をクリックし、アーカイブファイルの名前を指定してください。 

ウェブコンテンツをファイルマネージャまたは FTP 経由でアップロードすると、Panel はフ

ァイルやディレクトリに対して適切なアクセスパーミッションを自動的に設定します。Linux
ベースのサーバでは、パーミッションを「rwx rwx r--」のように 3 セットの文字組み合わせで

表現します。1 番目のセットはファイルまたはディレクトリの所有者がどのような権限を持

つかを示し、2 番目のセットはファイルまたはディレクトリが属するユーザグループと、そ

のグループがファイルまたはディレクトリに対して持つ権限を示し、3 番目のセットは、他

のユーザ（そのサイトを訪問したインターネットユーザなど）がファイルまたはディレクト

リに対して持つ権限を示します。「R」はファイルまたはディレクトリの読み取り、「W」は

ファイルまたはディレクトリへの書き込み、「X」はファイルの実行またはディレクトリ内の

閲覧を許可するパーミッションです。 

Linux ベースのホスティングアカウントでファイルまたはディレクトリのパーミッションを

変更するには、［パーミッション］列でパーミッションのセットを示すハイパーリンクをク

リックします。Windows ベースのホスティングアカウントを使用している場合、  アイコ

ンをクリックしてください。必要に応じてパーミッションを変更して［OK］をクリックしま

す。 

ファイルのソースコードを編集するには、  をクリックします。 

ビルトインの Visual Editor でウェブページを編集するには（Microsoft Internet Explorer ユー

ザのみ可能）、  をクリックします。HTML ファイルの編集時には、デフォルトで内部

WYSIWYG エディタが開きます。HTML ファイルのソースコードを編集するには、［HTML］
をクリックします。WYSIWYG モードに戻るには、［デザイン］をクリックします。 

ファイルを表示するには  をクリックします。 

ディレクトリまたはファイルの名前を変更するには  をクリックします。ここで新しい名

前を入力して［OK］をクリックします。 
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ディレクトリやファイルを新しい場所にコピーまたは移動するには、対応するチェックボッ

クスで必要なディレクトリやファイルを選択し、［コピー/移動］アイコンをクリックします。

コピーまたは名称変更するディレクトリやファイルのコピー先または移動先を指定し、コピ

ーをする場合は［コピー］を、移動する場合は［移動］をクリックします。 

ディレクトリまたはファイルの作成日を更新するには、［タイムスタンプの変更］をクリッ

クします。タイムスタンプが現在のローカルタイムで更新されます。 

ファイルをダウンロードするには、対応するアイコン  をクリックします。 

ファイルまたはディレクトリを削除するには、対応するチェックボックスを選択し、［削除］

をクリックします。削除を確認して［OK］をクリックします。 

2. サイトをプレビューする 
ウェブサイトファイルをウェブスペースにアップロードすると、新しいサイトに関する情報

がドメインネームシステムにまだ反映されていなくても、ウェブブラウザでどのように表示

されるのかを確認することができます。 

 サイトをプレビューするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付けられ

た複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部にある［契

約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. 画面下にあるドメイン名のリストで、プレビュー対象のウェブサイトを探し、

対応するアイコン  をクリックします。 

新しいブラウザウィンドウにサイトが表示されます。 

注： Web Presence Builder で作成したサイトの場合、サイトページへの保護アクセスがプレ

ビューモードで正しく機能しない場合があります。 

ドメイン名が未登録であっても、他のユーザにサイトを見せる必要がある場合があります。

このユーザに貴社のホスティングアカウントへのアクセスを付与することなくこれを実現す

るには、いくつかの方法があります。詳しくは、「ウェブサイトをプレビューする」のセク

ション（10617ページ）を参照してください。  

3. サイトを検索エンジンに登録する 
サイト訪問者を増やし、サイトへのトラフィックを拡大するためには、サイトをインターネ

ットで公開した後で検索エンジンに登録する必要があります。 
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検索結果で上位にランキングされるようにするためには、次のようにウェブページを最適化

します。 

 ウェブページに含まれるテキストに、検索でよく使用され、サイトのトピックに関連する

キーワードフレーズを含める。たとえば、製品名や興味のあるトピックを、ウェブページ

のテキストで何度も言及します。 

 <title> タグと <meta> タグに関連キーワードを追加する。一部の検索エンジンは、

ウェブページのメタタグに含まれるキーワードや説明を検索し、これらのキーワードを検

索結果に含めます。 

たとえば、ホスティング自動化ソフトウェアを販売している場合、ウェブサイトの HTML ペ

ージに次のようなタグを使用すると良いでしょう。 

<HEAD> 
<TITLE>ホスティング自動化ソフトウェアのご注文 
</TITLE> 
<META name="keywords" content="注文,ホスティング,ソフトウェア"> 
<META name="description" content="ホスティング自動化ソフトウェアの注文"> 
</HEAD> 

キーワードは、スペースなしでコンマで区切ります。 

ウェブサイトを最適化し、ホスティングアカウントに対して公開してから、Google、Yahoo、
Bing、その他の各国で人気がある検索エンジンに登録してください。 

 Google にサイトを登録するには：http://www.google.com/addurl/ 

 Yahoo にサイトを登録するには：https://siteexplorer.search.yahoo.com/submit 

 Bing にサイトを登録するには：http://www.bing.com/webmaster/SubmitSitePage.aspx 
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メールアカウントをセットアップする 

ウェブサイトの準備が完了したら、メール機能を構成することができます。 従業員 1 人 1 人

に個別のアカウントを作成するなど、複数のメールアカウントを作成することができます。

メールボックスの数とサイズは、ホスティングプランに応じて制限されます。 

1. ユーザアカウントを作成する 

 メールアドレスを作成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。     

2. ［メール］タブをクリックします。 

3. ［メールアドレスの作成］をクリックします。 

4. メールアドレスの @ 記号の左側部分を入力し、（アカウントに複数のドメ

イン名がある場合は）メールアドレスを作成するドメイン名を選択します。 

5. ［メールボックス］チェックボックスはオンにしておきます。 

このチェックボックスは、受信メールを他のアドレスに転送するメールフォワーダとして

このアドレスを使用する場合に限ってオフにしてください。 

6. メールボックスのサイズを指定するか、プロバイダのポリシーまたはサービ

スプランに定義されているデフォルトサイズを使用します。 

7. 半角アルファベット5文字以上から成るパスワードを入力します。 

8. ［OK］をクリックします。 
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2. メールボックスにアクセスする 
メールを送受信するためにメールボックスにアクセスするには、以下の 2 つの方法がありま

す。 

 コンピュータにメールクライアントプログラムをセットアップして使用する。 

 ウェブブラウザを使用してウェブメールインターフェースに接続する。ウェブメールのイ

ンターフェースは、デフォルトでインストールされている Horde IMP ウェブメールソフ

トウェアです。デフォルトの Horde IMP ウェブメールを使用することも、Atmail Webmail 
Lite ソフトウェアをインストールすることもできます。 

 
 

ウェブメールからのアクセス 

 ウェブメール経由でメールボックスにアクセスするには、以下のいず
れかを実行します。 

 ウェブブラウザで「webmail.example.com」というURLにアクセスします（「example.com」

は貴社ウェブサイトのインターネットアドレスです）。 プロンプトが表示されたら、ユ

ーザ名としてメールアドレス全体を入力して（「mail@example.com」など）、Panel へ
のログインに使用するパスワードを入力します。 

 Panel にログインしたら［メール］タブをクリックして、メールアドレスのリストから該

当のメールアドレスに対応する  アイコンをクリックします。 
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Microsoft Office Outlook からのアクセス 

 Microsoft Office Outlook 2010 をセットアップするには： 

1. Microsoft Office Outlookを開きます。 

2. ［ファイル］ > ［情報］ > ［アカウント設定］に進みます。 

3. ［メール］タブで［新規］をクリックします。 

4. ［電子メール アカウント］オプションはオンのままにしてください。［次へ］

をクリックします。 
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5. ［サーバー設定または追加のサーバーの種類を手動で構成する］チェックボック

スをオンにします。［次へ］をクリックします。 
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6. ［インターネット電子メール］オプションを選択して［次へ］をクリックしま

す。 
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7. 以下を指定します。 

 名前。 

 メールアドレス。 

 アカウントタイプ。メッセージのコピーをサーバに残したい場合は、IMAP オプショ

ンを選択します。サーバにメッセージを残したくない場合は、POP3 オプションを選

択します。IMAP を選択した場合、SpamAssassin がサーバで有効であれば、受信メー

ルメッセージの SpamAssassin スパムフィルタに学習させることもできます。 

 受信メールサーバ。ドメイン名を入力します。例えば「example.com」のように入力

します。 

 送信メールサーバ。ドメイン名を入力します。例えば「example.com」のように入力

します。 

 メールボックスにログインするためのユーザ名。メールアドレス全体を指定してくだ

さい。 

 メールボックスにログインするためのパスワード。通常、このパスワードは Panel に
ログインするときのパスワードと同じです。 
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8. ［次へ］をクリックします。 

9. ［終了］をクリックします。 

 

 
 

Microsoft Outlook Express からのアクセス 

このセクションの内容は、Microsoft Outlook Express 6 に対して検証されており、これより

前または後のバージョンの Microsoft Outlook Express では該当しない場合があります。 

 Microsoft Outlook Express をセットアップするには： 

1. Microsoft Outlook Expressを開きます。 

2. ［ツール］ > ［アカウント］に進みます。 

3. ［追加］ボタンをクリックし、［メール］項目を選択します。 

4. 送信する全てのメッセージに表示される名前を入力し、［次へ］をクリックし

ます。 
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5. メールアドレスを入力して［次へ］をクリックします。 
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6. 以下の設定を指定します。 

 受信メールサーバのプロトコル。 

メッセージのコピーをサーバに残したい場合は、IMAP オプションを選択します。サー

バにメッセージを残したくない場合は、POP3 オプションを選択します。IMAP を選択

した場合、SpamAssassin がサーバで有効であれば、受信メールメッセージの

SpamAssassin スパムフィルタに学習させることもできます。 

 受信メールサーバ。ウェブサイトのインターネットアドレスを指定します。 

 送信メールサーバ。ウェブサイトのインターネットアドレスを指定します。 
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7. ［次へ］をクリックします。 

8. 以下を指定します。 

 アカウント名。［アカウント名］ボックスにメールアドレスを入力します。 

 パスワード。通常、このパスワードは Panel にログインするときのパスワードと同じ

です。 

 ［パスワードを保存する］チェックボックス。メールプログラムがメールサーバに接

続して新着メールをチェックするたびにパスワードの入力が要求されないようにする

には、このチェックボックスをオンにして［次へ］をクリックします。 

 

9. メールプログラムのセットアップを終了する場合は、［完了］をクリックしま

す。 
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Mozilla Thunderbird からのアクセス 

このセクションの内容は、Mozilla Thunderbird 3 に対して検証されており、これより前また

は後のバージョンの Mozilla Thunderbird では該当しない場合があります。 

 Mozilla Thunderbird をセットアップするには： 

1. Mozilla Thunderbirdを開きます。 

2. ［ファイル］ > ［新規］ > ［メールアカウント］に進みます。 

3. 以下を指定します。 

 名前（送信するすべてのメッセージに表示されます）。 

 メールアドレスとパスワード。 
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4. ［続ける］をクリックします。 

5. Thunderbirdが設定を自動検索できなかった場合、以下を指定してくださ

い。 

 受信メールサーバのプロトコル。 

メッセージのコピーをサーバに残したい場合は、IMAP オプションを選択します。サー

バにメッセージを残したくない場合は、POP3 オプションを選択します。IMAP を選択

した場合、SpamAssassin がサーバで有効であれば、受信メールメッセージの

SpamAssassin スパムフィルタに学習させることもできます。 

 受信サーバアドレス。ウェブサイトのインターネットアドレスを指定します。 

 送信サーバアドレス。ウェブサイトのインターネットアドレスを指定します。 

 

6. ［アカウントの作成］をクリックします。 
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Apple Mail からのアクセス 

このセクションでは、Apple Mail 3.6（Leopard）について説明します。他のバージョンの Apple 
Mail には該当しない場合があります。 

 Apple Mail をセットアップするには： 

1. Apple Mailを実行します。 

これが初めての実行で、まだメールアカウントを設定していない場合は、次のステップは

スキップします。代わりに、メールアカウントの新規作成用の画面が表示されます。 

2. メールアカウントの追加ウィザードを開きます。 

a. ［Mail］ > ［環境設定...］をクリックします。 

b. ［アカウント］タブを選択します。 

c. 左下隅の［+］ボタンをクリックします。 

3. 以下のアカウント情報を入力します。 

 氏名 

 メールアドレス 

 Panel にログインするときのパスワード 
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4. ［続ける］をクリックします。 

5. 以下の受信用メールサーバ情報を入力します。 

 アカウントの種類：使用するプロトコルを選択します（IMAP または POP）。 

スパムフィルタリングのソリューションに SpamAssassin を使用する場合は、IMAP
を選択することをお勧めします。IMAP アカウントは、SpamAssassin がスパムメッセ

ージと通常メッセージを学習するために必要です。 

 受信用メールサーバ：メールサービスを提供するドメインの名前を入力します（メー

ルアドレスの @ 記号の右側）。 

 ユーザ名：メールアドレス全体を入力します。 

 パスワード：そのままにします（Apple Mail が前のステップから取得します）。 
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6. ［続ける］をクリックします。 

7. （オプション）受信メールのセキュリティオプションを指定します。 

a. ［SSL (Secure Sockets Layer) を使用］チェックボックスをオンにしま

す。 

b. 認証方法を選択します。 

どれを選択すべきか分からない場合は、デフォルトのままにしてください。 

Parallels Small Business Panel に組み込まれているメールサーバが、選択した種類のアカ

ウント（POP または IMAP）に対して SSL をサポートする場合にのみ、この設定画面が

表示されます。 
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8. ［続ける］をクリックします。 

9. 以下の送信用メールサーバ情報を入力します。 

 送信用メールサーバ：メールサービスを提供するドメインの名前を入力します（メー

ルアドレスの @ 記号の右側）。 

 このサーバのみを使用：オンにします。 

 認証を使用：オンにします。 

 ユーザ名：メールアドレス全体を入力します。 

 パスワード：そのままにします（Apple Mail が前のステップから取得します）。 
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10. ［続ける］をクリックします。 

作成されるメールアカウントの概要が表示されます。 

11. ［アカウントをオンラインにする］チェックボックスをオンにして、［作成］

をクリックします。 
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サイト訪問統計を表示する 

サイトが適切に機能するようになり、検索エンジンで検索結果が適切に表示されるようにな

ったら、訪問統計を利用してサイトの効率を評価するとよいでしょう。 

 サイトの訪問者数、訪問者の国、および閲覧ページを調べるには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。     

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［ウェブ統計］に進みます。 

新しいブラウザウィンドウが開き、サイト訪問の統計が表示されます。 

3. サイト内のSSLで保護されたエリアで閲覧されたウェブページの統計を表示

するには、メニューの［SSLウェブ統計］を選択します。 

4. FTP経由でダウンロードしたファイルの統計を表示するには、メニューの

［FTP統計］を選択します。 

あるいは、URL: https://your-domain.com/plesk-stat/webstat を指定して、サイトの訪問統計

を確認できます。 ユーザ名とパスワードの入力画面が表示されたら、FTP アカウントのユー

ザ名とパスワードを指定します。 



 

  
 

「Parallels Panel クイックスタート」のセクション（1517ページ）で説明したように、

企業ウェブサイトを構築する最初の一歩はホスティングアカウントの購入、つまりホス

ティングプランの契約です。 ホスティングアカウントは、ホスティングサービスおよ

びリソース（メールボックス、ディスク領域、月単位の帯域幅など）へのアクセスを可

能にし、期間と設定がそれぞれ定められています。 

ホスティングアカウントと複数契約 

Panel では、必要に応じて好きな数のホスティングプランを契約できます。 メインサ

イトのホスティングリソースを支店のサイトと共用したくない場合、新たなホスティン

グプランを契約することができます。 新しい契約は、同じホスティングアカウント下

で利用可能になります。 つまり、ホスティングアカウントには、すべての契約へのア

クセスが個別に設定されています（下の図を参照してください）。 

 

第 4 章  

ホスティングアカウントの管理 
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複数の契約を使用するもう 1 つの理由に、1 つの契約では IPv4 アドレスと IPv6 アドレ

スを 1 つずつしか使用できないということがあります。 つまり、1 つの契約内のすべ

てのドメインが同じ IP（IPv4 または IPv6）を共用することになります。 異なる IP ア

ドレスでサイトをホスティングする必要がある場合、必要な IP アドレスの数だけ、同

じプランを追加注文する必要があります。 これは、各サイトを別々の SSL 証明書で保

護する場合などに便利です。 追加の契約の購入方法について詳しくは、「追加のリソ

ースを注文する」のセクション（5417ページ）を参照してください。 

単一のホスティングアカウント下に複数の契約がある場合、［アカウント］タブで簡単

に契約を切り替えることができます。 より詳しく説明すると、［アカウント］タブに

あるアクションは、すべての契約に適用されます。 一方、他のすべてのタブ（［メー

ル］、［ユーザ］、［ドメインとウェブサイト］）は、1 つの契約が対象となります。 
つまり、特定の契約のメール設定を変更するには、まずこの契約に切り替えてから、［メ

ール］をクリックします。  

契約にリソースを追加する 

ホスティングリソースを拡張するために、必ずしも新しい契約を購入する必要はありま

せん。 複数の契約から 1 つだけ選んで拡張することが可能です（SSL サポートの追加

やディスク領域の増強など）。 これには、他のホスティングプランに切り替えるか、

ホスティングプランのアドオンを購入します。 詳しくは、「追加のリソースを注文す

る」のセクション（5417ページ）を参照してください。 

ホスティングアカウントを管理する 

Panel では、ホスティングアカウントの管理のために、以下のようなオペレーションを

実行できます。   

 パスワードや個人情報を変更する。 詳しくは、「パスワードと連絡先情報を変更す

る」セクション（4317ページ）を参照してください。 

 ［アカウント］タブで、契約で提供されているサービスとリソースのリストを確認

する。 契約に関するすべての機能について詳しくは、「アカウント情報を表示する」

のセクション（4417ページ）を参照してください。 

 契約更新のために支払いを行う。 詳しくは「アカウント残高と請求書を管理する」

のセクション（5217ページ）を参照してください。 

 アカウントの統計を参照する。 ディスク領域やトラフィック使用量などについての

統計を提供します。 詳しくは、「統計を表示する」のセクション（5617ページ）

を参照してください。 

  

他のユーザが自分のアカウントにアクセスできるようにする 



 

42 ホスティングアカウントの管理 
 

ホスティングメンテナンス作業が多く、1 人で行うのが困難であれば、一部を他のユー

ザに委託することができます。 このために、補助ユーザアカウントを作成し、ユーザ

の役割ごとにグループ分けすることができます。 たとえば、ウェブサイトにコンテン

ツをアップロードする作業のみが許可されたグループを作成できます。 このグループ

のユーザは、サイトコンテンツの管理を除くいかなるオペレーションも実行できません。 
補助ユーザについて詳しくは、「（高度）ホスティングアカウントへのアクセスを構成

する」のセクション（5817ページ）を参照してください。 
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アカウント情報を表示する ................................................................................. 44 
アカウント残高と請求書を管理する ................................................................... 52 
追加のリソースを注文する ................................................................................. 54 
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（高度）ホスティングアカウントへのアクセスを構成する ............................... 58 
 
 



 

  
 

パスワードおよび連絡先情報を変更す

る 

 コントロールパネルへのアクセス用のパスワードを変更するに
は： 

1. 画面上部で、自分の名前のリンクをクリックします。 

2. 新しいパスワードを入力し［OK］をクリックします。 

 ウェブスペースへの接続に使用するユーザ名またはパスワードを
変更するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースに対するアクセスが許可されている場合は、

画面上部にある［契約］メニューで必要なウェブスペースを選択してく

ださい。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［ウェブホスティング設定］をクリックします。 

4. 新しいユーザ名またはパスワードを入力し、［OK］をクリックします。 

 連絡先情報を変更するには： 

1. 画面上部で、自分の名前のリンクをクリックします。 

2. ［連絡先の詳細］タブをクリックします。 

3. 連絡先情報を更新し、［OK］をクリックします。 
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アカウント情報を表示する 

ホスティングサービスの契約をすると、Panel にユーザアカウントが作成され、自分の

ウェブサイトとメールボックスを管理できるようになります。 

閲覧可能なアカウント情報は以下のとおりです。 

 サービスプランに対する現在の契約。 

一度に複数のサービスプランを契約できるため、自分のアカウントに複数の契約が

関連付けられている場合もあります。Panel に課金システムが統合されている場合、

このシステムを使用して、契約の追加購入、契約のアップグレード/ダウングレード、

および請求額の支払いが可能です。 

 割り当て済みリソースおよび使用済みリソース。 

 ウェブサイトで使用できるホスティング機能。 

 Panel で実行可能な操作。 

 勘定残高、未払い請求書、ホスティングパッケージの月額使用料。 

 アカウントと現在の契約に関する情報を表示するには： 

1. ［アカウント］タブをクリックします。 

現在の契約のリストが表示されます。 

2. Panelに課金システムを統合している場合、次の情報が表示されます。 

 口座残高：課金口座に残っている残高です。 

 未払い請求書の残高：プロバイダに支払う必要がある金額です。ここで、［すべ

て支払う］をクリックしてすべての請求書を支払うことや、［未払い請求書をす

べて支払う］というリストで［今すぐ支払う］リンクをクリックしていずれかの

請求書を支払うことができます。また、［すべての請求書を表示する］リンクを

クリックしてすべての請求書を表示することや、請求書番号に続いて［プリント］

をクリックして任意の請求書を印刷することができます。 

 最新の To-do アイテム：行うべきアクションに関するシステムからのリマインダ

が表示されます。 

 すべての契約のリスト：リスト内のリンクを使用して、次の操作を実行できます。 

 契約名のリンクをクリックして、契約のプロパティを表示する。 

 対応する［契約に切り替え］リンクをクリックして、コントロールパネルで

管理する契約を選択する。 

 ［SSL 証明書をリクエストする］をクリックして、サイト用の SSL 証明書を

注文する。このオペレーションについては、「SSL 証明書を注文する」のセ

クション（11917ページ）を参照してください。 
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 ［証明書情報を表示する］をクリックして、既に注文済みである SSL 証明書

のプロパティを表示する。 

 ［ドメイン情報を表示する］をクリックして、レジストラのサイトに指定し

たドメイン情報、連絡先情報、DNS 設定を表示または変更する。これらのオ

ペレーションについては、「Panel におけるレジストラの DNS 設定」のセク

ション（8317ページ）を参照してください。 

3. リソース割り当て、使用可能なホスティングオプション、操作パーミッ

ションの詳細は、契約名をクリックすると表示されます。 

4. 以下のいずれかを実行します。 

 割り当て済みのリソースと使用済みのリソースを確認するには、［リソース］タ

ブをクリックします。 

 アカウントで使用可能なホスティング機能のリストを確認するには、［ホスティ

ングオプション］タブをクリックします。 

 ホスティングパネルで実行できる操作のリストを確認するには、［パーミッショ

ン］タブをクリックします。 

アカウントと契約に関する情報 

パネルの［アカウント］タブで<契約名>をクリックすると、次の契約プロパティが表

示されます。 

 契約名：パネルの契約は、それぞれの契約で作成された最初のウェブサイトのドメ

イン名で表示されます。 

 プラン名：契約しているサービスプランの名前です。 

 セットアップ日：契約が有効になった日付です。 

 価格：契約期間におけるホスティングパッケージの価格です。プロバイダのポリシ

ーと契約期間に応じて、1 ヶ月、数ヶ月、または 1 年間の価格を表示できます。 

 最後の更新日：課金システムをコントロールパネルと統合している場合に表示され

ます。契約が前回延長された日付または新しい期間が開始された日付を示します。 

 次回更新日：課金システムをコントロールパネルと統合している場合に表示されま

す。次に契約を更新すべき日付を示します。 

 ステータス：課金システムをコントロールパネルと統合している場合に表示されま

す。1 つの契約に複数のステータスをもたせることができます。一般的なステータ

スには、有効、保留、失敗などがあります。契約のステータスが「有効」である場

合、ホスティングアカウントで作業を行うことができます。「保留」の場合、ホス

ティングアカウントで作業を開始できるようになるまでしばらく待つ必要がありま

す。「失敗」の場合、ホスティングサービスプロバイダにサポートを依頼してくだ

さい。 

割り当て済みリソースおよび使用済みリソース 
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一度に複数のサービスプランの契約をしている場合、契約が複数存在します。パネルの

［アカウント］タブで契約名をクリックし、［リソース］タブを選択すると、それぞれ

の契約に対して、次のような割り当て済みリソースが一覧表示されます。 

 ディスク容量：この契約でホスティングアカウントに割り当てられているディスク

容量の合計です。この容量には、ウェブサイト、メールアカウント、アプリケーシ

ョン、バックアップ、ログファイルに関連するすべてのデータが含まれます。 

 トラフィック：すべてのウェブサイトから月あたりに転送可能なデータの合計量（メ

ガバイト単位）です。 

 ドメイン：独立したセカンドレベルドメイン名（example.com など）を持つことが

できるウェブサイトの数です。 

ウェブサイトのセットアップについて詳しくは、「最初のウェブサイトをセットア

ップする（1617ページ）」および「ドメインを追加する（6717ページ）」のセクシ

ョンを参照してください。 

 サブドメイン：サードレベルドメイン名（news.example.com など）を持つことが

できる追加ウェブサイトの数です。 

サブドメインのセットアップについて詳しくは、「サブドメインを追加する」のセ

クション（7017ページ）を参照してください。 

 ドメインエイリアス：顧客のサイトに割り当てることができる追加ドメイン名の数

です。たとえば、example.fr と example.de がいずれも example.com をポイントす

るように設定することができます。 

ドメインエイリアスのセットアップについて詳しくは、「ドメインエイリアスを追

加する」のセクション（7217ページ）を参照してください。 

 メールボックス：顧客のすべてのウェブサイトに対して作成できるメールボックス

の数です。 

メールボックスの作成について詳しくは、「メール」の章（16917ページ）を参照

してください。 

 メールボックスのサイズ：1 つのメールボックスで占有可能なディスク容量です。 

 総メールボックスクォータ：すべてのドメインのすべてのメールボックスで使用で

きるディスク容量の合計です。このオプションは Windows ベースのホスティングア

カウントのみで使用できます。 

 メーリングリスト：顧客のすべてのウェブサイトでセットアップできるメーリング

リストの合計です。メーリングリストとは別にメールグループもあり、いずれも同

じ目的で使用できますが、機能がわずかに異なります。メーリングリストはメッセ

ージのアーカイブおよび事前モデレーションをサポートしていますが、メールグル

ープは一度に複数の受信者にメッセージを送信するためだけに使用できます。 

メーリングリストのセットアップと使用について詳しくは、「メーリングリストを

使用する」のセクション（18017ページ）を参照してください。 

 追加 FTP アカウント：契約の有効化時に作成されたメイン FTP アカウントに加え、

ウェブスペースへのアクセス用にセットアップできる FTP アカウントの数です。 

FTP アカウントのセットアップについて詳しくは、「FTP アクセスクレデンシャル

を変更する（16417ページ）」および「FTP アカウントを追加する（16517ページ）」

のセクションを参照してください。 
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 データベース（Linux ホスティング）：顧客のすべてのウェブサイトでホスティン

グ可能なデータベースの数です。データベースはデータストレージ管理の標準的な

手段であり、ダイナミックウェブサイト、ウェブアプリケーション、およびアプリ

ケーションのユーザはデータベースを使用して情報を保存、検索、収集できます。 

データベースでの作業については、「（高度）データベースを使用する」の章（18817
ページ）を参照してください。 

 MySQL データベースおよび Microsoft SQL Server データベース（Windows ホスティン

グ）：Panel のデータベースサーバ上で作成して契約内のウェブサイトで使用でき

る MySQL データベースと Microsoft SQL Server データベースの最大数です。 

 MySQL データベースクォータおよび Microsoft SQL データベースクォータ（Windows
ホスティング）：契約内の MySQL データベースと Microsoft SQL Server データベ

ースがそれぞれ占有できるディスク容量の上限（メガバイト）です。 

 Java アプリケーション：WAR フォーマットでパッケージされており、サイトにイ

ンストールできる Java アプリケーションの数です。 

 Web Presence Builder で公開されたサイト：Web Presence Builder オプションがホス

ティングパッケージに含まれる場合に、Web Presence Builderを使用して作成およ

び公開できるサイトの数です。 

 モバイルサイト：（サイトをモバイルデバイスでの閲覧用に最適化する）UNITY 
Mobile オンラインサービスでホスティングできるウェブサイトの総数です。 

 ウェブユーザ：顧客のドメイン下で他のユーザのウェブページをホスティングする

ために作成できるユーザアカウントの数です。 

 FrontPage アカウント：FrontPage を使用するサイトコンテンツでのコラボレーショ

ン用に作成できる Microsoft FrontPage ユーザアカウントの数です。このオプション

は Windows ベースのホスティングアカウントのみで使用できます。 

 共有 SSL リンク：プロバイダで共有している SSL 証明書でセキュリティ保護できる

ウェブサイトの数です。このオプションは Windows ベースのホスティングアカウン

トのみで使用できます。 

 ODBC DSN 接続：顧客のホスティングアカウントで稼働しているウェブアプリケー

ションに設定できる外部データベース接続の数です。このオプションは Windows
ベースのホスティングアカウントのみで使用できます。 

 ColdFusion DSN 接続：顧客のホスティングアカウント上で稼働している Adobe 
ColdFusion で記述されたウェブアプリケーションに設定できる外部データベース

接続の数です。このオプションは Windows ベースのホスティングアカウントのみで

使用できます。 

ウェブサイトで使用できるホスティング機能 
サービスプランに応じて、以下のホスティング機能をウェブサイトで使用できます（［ア

カウント］タブで契約名をクリックし、［ホスティングオプション］タブを選択すると、

機能のリストが表示されます）。 

 SSL 対応：SSL 暗号化でウェブサイト接続をセキュリティ保護できます。 

SSL によるサイトのセキュリティ保護について詳しくは、「接続を SSL 証明書で保

護する」のセクション（11517ページ）を参照してください。 
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 ウェブ統計：ウェブサイト訪問者の統計を図とチャートで表示できます。 

ウェブサイト訪問者の統計の表示について詳しくは、「統計を表示する」のセクシ

ョン（5617ページ）を参照してください。 

 カスタムエラードキュメント：カスタム HTML ページを作成し、一般的なエラーメ

ッセージ（404 Not Found など）の代わりにこのページが表示されるようにウェ

ブサーバを構成できます。 

カスタムエラードキュメントのセットアップについて詳しくは、「カスタムエラー

ページをセットアップする」（12717ページ）を参照してください。  

 プログラム言語とスクリプト言語のサポート：PHP、CGI、Perl、Python、
Microsoft ASP、ASP.NET、Adobe ColdFusion、SSI など。 

 Microsoft FrontPage のサポートおよび Microsoft FrontPage over SSL のサポート：

Microsoft FrontPageを使用してウェブサイトコンテンツを作成および編集できます。

これらのオプションは Windows ベースのホスティングアカウントのみで使用でき

ます。 

 Microsoft FrontPage オーサリング（Windows ホスティング）：Microsoft FrontPage
を使用してウェブサイトコンテンツをサーバ上で直接作成および編集できます。こ

のオプションは Windows ベースのホスティングアカウントのみで使用できます。 

 専用 IIS アプリケーションプール（Windows ホスティング）：サイト上のウェブア

プリケーションの独立性と安定性が向上します。 

 追加の書き込み/変更パーミッション（Windows ホスティング）：httpdocs フォ

ルダの root にあるファイルベースのデータベース（Jet など）をウェブアプリケー

ションで使用できます。 

 ウェブユーザにスクリプトの使用を許可する：http://example.com/~<ユーザ名>/<
ウェブページ>（<ユーザ名> はウェブユーザ）のような URL のウェブページでス

クリプトを許可することができます。ウェブユーザとは、専用のドメイン名を必要

としない個人です。このサービスは主に、教育機関が、学生やスタッフの個人用ペ

ージをホスティングする目的で使用します。 

  

ここでは、Panel で実行できる操作に対するパーミッションを説明します（［アカウン

ト］タブで契約名をクリックし、［パーミッション］タブを選択すると表示されます）。 

 DNS ゾーン管理：ウェブサイトの DNS ゾーンにあるリソースレコードを管理します。

DNS とは、「Domain Name System（ドメインネームシステム）」の略です。ウェ

ブブラウザはこのサービスを利用して、ドメイン名でウェブサイトを検索します。 

ウェブサイトの DNS 設定を構成する方法について詳しくは、「（高度）ドメイン用

に DNS を構成する（7517ページ）」を参照してください。 

 ホスティング設定管理：スクリプト言語のサポートなど、ウェブホスティング設定

を管理します。 
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 PHP セーフモード管理：このオプションは Linux ベースのホスティングアカウント

のみで使用できます。ウェブサイトに対して PHP セーフモードのオン/オフを切り

替えることができます。セーフモードとはセキュリティ上の制限であり、PHP で記

述したスクリプトがサーバ上で危険な操作を実行できないようにします。PHP で記

述したウェブアプリケーションが PHP セーフモードで正しく機能しない場合は、

PHP セーフモードをオフにする必要があります。 

 SSH 経由のサーバアクセスの管理とリモートデスクトップ経由のサーバアクセスの

管理：セキュアシェル経由（Linux ホスティング）またはリモートデスクトップ接続

経由（Windows ホスティング）で、ウェブコンテンツをサーバへ安全にアップロー

ドします。 

 匿名 FTP管理：フォルダをサーバ上にセットアップし、インターネットユーザが FTP
プロトコル経由でアクセスできるようにします。このフォルダのアドレスは

「ftp://downloads.example.com」のようにします。ファイルの閲覧、ダウンロード、

アップロードのためにユーザ名とパスワードを指定する必要がないため、この機能

を「匿名 FTP（anonymous FTP）」と呼びます。 

FTP フォルダをアクセス無制限でセットアップする方法について詳しくは、「匿名

FTP アクセスをセットアップする」のセクション（16717ページ）を参照してくださ

い。 

 スケジューラ管理：サーバの OS でプログラムまたはスクリプトの実行をスケジュ

ールします。 

タスクのスケジューリングについて詳しくは、「タスクをスケジューリングする」

の章（18117ページ）を参照してください。 

 スパムフィルタ管理：迷惑メール（スパム）防御のカスタム設定を行います。 

スパムフィルタリングのセットアップについて詳しくは、「メールボックスをスパ

ムから防御する」のセクションを参照してください。 

 アンチウイルス管理：ウイルスをはじめとする自己増殖する悪意あるソフトウェア

からシステムを防御するために、カスタム設定をセットアップします。 

ウイルス防御のセットアップについて詳しくは、「メールボックスをウイルスから

防御する」のセクションを参照してください。 

 サーバリポジトリを使用したデータのバックアップおよび復元：Panel のバックア

ップおよび復元機能を使用して、ウェブサイト、メールアカウント、設定のバック

アップおよび復元、バックアップファイルのサーバ保管を行います。 

データのバックアップと復元について詳しくは、「（高度）データをバックアップ

および復元する」の章（19617ページ）を参照してください。 

 個人用 FTP リポジトリを使用したデータのバックアップおよび復元：Panel のバッ

クアップおよび復元機能を使用して、ウェブサイト、メールアカウント、設定をバ

ックアップおよび復元し、他のサーバの FTP フォルダにバックアップファイルを保

管します。 

データのバックアップと復元について詳しくは、「（高度）データをバックアップ

および復元する」の章（19617ページ）を参照してください。 

 ウェブ統計管理：訪問者統計レポートのカスタムプリファレンスをセットアップし

ます。 
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ウェブサイト訪問者の統計の構成と表示について詳しくは、「統計を表示する」の

セクション（5617ページ）を参照してください。 

 ログローテーション管理：ウェブサーバログのリサイクル（ローテーション）に関

するカスタムプリファレンスをセットアップします。ウェブサーバには、サイトへ

の接続に関する情報や、存在しないファイルの取得を試行したときに発生するエラ

ーに関する情報が記録されます。これらのログファイルは、ウェブサイトのデバッ

グのために使用できます。 

ウェブサーバへのアクセスログに関する作業について詳しくは、「ログファイル」

のセクション（5717ページ）を参照してください。 

 アプリケーションカタログへのアクセス：ウェブサイト上でアプリケーションを表

示およびインストールします。アプリケーションについて詳しくは、「ウェブアプ

リケーションを導入する」のセクション（11017ページ）を参照してください。 

 プロバイダのポリシーを上書きする、安全ではない可能性があるウェブスクリプト

オプションのセットアップ：プロバイダが適用したホスティングセキュリティポリ

シーを上書きすることができます。 

 ドメイン作成：新しいウェブサイトをセットアップし、管理します。 

ウェブサイトのセットアップについて詳しくは、「最初のウェブサイトをセットア

ップする（1617ページ）」および「ドメインを追加する（6717ページ）」のセクシ

ョンを参照してください。 

 サブドメイン管理：「forum.example.com」のようなアドレスで新しいウェブサイ

トをセットアップし、管理します。 

サブドメインのセットアップについて詳しくは、「サブドメインを追加する」のセ

クション（7017ページ）を参照してください。 

 ドメインエイリアスの管理：サイトに対して追加のドメイン名をセットアップし、

管理します。 

ドメインエイリアスのセットアップについて詳しくは、「ドメインエイリアスを追

加する」の章（7217ページ）を参照してください。 

 追加 FTP アカウントの管理：追加 FTP アカウントをセットアップし、管理します。

ウェブサイトコンテンツでのコラボレーションを有効にするためには、他のユーザ

に FTP アカウントをセットアップして、これらのユーザがアクセスできるディレク

トリを指定します。 

FTP アカウントのセットアップについて詳しくは、「FTP アカウントを追加する」

のセクション（16517ページ）を参照してください。 

 Java アプリケーション管理：WAR アーカイブで配布されている Java アプリケーシ

ョンや、サードパーティベンダーまたはアプリケーション開発者から入手した Java
アプリケーションをインストールし、管理できます。 

Java アプリケーションのインストールについて詳しくは、「Java アプリケーショ

ンをインストールする」のセクションを参照してください。 

 メーリングリスト管理：メーリングリストのセットアップと管理を行います。 

メーリングリストのセットアップと使用について詳しくは、「メーリングリストを

使用する」のセクション（18017ページ）を参照してください。 

 ホスティングパフォーマンス設定の管理：ウェブサイトへの接続の帯域幅と数を制

限します。 
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サイトの帯域幅使用制限について詳しくは、「ウェブサイトへの接続の帯域幅と数

を制限する（13717ページ）」を参照してください。 

 IIS アプリケーションプール管理：IIS アプリケーションプールのカスタムプリファ

レンスをセットアップします（Windoes ベースのホスティングアカウントのみ）。 

IIS アプリケーションプールのセットアップについて詳しくは、「IIS アプリケーシ

ョンプールをセットアップする（Windows ホスティング）（15917ページ）」のセ

クションを参照してください。 

 追加の書込/変更パーミッションの管理：ファイルベースのデータベースを使用する

ウェブサイトに対して、追加の書込/変更パーミッションをセットアップします

（Winodows ベースのホスティングアカウントのみ）。 

 共有 SSL 管理：プロバイダが共有する SSL 証明書を使用して、SSL 防御を行い、サ

イト接続のセキュリティを維持します。 

詳しくは、「共有 SSL 証明書を使用する（Windows ホスティング）（12117ページ）」

のセクションを参照してください。 

 ハードディスククォータの割り当て：ホスティングアカウントでサポートされてい

れば、ディスク容量のハードクォータを調整します。 

 データベースサーバの選択：複数のデータベースサーバが存在する場合、データベ

ース作成用のデータベースサーバを選択します。 
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アカウント残高と請求書を管理する 

ここでの説明は、コントロールパネルに課金システムを統合している場合のみ有効です。 

 アカウント残高を確認してホスティングサービスの支払いを行う
には： 

1. ［アカウント］タブをクリックします。 

2. 以下の情報が表示されます。 

 アカウント残高：アカウントで使用可能な残高です。 

 未払い請求書の残高：プロバイダに支払う必要がある金額です。ここで、［すべ

て支払う］をクリックしてすべての請求書を支払うことや、［未払い請求書をす

べて支払う］というリストで［今すぐ支払う］リンクをクリックしていずれかの

請求書を支払うことができます。 

 最新の To-do アイテム：行うべきアクションに関するシステムからのリマイン

ダが表示されます。 

 すべての契約のリスト：リスト内のリンクを使用して、次の操作を実行できます。 

 契約のプロパティを表示するには、契約名のリンクをクリックします。 

 コントロールパネルで管理する契約を選択するには、対応する［契約に切り

替え］リンクをクリックします。 

 サイトの SSL 証明書を注文するには、［証明書を注文する］をクリックしま

す。この操作について詳しくは、「SSL 証明書を注文する」のセクション

（11917ページ）を参照してください。 

 既に注文済みである SSL 証明書のプロパティを表示するには、［証明書情報

を表示する］をクリックします。 

 レジストラのサイトに指定したドメイン情報、連絡先情報、DNS 設定を表示

または変更するには、［ドメイン情報を表示する］をクリックします。これ

らのオペレーションについて詳しくは、「Panel におけるレジストラの DNS
設定」のセクション（8317ページ）を参照してください。 

 サービスの支払いに使用する支払い方法を選択するには： 

1. ［アカウント］タブで［課金アカウント］に進みます。 

最初のサービスを購入するときに使用した支払い方法に関する記録が表示されます。 

2. 以下のいずれかを実行します。 

 課金アカウントの設定を表示または変更するには、［課金アカウント名］列で該

当するリンクをクリックし、自分の銀行カードまたはアカウントに関する情報を

指定し、支払い対象とする契約を選択します。［OK］をクリックします。 
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 新しい課金アカウントを追加するには、［新しい課金アカウントを追加する］を

クリックし、支払い方法を選択して［次へ］をクリックして、自分の銀行カード

またはアカウントに関する必要な情報を指定し、支払い対象とする契約を選択し

ます。［OK］をクリックします。 

 課金アカウントを削除するには、該当する［削除］リンクをクリックします。 
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追加のリソースを注文する 

ここでの説明は、コントロールパネルに課金システムを統合している場合のみ有効です。 

 契約にリソースを追加するか、他のサービスプランにアップグレ
ードするには： 

1. ［アカウント］タブをクリックします。 

2. 契約リストで、他のサービスプランにアップグレードしたい契約を特定

し、現在使用しているプラン名のリンクをクリックします。 

3. ［アップグレード］をクリックします。 

［アップグレード］リンクがない場合は、コントロールパネルで他のホスティング

プランにアップグレードすることはできません。この場合、プロバイダに連絡する

必要があります。 

4. 以下のいずれかを実行します。 

 他のプランにアップグレードせず、契約にリソースを追加するには、追加したい

オプションを選択して［アドオン調整］をクリックします。 

 他のサービスプランにアップグレードするには、［アップグレードを注文する］

をクリックします。 

 リソース数を減らすか、他のサービスプランにダウングレードす
るには： 

1. ［アカウント］タブをクリックします。 

2. 契約リストで、他のサービスプランにダウングレードしたい契約を特定

し、現在使用しているプラン名のリンクをクリックします。 

3. ［ダウングレード］をクリックします。 

［ダウングレード］リンクがない場合、コントロールパネルで他のホスティングプ

ランにダウングレードすることはできません。この場合、プロバイダに連絡する必

要があります。 

4. 以下のいずれかを実行します。 

 他のプランにダウングレードせず、割り当てられたリソース数を減らすには、減

らしたいオプションを選択して［アドオン調整］をクリックします。 

 他のサービスプランにダウングレードするには、［ダウングレードを注文する］

をクリックします。 

 メインプランに加えてホスティングプランを契約するには： 
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1. ［アカウント］タブで［契約を追加］リンクをクリックします。 

2. 契約したいホスティングプランを選択し、［購入する］をクリックしま

す。画面の指示に従って注文を完了します。 
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統計を表示する 

 アカウントのディスク容量とトラフィック使用量レポートを表示する
には： 

1. アカウントに複数の契約が関連付けられている場合、画面上部の［契約］メニ

ューで、必要な契約を選択します。 

2. ［統計］タブをクリックします。 

チャートに次の情報が表示されます。 

 ウェブスペース内のウェブサイト、メールアカウント、データベース、およびウェブ

スペース内のその他のファイルで使用されているディスク容量。 

 当月中に FTP、ウェブ、メールサービスで使用されたトラフィック。 

［FTP］フィールドは、FTP 経由でウェブスペースから送受信されたファイルの合計

サイズを示します。 

［HTTP］フィールドは、HTTP プロトコル経由ですべてのウェブサイトから送受信さ

れた（つまり、ウェブブラウザが取得した）データの合計量を示します。 

［POP3/IMAP］フィールドは、ドメイン下のすべてのメールアカウントで受信したデー

タの合計量を示します。 

［SMTP］フィールドは、ドメイン下のすべてのメールアカウントで送信したデータの

合計量を示します。 

3. 以下のいずれかを実行します。 

 FTP 経由でサイトで送受信したデータ量に関するレポートを表示するには、［FTP 統

計］をクリックします。 

 FTP ディレクトリで送受信したデータ量に関するレポートを表示するには、［匿名 FTP
統計］をクリックします。 

 特定の月にサービスで使用されたトラフィックの量に関するレポートを表示するには、

［データ転送統計］をクリックし、メニューから月を選択します。 

 
 



 

 ホスティングアカウントの管理 57 
 

ログファイル 
ログファイルには、ウェブサーバへのすべての接続と、サーバで見つからなかったファイル

のリクエストが記録されます。これらのログファイルの分析はサーバ上で稼働する統計プロ

グラムで行われ、オンデマンドでグラフィカルレポートとして表示されます。これらのログ

ファイルをコンピュータにダウンロードして、サードパーティ製の統計プログラムで処理し

たり、ウェブサーバのデバッグに使用することができます。 

 これらのログファイルが増加するのを防ぐために、ログファイルの自
動クリーンアップとリサイクルを有効にする必要があります。 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループの［ログ］

に進み、［ログローテーション］を選択します。 

3. ［スイッチオン］をクリックします。［スイッチオフ］ボタンしか表示されな

い場合、ログのリサイクルはすでに有効になっています。 

4. ログファイルをリサイクルするタイミングと、サーバに保管するログファイ

ルのコピー数を指定します。ログファイルを圧縮するか、処理の後にメール

アドレスに送信するかを指定します。 

5. ［OK］をクリックします。 

 ログファイルのコンテンツを表示するか、コンピュータにダウンロー
ドするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ロ

グ］に進みます。ログファイルのリストが表示されます。 

3. 以下のいずれかを実行します。 

 ログファイル内の全エントリを表示するには、ログファイル名をクリックします。ロ

グファイルの最新行を数行だけ表示したい場合は、［設定］グループの入力ボックス

に行数を入力し、ログファイル名をクリックします。 

 ファイルをコンピュータにダウンロードするには、対応するアイコン  をクリック

します。 

 処理済みのログファイルをサーバから削除するには、対応するチェックボックスをオ

ンにして、［削除］をクリックします。削除を確認して［OK］をクリックします。 
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 ログファイルを FTP 経由でコンピュータにダウンロードするには： 

1. PanelサーバにFTP経由で接続し、ダウンロードする契約ログのアクセスク

レデンシャルを使用してログインします。 

2. /statistics/logsディレクトリに進み、ログファイルをコンピュータに

コピーします。 
 

（高度）ホスティングアカウントへのアクセ

スを構成する 

他のユーザが Panel にアクセスし、ウェブサイトやインストール済みアプリケーションを管

理したり、貴社のドメインのメールサービスを使用することを許可する場合は、これらのユ

ーザ用にユーザアカウントを作成する必要があります 

ユーザおよびユーザの役割 

ユーザアカウントはユーザの役割に基づいて作成されます。 この役割には、Panel の特定の

エリアにアクセスするための権限や、Panelで操作を実行するための権限などが含まれます。 
会計担当者、アプリケーションユーザ、所有者、ウェブマスターなどのユーザ役割があらか

じめ設定されています。 会計担当者、アプリケーションユーザ、ウェブマネージャの役割を

貴社のニーズに合わせて変更したり、独自の役割を作成することができます。 ユーザの役割

とユーザアカウントの作成について詳しくは、「ユーザ役割（5917ページ）」および「ユー

ザアカウント（6117ページ）」のセクションを参照してください。 

ユーザアカウントを作成すると、ユーザは Panel 内のアカウントにログインして、ショート

カットからメールボックスにアクセスし、アプリケーションで作業できるようになります。 
さらに、補助ユーザが利用できるリンクのリストに、社内のリソースやウェブ上のサイトな

どへのカスタムリンクを追加することができます。 詳しくは、「カスタムリンク（6317ペー

ジ）」を参照してください。  

ユーザと複数の契約 

Panel 10.4 より、複数の契約が含まれるホスティングアカウントで、ユーザがアクセスでき

る契約を指定することが可能になりました。 あるユーザアカウントで［契約へのアクセス］

プロパティが特定の契約に設定されていると、このユーザは常にこの契約にログインするこ

とになり、他の契約に切り替えることはできません。 
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ユーザの役割 

 ユーザ役割を作成するには： 

1. ［ユーザ］タブ >［ユーザ役割］タブ >［ユーザ役割の作成］に進みます。 

2. 以下を指定します。 

 ユーザ役割名 

 Panel サービスにアクセス：オペレーションに必要な権限をユーザに与えます。 

 ユーザと役割の管理：ユーザアカウントと役割を追加、変更、削除します。この権

限がユーザに付与されていない場合でも、ユーザは Panel へのログイン後に他のユ

ーザの連絡先情報を参照できます。 

 サイトの作成と管理：ドメイン名およびサブドメインのセットアップ・変更・削除、

ウェブサイトのホスティング、ウェブホスティング設定の変更を行います。 

 ログローテーションの設定：ウェブサーバアクセスおよびエラーログファイルのリ

サイクル関連の設定を管理します。ログファイルを表示、ダウンロード、削除しま

す。 

 匿名 FTP サービスの設定：すべてのインターネットユーザが認証なしで FTP アク

セスできるディレクトリをセットアップします。 

 スケジュール済みタスクの作成と管理：貴社のホスティングアカウントでスクリプ

トまたはプログラムの実行をスケジュールします。 

 スパムフィルタの設定：メールボックスのスパム防御をセットアップします。 

 アンチウイルスの設定：メールボックスのウイルス防御をセットアップします。 

 データベースの作成と管理：貴社のホスティングアカウントに保存されるデータベ

ースを追加、変更、削除します。 

 データのバックアップおよび復元の構成および実行：貴社のドメイン下のホスティ

ングアカウント、ウェブサイト、メールボックスに関連するデータをバックアップ

および復元します。 

 統計の表示：ウェブサイトおよびウェブサイトへの訪問別に、ディスク容量とトラ

フィック使用量のレポートを表示します。 

 アプリケーションのインストールと管理：ウェブサイトにアプリケーションをイン

ストールし、管理します。 

 Web Presence Builder でのサイト設計：Web Presence Builder を使用してウェブサ

イトを作成します。 

 ファイルのアップロードと管理：Panel のファイルマネージャを使用してウェブス

ペース内のファイルとディレクトリを管理します。 

 追加 FTP アカウントの作成と管理：他のユーザに追加 FTP アカウントをセットア

ップします。 

 DNS 設定の管理：ドメインの DNS 設定を管理します。 
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 Java アプリケーションのインストールと管理：サードパーティ製 Java アプリケー

ションをウェブサイトにインストールします。 

 メールアカウントの作成と管理：メールアカウントを作成、変更、削除します。 

 メーリングリストの作成と管理：メーリングリストを作成、変更、削除します。 

 アプリケーションへのアクセス：ユーザがアクセスし、使用できるアプリケーション

を選択します。サーバにインストールされているすべてのウェブアプリケーションが

表示されます。 

アプリケーションのインストールおよびユーザへのアクセス付与について詳しくは、

「Panel ユーザにアプリケーションへのアクセス権を付与する」のセクション（11317
ページ）を参照してください。 

3. ［OK］をクリックします。 

 ユーザ役割のプロパティを変更するには： 

1. ［ユーザ］タブで［ユーザ役割］タブに進みます。 

2. 変更したい役割名のリンクをクリックします。 

3. 必要に応じて役割のプロパティを変更し、［OK］をクリックします。 

 ユーザ役割を削除するには： 

1. ［ユーザ］タブで［ユーザ役割］タブに進みます。 

2. 削除する役割に対応するチェックボックスをオンにして、［削除］をクリック

します。所有者役割や、1人以上のユーザに割り当てられている役割は、削

除できません。 

3. ［はい］をクリックして削除を確認します。 
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ユーザアカウント 

 ユーザアカウントを作成するには： 

1. ［ユーザ］タブで［ユーザアカウントの作成］に進みます。 

2. 以下を指定します。 

 担当者： 

 メールアドレス： このメールアドレスは、Panel にログインする際のユーザ名として

も使用されます。 

 ユーザ用に新しいメールアドレスを作成するには、［自分のアカウント下にメール

アドレスを作成する］オプションをオンにします。    

メールアドレスの @ 記号の左側部分を入力し、（アカウントに複数のドメインが

あれば）メールアドレスの作成に使用するドメイン名を選択します。 

 このユーザアカウントを外部メールアドレスに関連付けるには、［外部メールアド

レスを使用する］オプションをオンにして、既存の外部メールアドレスを指定しま

す。 

 ユーザ役割： 必要なユーザ役割をメニューから選択します。 

 契約へのアクセス： ユーザに対し、指定した契約へのアクセスのみを許可します。 「す

べて」を選択すると、このユーザはホスティングアカウント内のすべての契約にアク

セスできるようになります。 

 パスワード： Panel にアクセスするためのパスワードを入力します。 

3. ［アクティブなユーザ］チェックボックスはオンにしておきます。 これをオ

フにすると、ユーザはPanelへのアクセスや貴社のホスティングアカウント

でのアプリケーションの使用ができなくなります。 

4. ［OK］をクリックします。 

5. ユーザに連絡先情報を追加したい場合は、ユーザ名のリンクをクリックし、

［連絡先の詳細］タブをクリックして、ユーザの連絡先情報を入力します。 

6. ［OK］をクリックします。 

これで、アカウントの作成と Panel へのアクセス権の付与をユーザに通知できるようになり

ました。 ブラウザで表示するためのアドレスと、アカウント設定に指定したユーザ名/パスワ

ードをユーザに知らせます。 

 ユーザアカウントのプロパティを変更するには： 

1. ［ユーザ］タブをクリックします。 

2. ユーザ名のリンクをクリックします。 
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3. 必要な変更を行い、［OK］をクリックします。 

 ユーザアカウントを一時停止するか、有効にするには： 

1. ［ユーザ］タブをクリックします。 

2. ユーザ名のリンクをクリックします。 

3. 以下のいずれかを実行します。 

 ユーザアカウントを一時停止するには、［アクティブなユーザ］チェックボックスを

オフにします。 ユーザは Panel にログインしてアプリケーションにアクセスできなく

なります。 

 ユーザアカウントを有効にするには、［アクティブなユーザ］チェックボックスをオ

ンにします。 

4. ［OK］をクリックします。 

 ユーザアカウントを削除するには： 

1. ［ユーザ］タブをクリックします。 

2. 削除するユーザアカウントのチェックボックスをオンにして、［削除］をクリ

ックします。 自分自身のアカウントを削除することはできません。 

3. ［はい］をクリックして削除を確認します。 
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カスタムリンク 
Panel にカスタムハイパーリンクを追加し、ユーザに対して表示することができます。この

ハイパーリンクのリンク先は、ウェブリソース（貴社のサイトなど）やウェブアプリケーシ

ョン（オンラインリクエストの処理、クリックしたユーザに関する追加情報の収集などを実

行するアプリケーション）にすることができます。 

ユーザに関してどのような情報を受け渡すのかを指定することができます。 

 契約 ID 

 契約に関連付けられたプライマリドメイン名 

 FTP アカウントのユーザ名とパスワード 

 顧客のアカウント ID、名前、メールアドレス、会社名 

コントロールパネルで次のような場所にリンクを配置し、表示対象とするユーザを決めるこ

とができます。 

 コントロールパネルの［ホーム］ページで、自分のみに表示する。このように設定するに

は、リンクのプロパティで［顧客のホームページ］オプションをオンにします。 

 コントロールパネルの［ホーム］ページで、自分とそのユーザ（コントロールパネルへの

ログインが許可されているユーザ）のみに対して表示する。このように設定するには、リ

ンクのプロパティで［共通アクセス］オプションをオンにします。 

 コントロールパネルの［ウェブサイトとドメイン］タブで、自分とそのユーザ（コントロ

ールパネルへのログインが許可されているユーザ）のみに対して表示する。このように設

定するには、リンクのプロパティで［契約の［ウェブサイトとドメイン］ページ］オプシ

ョンをオンにします。 

 コントロールパネルにカスタムハイパーリンクを追加するには： 

1. ［アカウント］タブで［追加サービス］に進み、［サービスにリンクを追加する］

をクリックします。 

2. 以下の設定を指定します。 

 ［ボタンラベル］ボックスに、ボタンに表示されるテキストを入力します。 

 ボタンの配置場所を選択します。 

 ボタンの優先度を指定します。カスタムボタンは、定義した優先度に従って Panel に
配置されます。数字が小さいほど、優先度が高くなります。ボタンは左から右に配置

されます。 

 ボタン背景に画像を使用するには、その画像の保存場所へのパスを入力するか、［参

照］をクリックしてそのファイルを参照します。ナビゲーションペインに配置するボ

タンの画像には 16ｘ16 ピクセルの GIF または JPEG ファイルを、メインフレームや

デスクトップに配置するボタンの画像には 32ｘ32 ピクセルの GIF または JPEG ファ

イルをお勧めします。 

 ［URL］ボックスに、ボタンのハイパーリンクを入力します。 
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 チェックボックスで、顧客情報などのデータを URL に含めて転送するかどうかを指定

します。これらの情報は外部のウェブアプリケーションで使用できます。 

 ［ツールヒントのテキスト］の入力フィールドに、ボタンの上にカーソルを動かすと

表示されるヒントを入力します。 

 リンク先 URL をパネルのメインフレームで開く場合は、［Parallels Panel で URL を開く］

チェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオフにすると、URL は別

のウィンドウまたはタブに表示されます。 

 自分以外にこのボタンを表示させない場合は、［自分にのみ表示する］チェックボッ

クスをオンにします。 

3. ［終了］をクリックして作成を完了します。 

 Panel からハイパーリンクボタンを削除するには： 

1. ［アカウント］タブで［追加サービス］に進みます。 

2. 削除するボタンのチェックボックスをオンにして、［削除］をクリックしま

す。 

 

 



 

  
 

「Parallels Panel クイックスタート」の章（1517ページ）で説明したように、ウェブサ

イト構築の第一歩はドメイン名の購入から始まります。 ドメイン名（あるいは単に「ド
メイン」）とは、ユーザがウェブサイトにアクセスするためにブラウザに入力する名前

です。 たとえば、「www.example.com」のような形式です。 ドメイン登録は、ドメ

インネームレジストラという認定機関が行います。 多くの場合、ホスティングプロバ

イダがこの役割を担います。 Panel でのドメイン管理について詳しくは、「ドメイン

と DNS」のセクション（6617ページ）を参照してください。 

ただし、ドメインだけではウェブサイトはできません。 ウェブ上からアクセス可能に

し、コンテンツを追加するためには、ホスティングアカウントを入手する必要がありま

す。 つまり、インターネット接続、コンテンツを格納するディスク領域、メールサー

ビスなどをドメインに補足する必要があります。 したがって、ウェブサイトとは、ホ

スティングサービスが付加されたドメインであると言えます。  

Panel はドメインとウェブサイトに対し、次のようなあらゆるオペレーションを実行で

きます。 

 ドメイン、サブドメイン、エイリアスの追加と削除。 

 ウェブサイトのコンテンツの管理。 

 各種ウェブアプリケーションのインストール。 

 ウェブサイトへの接続などのセキュリティ管理。 

この章では、ウェブサイトとドメインについて Panel で実行できるすべてのオペレーシ

ョンについて詳しく説明します。 ただし、ホスティングプランによっては、これらの

オペレーションの一部を実行できない場合があります。 

この章の内容: 

ドメインと DNS .................................................................................................. 66 
ホスティング設定を変更する ............................................................................. 86 
ウェブサイトを一時停止または起動する ........................................................... 94 
ウェブサイトコンテンツを管理する ................................................................... 96 
ウェブサイトアプリケーションを採用する ........................................................ 110 
（高度）ウェブサイトのセキュリティを強化する ............................................. 115 
（高度）拡張ウェブサイト管理 .......................................................................... 123 
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ドメインと DNS 

既に説明したように、ドメイン名とは、ウェブサイトにアクセスしたい人がブラウザに

入力する名前です。  

ドメイン名は階層構造であり、ラベルと呼ばれる複数のパーツから構成されています。 

 一番右に位置するラベルが「トップレベルドメイン」です。 たとえば、

「www.example.com」のトップレベルドメインは「com」です。 トップレベルド

メインの数は限られており、これらはすべて、国際的な管理団体によって管理され

ています。 

 主にウェブサイトの使用目的を示すために使用するラベルが「セカンドレベルドメ

イン」です。 たとえば、「www.example.com」のセカンドレベルドメインは

「example」です。 セカンドレベルドメインとトップレベルドメインの組み合わ

せにより、ウェブサイトの具体的な所在地が決まります。 

 左側の各レベルは、右側のドメインのサブドメインです。 たとえば、「www」は

「example.com」のサブドメインです。 サブドメインは、メインサイトの一部の

コンテンツを隔離したい場合に便利です。 たとえば、個人用のブログを

「myblog.example.com」にまとめることができます。 Panel でのサブドメイン

追加方法について詳しくは、「サブドメインを追加する」のセクション（7017ペー

ジ）を参照してください。 

1 つの契約で複数のウェブサイトをホスティングしたい場合は、ドメインを追加購入し、

契約に追加してください。 Panel でのドメイン追加方法について詳しくは、「ドメイ

ンを追加する」のセクション（67ページ）を参照してください。 

ドメイン名は人がわかりやすいように便宜的に使用されるだけであり、ブラウザとウェ

ブサーバの実際の通信は、IP アドレス（ホストを数字で示す識別子）を利用して行わ

れます。 たとえば、「www.example.com」の実際のアドレスは（例）192.0.2.12（※

IPv4）です。 ドメイン名を IP アドレスに名前解決するために、ウェブホストは DNS
テクノロジーを使用します。 Panel への DNS の導入方法について詳しくは、「（高度）

ドメイン用に DNS を構成する（7517ページ）」を参照してください。   

DNS では、複数のドメインを 1 つの IP アドレスに名前解決することができます。 こ
のような追加のドメイン名を「ドメインエイリアス」と呼びます。 これは、複数のド

メインを購入して同じウェブサイトに関連付けたい場合に便利です。 既存のドメイン

へのエイリアス追加方法について詳しくは、「ドメインエイリアスを追加する」のセク

ション（7217ページ）を参照してください。  
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ドメインを追加する 
ホスティングパッケージに複数のドメイン名（ウェブサイト）が含まれている場合、新

しいドメインをサーバに簡単に追加できます。セカンドレベルドメイン名（例：

example.com）を使用する新しいドメインを追加する前に、このドメイン名をサービス

プロバイダまたは他のドメイン名登録機関に必ず登録してください。 

Panel では、次のようなサイト構成をセットアップできます。 

 アドレスがセカンドレベルドメイン名であるウェブサイト。 ウェブサイトでは、次

のようなサービスを使用できます。 

 一意のインターネットアドレス（ドメイン名）（例：example.com）。 

 追加のドメイン名（ドメインエイリアス）。 

 サブドメイン：メインサイトに付加された覚えやすいアドレス（例：

mail.example.com）でアクセスできる、サイトの一部。 

 サイトコンテンツでのコラボレーションに使用する独立した FTP アカウント。

FTP アカウントごとに、そのアカウントでアクセス可能なディレクトリを指定

できます。 

 Web Presence Builder を使用してウェブサイトを作成する。 

 コンテンツ管理システム、フォトギャラリー、ショッピングカート、ブログプラ

ットフォームなどのアプリケーションを簡単にデプロイする。 

 SSL プロトコルによるセキュアなデータ交換。これには、他のユーザやサイト

と共有されない専用 IP アドレスでサイトをホスティングする必要があります。 

 メールボックスおよびメーリングリスト。 

 サイト訪問に関する統計を表示する。 

 アドレスがサードレベルドメイン名（サブドメイン）であるウェブサイトまたはそ

の一部。 これは通常、既存のサイトの一部です。インターネットアドレスは、ドッ

トで区切られた 3 つの部分から構成されています。サブドメインでは、次のような

サービスを使用できます。 

 メインサイトとは別のドキュメントルート。ドキュメントルートとは、サーバ上

の 1 ディレクトリであり、サイトのウェブページが格納されます。 

 コンテンツ管理への FTP アクセス。 

 Web Presence Builder を使用してウェブサイトを作成する。 

 アプリケーションを簡単にデプロイする。 

 SSL プロトコルによるセキュアなデータ交換。 

 サイト訪問に関する統計を表示する。 

   
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 ドメインを追加する 

 セカンドレベルドメイン名で新しいウェブサイトをホスティング
するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部に

ある［契約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックし、［新しいドメインを追加］

をクリックして、画面の指示に従います。 

注：推奨されるオプションを選択する場合、関連する DNS 設定とドメイン名を、レ

ジストラ側のドメイン名と関連付ける必要があります。これを行うには、Panel ネ
ームサーバの IP アドレスをレジストラの各 NS レコードに入力します。IP の取得方

法は次のとおりです。［ウェブサイトとドメイン］ > ［DNS 設定］で NS レコード

を検索し、NS レコード値に対応する A レコードを検索します。 
たとえば、次のような NS レコードの場合： 
example.com. NS ns.example.com 
ns.example.com の A レコードを検索します。 
ns.example.com. A 192.0.2.12 

見つかった値 192.0.2.12 が、必要な Panel ネームサーバの IP です。 

3. ［OK］をクリックします。 

新しいドメイン名が画面下にリストされます。 

4. ホスティング設定の変更操作が許可されているアカウントの場合、新し

いウェブサイトのドメイン名をクリックしてホスティング設定を表示ま

たは変更することができます。この手順は、「ホスティング設定を変更す

る」のセクション（8617ページ）を参照してください。 

Web Presence Builder でウェブサイトの作成を開始したり、新しいウェブサイトのウ

ェブスペースにウェブコンテンツをアップロードすることができます。この手順は、

「ウェブサイトのコンテンツを管理する（9617ページ）」を参照してください。 

ドメインを削除する 

Panel からドメインを削除すると、該当するサイトに関連するすべてのデータがサーバ

から削除されます。アカウントに対して最初に作成されたドメイン名（デフォルトドメ

イン）は削除できませんが、名前を変更することは可能です。 

 ドメインを削除するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部に

ある［契約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。 
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2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ドメイン名のリストで、削除対象のドメインまたはサブドメインを選択

し、［削除する］をクリックします。 

4. 削除を確認して［OK］をクリックします。 
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サブドメインを追加する 
ホスティングパッケージに、アドレスがサードレベルドメイン名であるサブドメインが

含まれている場合、これを使用して以下を実行できます。 

 サイトの構造を論理的に編成する。 

 同じサーバで追加ウェブサイトやウェブサイトの一部をホスティングすることで、

ドメイン名の追加登録に必要な費用を節減できます。 

サブドメインの使用例： 

「your-product.com」というウェブサイトを、製品の販促や販売に使用しているとしま

す。顧客サービスとオンライン注文のトラッキングに関する情報を公開するために、サ

ブドメイン「orders」を構築します。これにより、ユーザはドメイン名

「orders.your-product.com」にアクセスすればこれらの情報を直接参照できるようにな

ります。 

サブドメインは追加ドメインと同じステータスとなるため、同じツールとサービスをサ

ブドメインに対して設定できます。たとえば、SSL 保護、Web Presence Builder、ウェ

ブ統計などを使用できます。 

 サイトの一部または独立サイトにサブドメインをセットアップす
るには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部に

ある［契約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［新しいサブドメインの追加］をクリックします。 

4. 以下を指定します。 

a. ［サブドメイン名］ボックスに、メインサイトのドメイン名に追

加するアドレスの一部を入力します。 

b. ［ドキュメントルート］ボックスに、このサイトのすべてのファ

イルとサブディレクトリを格納するディレクトリのロケーショ

ンを入力します。メインサイトのデフォルトディレクトリ

「httpdocs」を使用することも、他のディレクトリを指定するこ

ともできます。 

5. ［OK］をクリックします。 

新しいサブドメイン名が画面下にリストされます。 
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サブドメインのウェブスペース（サーバ上のディレクトリ）にウェブコンテンツをアッ

プロードできます。この手順は「FTP 経由でコンテンツをアップロードする（9817ペー

ジ）」を参照してください。 

ワイルドカードサブドメイン 

サブドメイン名にアスタリスク（*）を入力すると、Panel はいわゆる「ワイルドカー

ドサブドメイン」を作成します。Panel に登録されていない任意のサブドメイン名を入

力したサイト訪問者は、このワイルドカードサブドメインにリダイレクトされます。ワ

イルドカードサブドメインは任意のドメイン名レベルに作成でき、たとえば 
*.mystore.example.com サブドメインなどを作成可能です（詳細は74ページ）。 

 
 



 

72 ウェブサイトとドメイン 

 

ドメインエイリアスを追加する 
ドメイン名レジストラに、このサーバでホスティングする同一のウェブサイトをポイン

トする複数のドメイン名を登録している場合、ドメインエイリアスをセットアップする

必要があります。 

 ドメインエイリアスをセットアップするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ドメインエイリアス］に進みます。 

3. ［ドメインエイリアスの追加］をクリックします。 

4. 希望するドメインエイリアス名を入力します(例：alias.com)。 

ドメインエイリアスには、文字、数字、ハイフンを使用できます。ドメインエイリ

アスのドット間の長さは、63 文字以内にしてください。 

5. ドメインエイリアスでプライマリドメインと同じDNSゾーンリソース

レコードを使用したい場合は、［プライマリドメインとDNSゾーンを同期

する］チェックボックスをオンにします。この設定により、今後プライ

マリドメインゾーンのリソースレコードに変更があれば、このドメイン

エイリアスのDNSゾーンにも適用されます。 

6. ドメインエイリアスの下のメールアドレスに送信されたメールを、オリ

ジナルドメイン名の下のメールアドレスにリダイレクトしたい場合、

［メールサービス］チェックボックスをオンにします。 

例えば、mail@yourdomain.com というメールアドレスがあり、ドメイン名のエイリ

アスとして alias.com を設定しているとします。この場合、mail@alias.com 宛てに

送信されたメールをメールボックス mail@yourdomain.com で受け取るには、［メ

ールサービス］チェックボックスをオンにします。 

7. ［ウェブサービス］チェックボックスをオンにします。この設定を行わな

いと、ブラウザでドメインエイリアスを指定してサイトを訪問してきた

ユーザに、ウェブコンテンツが表示されません。 

8. Linuxプラットフォームがべースのホスティングサービスを使用してお

り、ドメインエイリアス経由でアクセス可能にしたいサイトにJavaア
プリケーションがインストールされている場合は、［Javaウェブアプリケ

ーション］チェックボックスをオンにします。 

9. ［OK］をクリックします。 
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 エイリアスのプロパティを変更するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ドメインエイリアス］に進みます。 

2. 必要なエイリアス名をクリックします。 

3. ［ツール］グループの［プリファレンス］をクリックします。 

4. 必要に応じてドメインエイリアスのプロパティを変更し、［OK］をクリ

ックします。 

 ドメインエイリアスの DNSゾーンのリソースレコードを変更する
には： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ドメインエイリアス］に進みます。 

2. 必要なエイリアス名をクリックします。 

3. ［DNS設定］をクリックします。 

4. 必要に応じてリソースレコードを追加、編集、削除します。 

 ゾーンにリソースレコードを追加するには、［新しいレコードの追加］をクリッ

クします。必要な値を指定し、［OK］をクリックしてゾーンに値を書き込みま

す。 

 リソースレコードを変更するには、［ホスト］列で当該レコードのハイパーリン

クをクリックします。 

 レコードを削除するには、削除するレコードのチェックボックスをオンにして

［削除］をクリックします。 

 ドメインからエイリアスを削除するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ドメインエイリアス］に進みます。 

2. 削除するドメインエイリアスのチェックボックスをオンにします。 

3. ［削除］をクリックします。 

4. 削除を確認して［OK］をクリックします。 
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（Linux）ワイルドカードサブドメインを追加す

る 
ワイルドカードサブドメインは、存在しないサブドメインへの訪問者を、いずれかのウ

ェブサイト（通常はメインウェブサイト）にリダイレクトするために使用します。 こ
の機能を使用して、次のようなことが可能です。 

 ウェブサイトの構成を改良し、マーケティングキャンペーンを実施する。 

たとえば、「vps-limited-offer」というサブドメインが存在せず、

「limited-vps-offer.example.com」から「example.com」にユーザを転送したい場合

があります。  

 ユーザがサブドメイン名を誤入力しても、ウェブサイトを閲覧できるようにする。 

「www」という接頭辞が付くウェブサイト名を「ww.example.com」のように誤入

力することはよくあります。 

 最後に、一部のウェブサイトアプリケーション（WordPress など）では、ユーザエ

クスペリエンス向上のために、ワイルドカードサブドメインを使用して動的サブド

メインを作成します。 

注： ワイルドカードサブドメインを追加しても、既存のサブドメインからのトラフィ

ックは影響を受けません。 

ワイルドカードサブドメインを追加するには 

1 つの契約下のドメイン名に対し、ワイルドカードサブドメインを 1 つずつ追加するこ

とができます。 これを行うには、［ウェブサイトとドメイン］タブで、任意のドメイ

ン名に「*」という名前の新しいサブドメインを追加します（例：*.example.com）。 こ
のサブドメインに、カスタマイズしたスクリプトやウェブサイトコンテンツを挿入する

には、サブドメインに対してカスタムのドキュメントルートを指定します。 

ワイルドカードサブドメインの制限事項 

ワイルドカードサブドメインは通常のサブドメインと同様に機能しますが、以下の例外

があります。 

 Linux 限定の機能である。 現在、ワイルドカードサブドメインに対応しているのは

Panel for Linux のみです。 
 

 名前の変更ができない。 このようなサブドメインは名前を変更できません。 
 

 DNS ゾーンがない。 ワイルドカードサブドメインは、Panel DNS サーバで独自の

ゾーンレコードを持ちません。 代わりに、対応するドメイン名に関連付けられた IP
アドレスをポイントする A レコードを持ちます。 
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 APS アプリケーションをインストールできない。 Plesk ユーザは、APS アプリケ

ーションをワイルドカードサブドメインにインストールできません。 
 

 Web Presence Builder サイトは使用不可。 Plesk ユーザは、Web Presence Builder
のサイトをワイルドカードサブドメインに対して編集および公開できません。 

 
 

（高度）ドメイン用に DNSを構成する 
ドメインネームシステム（DNS）とは、階層構造のネーミングシステムであり、人が理

解できるドメイン名をウェブホストに関連付けられた数字の識別子（IP アドレス）に

変換します。 このような変換を「名前解決」と呼びます。 

DNS 名前解決 

DNS のベースになるのは、「ドメイン名前空間」という階層状のツリー構造です。 こ
のグローバルな名前空間にはすべての可能なドメイン名が含まれ、「ドメインゾーン」

という論理的な部分に分割されます（下図参照）。 ドメインゾーンは名前空間の一部

分であり、特定のドメインのアドレスが含まれます。 アドレスは、当該ゾーンに対し

て権限を持つ別のネームサーバ上のファイルに保存されます。 たとえば、ブラウザが

「www.example.com」へのアクセスを試行すると、「example.com」ゾーンに対し

て権限を持つサーバからサイトの IP アドレスを受け取ります。 DNS の機能について

詳しくは、該当するドキュメント（Microsoft TechNet の
http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc958978.aspxなど）を参照してください。 
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ドメインを購入すると、レジストラから、このドメインとサブドメインに対応する DNS
ゾーンへのアクセスが付与されます。 レジストラにゾーンの管理を許可することも、

ゾーンの管理を Panel に移管することもできます。 大半の Panel ユーザは、ゾーン管

理を Panel に移管することにより、Panel ホスティングアカウントからのゾーンの直接

管理やその他のメリットを活用しています。 Panel にゾーンの管理を移管する方法に

ついて詳しくは、「プライマリ DNS サーバとして Panel を使用する」のセクション（7717
ページ）を参照してください。 

ゾーンに対する権限を持たせたいDNSサーバが他に存在する場合、上級ユーザはPanel
をセカンダリ DNS サーバとしてセットアップすることができます。 この場合、Panel
にはゾーンのコピーのみが保存され、コントロールパネルからゾーンを管理することは

できません。 Panel DNS サーバは、プライマリネームサーバにアクセスできなくなっ

た場合やプライマリネームサーバが停止した場合にのみ使用されます。 Panel をセカ

ンダリ DNS サーバとして使用する方法について詳しくは、「セカンダリ DNS サーバと

して Panel を使用する」のセクション（8217ページ）を参照してください。 

Panel を DNS サーバとして使用しない場合、ゾーン管理に関するすべての作業はレジ

ストラのサイトで行う必要があります。 一部のレジストラは、リモート DNS ゾーン管

理をサポートしています。 ホスティングプロバイダがこの機能を使用している場合も、

権限を持つネームサーバを問わず、DNS ゾーンを Panel で変更することが可能です。 
Panel DNS サーバを無効化し、ゾーンをリモート管理する方法について詳しくは、

「Panel におけるレジストラの DNS 設定」のセクション（8317ページ）を参照してくだ

さい。 
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プライマリ DNS サーバとして Panel を使用する 

Panel はそれぞれの新しいドメイン名に対し、サービスプロバイダが構成された設定に

従って DNS ゾーンを自動作成します。自動構成で問題ないはずですが、ドメイン名ゾ

ーンにカスタム変更を施す必要がある場合は、Parallels Panel を使用して実行可能です。 

 ドメインの DNS ゾーンのリソースレコードを表示するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

画面に、該当ドメインのリソースレコードがすべて表示されます。 

 ゾーンに新しいリソースレコードを追加するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［レコードを追加する］をクリックします。 

4. リソースレコードのタイプを選択し、適切なデータを指定します。 

 【NS レコード】（ドメインの DNS ゾーンを決めるネームサーバのドメイン名

を指定するレコード）の場合：ドメイン名（またはサブドメイン）を指定して、

該当するネームサーバのドメイン名を入力する必要があります。メインドメイン

の NS レコードを定義する場合は、ドメイン名フィールドを空欄にしてください。

サブドメイン用のネームサーバを定義する場合は、ドメイン名の入力フィールド

にサブドメイン名を入力してください。次に、ネームサーバの入力フィールドに

ネームサーバのドメイン名を入力します（例：ns1.mynameserver.com）。 

 【A および AAAA レコード】（IP アドレスとドメイン名を関連付けるレコード）

の場合：ドメイン名と IP アドレスを指定する必要があります。メインドメイン

のレコードを定義する場合は、ドメイン名の入力フィールドを空欄にしてくださ

い。ネームサーバのレコードを定義する場合は、ドメイン名のフィールドに

「ns1」または「ns2」と入力します。次に、ドメイン名を関連付ける IP アドレ

スを入力します。 

 【CNAME レコード】（ドメインネームシステムでメインのドメインアドレスに

関連付けるサブドメイン（または www など、サブドメインに似たドメインエイ

リアスを指定するレコード）の場合：サブドメイン名または www エイリアスを

入力してから、メインドメイン名を入力します。 
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 【MX レコード】（該当ドメインで推奨されるメールサーバのホスト名を指定す

るレコード）の場合：メールドメイン（またはサブドメイン）、メールを受信す

るメールエクスチェンジサーバのドメイン名、およびサーバの優先度を指定する

必要があります。メインドメインに MX レコードを設定する場合は、入力フィー

ルドを空欄にしてください。次に、メールサーバのドメイン名を入力します。

「mail.myhostname.com」という名前のリモートメールサーバを実行している場

合は、［メールエクスチェンジサーバ］フィールドに「mail.myhostname.com」

と入力します。続いて、優先度を指定します。優先度は「0」が最高で「50」が

最低となります。 

 【PTR レコード】（リバース DNS ルックアップ（IP アドレスをドメイン名に変

換）に必要なレコード）の場合：IP アドレス/マスクを入力してから、この IP ア

ドレスを変換する際のドメイン名を入力します。 

 【TXT レコード】（人間が判読できるテキストの入力に使用するレコード）の

場合：任意のテキスト文字列または SPF レコードを入力することができます。 

 【SRV レコード】メール以外のサービスのロケーション指定に使用するレコー

ドの場合：サービス名、プロトコル名、ポート番号、およびターゲットホストを

入力する必要があります。サーバおよびプロトコル名の先頭はアンダースコア

（_）にします。ターゲットホストの優先度も指定できます。優先度が同じフィ

ールドは、重み付けすることができます。 

   4. ［OK］をクリックして［アップデート］をクリックします。 

 リソースレコードのプロパティを変更するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［ホスト］列で、変更したいリソースレコードに対応するハイパーリン

クをクリックします。 

4. レコードを変更して［OK］をクリックし、［アップデート］をクリック

します。 

上記で説明したリソースレコードに加えて、SOA（Start of Authority）レコードもあり

ます。このレコードは、この DNS ネームサーバがドメインの DNS ゾーン用であるこ

とを表します。また、ドメインネームシステム内の DNS ゾーンに関する情報の伝搬に

影響を与える設定も含まれています。 

 ドメインの SOA レコード内のエントリを変更するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［SOAレコード］をクリックします。 
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4. 必要な値を指定します。 

 更新間隔：セカンダリネームサーバが、プライマリネームサーバに対して、ドメ

インのゾーンファイルが変更されていないかを確認する間隔です。Panel でのデ

フォルト値は 3 時間です。 

 再試行間隔：セカンダリサーバが、失敗したゾーン転送を再試行するまで待機す

る時間です。一般に、この時間は更新間隔より短くします。Panel でのデフォル

ト値は 1 時間です。 

 失効間隔：更新期間中にゾーンが変更または更新されなかった場合に、セカンダ

リサーバが問い合わせに応答しなくなるまでの時間です。Panel でのデフォルト

値は 1 週間です。 

 最小 TTL：セカンダリサーバがマイナスの応答をキャッシュするまでの時間です。

Panel でのデフォルト値は 3 時間です。 

 デフォルト TTL：他の DNS サーバがレコードをキャッシュに保存するまでの時

間です。Panel でのデフォルト値は 1 日です。 

5. ［OK］をクリックして［アップデート］をクリックします。 

一部のハイレベル DNS ゾーン（大部分はヨーロッパ）に登録された多くのドメインで

は、IETF と RIPE の推奨するシリアル番号フォーマットを使用することが義務付けら

れています。これらのゾーンに登録されているドメインを使用しており、レジストラに

SOA シリアル番号を拒否された場合は、IETF と RIPE が推奨するシリアル番号フォー

マットを使用すれば問題が解決します。 

Panel が管理するサーバは、UNIX タイムスタンプ構文を使用して DNS ゾーンを構成し

ます。UNIX タイムスタンプとは、1970 年 1 月 1 日（Unix Epoch）を起点にした秒数

です。この 32 ビットのタイムスタンプは、2038 年 6 月 8 日にオーバーフローしてしま

います。 

RIPE では、YYYYMMDDNN フォーマットの使用を推奨しています。YYYY は年（4 桁）、

MM は月（2 桁）、DD は日（2 桁）、NN は同じ日付に作成されたバージョンです（2
桁）。YYYYMMDDNN フォーマットは 4294 年までオーバーフローしません。 

 ドメインの SOA シリアル番号フォーマットを YYYYMMDDNN フォ
ーマットに変更するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［SOAレコード］をクリックします。 

4. ［IETFとRIPEが推奨するシリアル番号フォーマットを利用する］チェックボ

ックスをオンにします。 
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注： 選択したフォーマットで生成した SOA シリアル番号のサンプルを参照してく

ださい。生成した番号が現在のゾーン番号よりも小さい場合、変更によってこのド

メイン用の DNS が一時的に誤動作する場合があります。ゾーンの更新は、しばらく

の間インターネットユーザに表示されない可能性があります。 

5. ［OK］をクリックして［アップデート］をクリックします。 

 ゾーンからリソースレコードを削除するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. 削除するレコードのチェックボックスをオンにします。 

4. ［削除］をクリックします。 

5. 削除を確認して［OK］をクリックして、［アップデート］をクリックし

ます。 

 サーバで使用されているデフォルト DNSテンプレート設定に従っ
て元のゾーン構成に復元するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［デフォルトに復元する］をクリックします。 

4. ［IPアドレス］メニューで、ゾーンの復元に使用するIPアドレスを選択し

ます。 

5. ドメインにwwwエイリアスが必要かどうかを指定します。 

6. ［DNSゾーンの復元を確認する］チェックボックスをオンにして、［OK］
をクリックします。 

 ドメインの SOA シリアル番号フォーマットをデフォルト（UNIX タ
イムスタンプ）に戻すには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［SOAレコード］をクリックします。 
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4. ［IETFとRIPEが推奨するシリアル番号フォーマットを利用する］チェッ

クボックスをオフにします。 

注： 選択したフォーマットで生成した SOA シリアル番号のサンプルを参照してく

ださい。生成した番号が現在のゾーン番号よりも小さい場合、変更によってこのド

メイン用の DNS が一時的に誤動作する場合があります。ゾーンの更新は、しばらく

の間インターネットユーザに表示されない可能性があります。 

5. ［OK］をクリックして［アップデート］をクリックします。 

デフォルトでは、DNS ゾーン転送が許可されるのは、各ゾーンに含まれる NS レコー

ドで指定されているネームサーバのみです。Windows ベースのホスティングアカウン

トを使用している場合、ゾーン転送の設定を変更できます。 

 ドメイン名レジストラから、すべてのゾーンへの転送を許可する
よう求められている場合は、以下を実行してください。 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［ゾーン転送］をクリックします。すべてのゾーンへのDNSゾーン転送

が許可されているホストがすべて表示されます。 

4. レジストラのIPアドレスまたはネットワークアドレスを指定して、［ネ

ットワーク追加］をクリックします。 
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セカンダリ DNS サーバとして Panel を使用する 

ホスティングアカウントでウェブサイトをホスティングしており、このサイトのプライ

マリ（マスタ）ネームサーバとして機能するスタンドアロン DNS サーバが存在する場

合は、セカンダリ（スレーブ）ネームサーバとして機能するように Panel の DNS サー

バをセットアップすることができます。 

 Panel の DNS サーバをセカンダリネームサーバとして機能させる
には： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［DNSサービスモードを切り替える］をクリックします。 

4. ［レコードを追加する］をクリックします。 

5. プライマリ（マスター）DNSサーバのIPアドレスを指定します。 

6. ［OK］をクリックして［アップデート］をクリックします。 

7. サーバ上でセカンダリネームサーバを持つ必要があるウェブサイトごと

に、ステップ2～6を繰り返します。 

 Panel の DNS サーバをプライマリバックとして機能させるには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［DNSサービスモードを切り替える］をクリックします。 

そのゾーンの元のリソースレコードが復元されます。 
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Panel におけるレジストラの DNS 設定 

一部のウェブサイトを管理する外部プライマリネームサーバとセカンダリネームサー

バがある場合、これらの各サイトに対して Panel の DNS サービスをオフに切り替えて

ください。 

 外部ネームサーバで管理しているサイトに対して Panel の DNS サ
ービスをオフに切り替えるには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［DNSサービスを無効にする］をクリックします。 

ゾーンの DNS サービスを無効にすると、画面が更新され、ネームサーバのリストだ

けが表示されます。リストに含まれるネームサーバのレコードは、システムに影響

を与えません。これらのレコードはクリッカブルリンクとして画面に表示され、リ

ンクをクリックすると、権限を持つ外部のネームサーバで管理されているゾーンの

構成を確認することができます。 

4. 権限のあるネームサーバで管理されているゾーンの構成を確認するに

は： 

a. ゾーンに対して権限のある該当ネームサーバのエントリをリス

トに追加します。［レコードの追加］をクリックし、ネームサー

バを指定して［OK］をクリックし、［アップデート］をクリック

します。 

b. テストするネームサーバごとに、これを繰り返します。レコー

ドがリストに表示されます。 

c. 作成したレコードをクリックします。 

Panel は、リモートネームサーバからゾーンファイルを取得し、リソースレコードをチ

ェックして、ドメインのリソースが正しく解決されていることを確認します。結果が解

釈され、画面に表示されます。 

コントロールパネルが課金システムと統合されている場合、ドメインに対する以下の操

作をパネルから実行できます。 

 レジストラのサイトでドメイン管理パネルにアクセスするためのパスワードを設定

する 

 他のプロバイダへの移管のためにドメインをロック/ロック解除する 

 ドメイン登録者やその他の連絡先情報を変更する 

 ドメインレジストラが管理しているドメインゾーンの DNS 設定を変更する 

 ドメイン名登録事業者でのドメインアカウントの自動更新を構成する 
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 レジストラのサイトでドメイン管理コントロールパネルにアクセ
スするための新しいパスワードを設定するには： 

1. [アカウント]タブに進みます。 

2. 設定を変更するドメイン名の横にある［ドメイン情報を表示する］リンク

をクリックします。 

3. ［ドメインパスワードを変更する］をクリックします。 

4. 新しいパスワードを入力し［OK］をクリックします。 

 他のプロバイダへの移管のためにドメイン名をロック/ロック解
除するには： 

1. [アカウント]タブに進みます。 

2. 設定を変更するドメイン名の横にある［ドメイン情報を表示する］リンク

をクリックします。 

3. ［レジストラのロック設定を変更する］をクリックします。 

4. ドメイン名転送を許可するには、［ロック］チェックボックスをクリア

して、［OK］をクリックします。 

 ドメイン所有者の連絡先情報、技術情報、管理情報、課金情報な
どを変更するには： 

1. [アカウント]タブに進みます。 

2. 設定を変更するドメイン名の横にある［ドメイン情報を表示する］リンク

をクリックします。 

3. ［連絡先情報を編集する］をクリックします。 

4. 必要な変更を加えて［OK］をクリックします。 

 ドメインの DNS 設定を変更するには： 

1. [アカウント]タブに進みます。 

2. 設定を変更するドメイン名の横にある［ドメイン情報を表示する］リンク

をクリックします。 

3. ［DNS設定を編集する］をクリックします。 

4. ウェブサイトのDNSゾーンを管理するドメインネームサーバと、ウェ

ブサイトをホスティングしているサーバのIPアドレスを指定します。 
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5. ウェブサイトのDNSゾーンがドメインレジストラによって管理されて

いる場合、貴社のウェブサイトのサービスにインターネット経由でアク

セスする方法に影響を与えるその他のリソースレコードを指定すること

もできます。 

6. ［OK］をクリックすると変更が保存されます。 

 ドメイン名の自動更新を構成するには： 

1. [アカウント]タブに進みます。 

2. 設定を変更するドメイン名の横にある［ドメイン情報を表示する］リンク

をクリックします。 

3. ［ドメイン登録の自動更新を許可する］をクリックします。 

4. ドメイン登録の自動更新を許可するには、［自動更新をオンにする］チェ

ックボックスをオンにして、［OK］をクリックします。  
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ホスティング設定を変更する 

Panel では、以下のような各種ホスティング設定を管理することができます。 

 基本設定： ドメイン名やホスティングタイプなど。 

 セキュリティ設定： サイト接続のセキュリティを SSL 証明書で強化するには、ま

ず SSL サポートを有効化する必要があります。 

 スクリプト設定： サイトでサポートするスクリプト言語を指定することができます。 
詳しくは、「ウェブスクリプト設定」のセクション（8917ページ）を参照してくだ

さい。 さらに、Panel は、サイト単位（サブドメイン単位）で PHP 言語のカスタ

ム構成をサポートします。 調整可能な PHP 設定について詳しくは、「PHP 設定」

のセクション（8917ページ）を参照してください。 

 ホスティング設定を確認したり、サイトでサポートするホスティ
ング機能やスクリプト言語を選択するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースにアクセスできる場合、画面上部にある

［契約］メニューで、ウェブサイトがホスティングされているウェブス

ペースを選択してください。     

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. 画面の下部にあるウェブサイトのリストで、ウェブサイトのアドレスを

クリックします。 

4. 次のホスティング設定とオプションをレビューまたは変更します。 

 ホスティングタイプ： デフォルトで選択されているホスティング構成のタイプ

は、ウェブサイトホスティングです。つまり、ウェブサイトはこのサーバでホス

ティングされます。 また、訪問者を他のウェブサイトにリダイレクトすること

もできます（別名「ウェブ転送」）。メールボックスとメーリングリストのみを

このドメインでホスティングする必要がある場合は、ウェブホスティングサービ

スをオフにしてください。あるいは、ウェブサイトのドメイン名の下でホスティ

ングされているウェブサイトとすべてのメールボックスおよびメーリングリス

トを一時停止することもできます。 

 訪問者を他のサイトにリダイレクトするには、［変更］リンクをクリックし、

［転送］オプションを選択して転送先のアドレスを入力し、転送方法を選択

して［OK］をクリックします。 

 ウェブサービスをオフにして、ドメイン下のメールサービスのみを使用する

には、［変更］リンクをクリックし、［ウェブホスティングなし］オプショ

ンを選択して、［OK］をクリックします。 
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 ウェブサイトとそれに関連付けられたすべてのサービス（メールを含む）を

一時停止するには、［一時停止］リンクをクリックします。 このドメインま

たはウェブサイトをオンラインに戻す必要がある場合、［ウェブサイトとド

メイン］タブでドメイン名を選択し、［有効化］リンクをクリックします。    

 ドキュメントルート： サイトのすべてのファイルとサブディレクトリを格納し

ているディレクトリの場所です。 デフォルトディレクトリの「httpdocs」を使

用することも、他のディレクトリを指定することもできます。  

 SSL サポートを有効にする： 一般に、SSL 暗号化は、専用 IP アドレスで機能す

る e-コマースウェブサイトでのオンライントランザクション中に機密データの

転送を保護するために使用します。 暗号化プロセスで使用されるSSL証明書は、

通常、単一 IP アドレスの単一ドメイン名に適用されます。そのため、SSL によ

る保護が必要なサイトは、専用 IP アドレス上でホスティングする必要がありま

す。 例外はサブドメインであり、ワイルドカード証明書で保護することができ

ます。 ドメイン名の異なる複数のウェブサイトを単一の IP アドレス上でホステ

ィングするウェブサーバに SSL 証明書をインストールすることは技術的には可

能ですが、この方法はお勧めしません。 暗号化は行われますが、ユーザがセキ

ュアサイトに接続しようとすると警告メッセージが表示されます。 ウェブサイ

トの SSL 暗号化を許可するには、［SSL サポートを有効にする］チェックボッ

クスをオンにしてください。 

 スクリプト言語： ウェブサーバでサポートしたいプログラミング言語およびス

クリプト言語を、Active Server Pages（ASP）、Server Side Includes（SSI）、

PHP hypertext preprocessor（PHP）、Common Gateway Interface（CGI）、Fast 
Common Gateway Interface（FastCGI）、Perl、Python から指定します。 デフ

ォルトでは、PHP はセーフモードで動作するように構成されています。これは、

機能的な制限を加えてホスティングセキュリティを強化するためです。 PHP セ

ーフモードについて詳しくは、http://php.net/features.safe-mode を参照してく

ださい。 

 Microsoft FrontPage 設定： Microsoft FrontPage は一般的なウェブサイト開発ツー

ルです。 ユーザが Microsoft FrontPage でコンテンツを作成および公開できるよ

うにするためには、［Microsoft FrontPage サポート］、［Microsoft FrontPage over SSL
サポート］、および［リモート FrontPage オーサリング許可］オプションを選択

します。 

 ウェブ統計： ウェブサイト訪問者に関するグラフィカルレポートとチャートを

表示するために使用するウェブ統計ソフトウェアを選択します。 また、パスワ

ード保護されたディレクトリであるhttp://your-website/plesk-stat/webstat にア

クセスして統計レポートを利用できるようにするためには、対応するチェックボ

ックスをオンにしてください。  

 カスタムエラードキュメント： サイトの訪問者が要求したページが見つからな

い場合、ウェブサーバはエラーメッセージを示す標準 HTML ページを生成して

表示します。 独自のエラーページを作成してウェブサーバでそのページを使用

するには、［カスタムエラードキュメント］チェックボックスをオンにします。 
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 追加の書込/編集パーミッション（Windows ホスティングのみ）： このオプショ

ンは、httpdocs ディレクトリの root にあるファイルベースのデータベース（Jet
など）をサイトのウェブアプリケーションで使用する場合に必要です。 このオ

プションを選択すると、ウェブサイトのセキュリティが著しく低下する恐れがあ

ります。 

5. ホスティング設定の表示または変更の完了後、［OK］をクリックしま

す。 
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ウェブスクリプト設定 
契約内の各ウェブサイトに対して、ウェブサーバでサポートしたいプログラミング言

語およびスクリプト言語を、Active Server Pages（ASP）、Server Side Includes（SSI）、
PHP hypertext preprocessor（PHP）、Common Gateway Interface（CGI）、Fast 
Common Gateway Interface（FastCGI）、Perl、Python から指定します。 Panel 10.4
以降、契約内の各ウェブサイト（またはサブドメイン）の PHP 設定を個別に構成する

ことが可能になりました。 この機能は、適切なパーミッションが契約に付与されてい

る場合のみ使用できます。 PHP のカスタム構成について詳しくは、「PHP 設定」のセ

クション（8917ページ）を参照してください。 

PHP 設定 

PHP とは、動的なウェブページの作成でよく用いられるスクリプト言語です。最新の

ウェブサイトやウェブアプリケーションの多くは、PHP スクリプトをベースにしてい

ます。従って、サイト管理者は PHP スクリプトの実行を制御する方法を理解しておく

必要があります。一般に、PHP の動作は多数の構成設定で定義します。これらの設定

により、パフォーマンス（たとえばスクリプトで使用できるメモリ量）やセキュリティ

（たとえばファイルシステムとサービスへのアクセス）などに関する様々なスクリプト

実行の仕様が決まります。サイト管理者はこれらの設定を様々な理由で調整することが

できます。 

 スクリプトの誤記述によるメモリリークやサーバハングアップを防ぐため。 

 悪意あるスクリプトからデータを保護するため。 

 特定のウェブアプリケーションの要件を満たすため。 

 自社開発のスクリプトなどをテストするため。 

一般に、PHP 設定はプロバイダのポリシーによって規定されます。Panel 10.4 より、

個々のウェブサイトまたは契約の PHP 設定をコントロールパネルで個別にカスタマイ

ズする機能が提供されています。この機能を使用すれば、プロバイダによる PHP 構成

はプロバイダの顧客のホスティングアカウントのプリセットとなり、顧客はいつでもこ

れを上書きすることができます。顧客のホスティングプランには、この機能を実行する

ために必要なパーミッションが付与されている必要があります。このセクションでは次

に、ウェブサイト別のカスタム PHP 構成をセットアップする方法を説明します。 

注：ウェブサイトのカスタム PHP 構成は、このサイトのすべてのサブドメインに対し

てプリセットとして機能します。ウェブサイトの場合と同様に、サブドメインについて

も個別の PHP 構成をさらに構成することができます。 

基本の PHP 設定 

ウェブサイトのカスタム PHP 構成に進む前に、［ウェブサイトとドメイン］でリスト

からサイトを選び、PHP がサポートされており以下のいずれかの事前定義されたモー

ドで機能することを確認してください。 
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 ISAPI（Windows のみ）：このモードでは、サーバリソースの消費が抑えられますが、

ウェブサイトは専用の IIS アプリケーションプール上で稼働している場合に限って

隔離されます。 

 Apache モジュール（Unix のみ）：このモードでは、サーバリソースの消費が抑えら

れますが、セキュリティは最も低くなります。PHP セーフモードをオンにした場合

に限り、サイトが隔離されます。 

 FastCGI アプリケーション：このモードは CGI より高速ですが、メモリ消費が増え

ます。サイト隔離が可能です。 

 CGI アプリケーション：このモードでは、処理速度が最も遅くなりますが、メモリ

の消費を最も低く抑えることができます。 

注： PHP を Apache モジュールから FastCGI アプリケーションに切り替えると、既存の

PHP スクリプトが正しく機能しなくなる可能性があります。 

Windows ホスティングを使用する場合、追加で PHP バージョンを選択することができ

ます。古い PHP アプリケーションのホスティングに PHP 4.x が必要な場合を除き、必

ず PHP 5.x を使用してください。 

ウェブサイト用の PHP 構成をカスタマイズする 

カスタマイズ可能なすべての PHP 設定は、ウェブサイトの［PHP 設定］タブにありま

す。便宜上、すべての PHP 設定は以下の 2 つのグループに分類されています。 

 パフォーマンス設定： 
これらの設定は、スクリプトがシステムリソースをどのように処理するかを定義し

ます。例えば、memory_limit パラメータを使用してスクリプト用のメモリ量を制

限し、メモリリークを防ぐことができます。あるいは、スクリプトによるサーバの

拘束を防止するために、max_execution_time を使用してスクリプトの実行が許

可される最長時間を制限することができます。 

 共通設定： 
このグループには、他の一般的な PHP 設定が含まれます。主な設定に、セキュリテ

ィ設定（例：PHP セーフモードのオン/オフ切り替え、グローバル変数の登録パーミ

ッション）、エラー報告設定（例：エラーログディレクティブ）などがあります。 

注：PHP パフォーマンスと共通設定をカスタマイズできる範囲は、ホスティングプラ

ンの 2 つの別パーミッションによって制御されます。たとえば、共通 PHP 設定を管理

するパーミッションがない場合、これらの設定は読取専用モードで顧客に表示されます。 

PHP 設定の各パラメータの値を設定するには、プリセットから値を選択するか、カスタ

ムの値を入力するか、あるいはデフォルト値を使用します。デフォルト値を使用する場

合、プロバイダが定義した値が Panel で使用されます。特定の PHP 設定に関する情報

は、該当するドキュメントを参照してください（例：http://php.net/manual/en/ini.list.php）。 

パフォーマンス設定または共通特定で、特定のパラメータが見つからない場合は、ホス

ティングプロバイダにお問い合わせください。   
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ASP.NET 設定（Windows ホスティング） 

 サイトの用の ASP.NET 設定を構成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ASP.NET設定］に進みます。 

3. データベースを使用するASP.NETアプリケーションのデータベース接

続データを決める文字列をセットアップします。このオプションは

ASP.NET 2.0.xでのみ有効です。 

ASP.NET 構成画面に初めてアクセスすると、共通の構造を持つ接続パラメータ

のサンプルが表示されます。サンプルを削除し、独自の文字列に変更することが

できます。 

 文字列を追加するには、［名前］および［接続パラメータ］入力フィールドに必

要なデータを入力し、横にある  をクリックします。 

 文字列を削除するには、横にある  をクリックします。 

4. ［カスタムエラー設定］フィールドで、ASP.NETアプリケーションが返

すカスタムエラーメッセージをセットアップします。 

 カスタムエラーメッセージモードを設定するには［カスタムエラーモード］メニ

ューで適切なオプションを選択します。 

 オン：カスタムエラーメッセージが有効になります。 

 オフ：カスタムエラーメッセージが無効になり、エラーの詳細が表示されま

す。 

 リモートのみ：カスタムエラーメッセージはリモートクライアントに対して

のみ表示され、ローカルホストユーザにはASP.NETエラーが表示されます。 

 新規カスタムエラーメッセージ（※［オフ］モードを選択していなければ適用さ

れます）を追加するには、［ステータスコード］および［リダイレクト URL］フ

ィールドに値を入力して  をクリックします。 

 ステータスコード：エラーページにリダイレクトされる HTTP ステータスコ

ードを定義します。 

 リダイレクト URL：エラーに関する情報をクライアントに提供するエラーペ

ージのアドレスを定義します。 

競合を避けるため、既存のエラーコードで新規カスタムエラーメッセージを追加

することはできませんが、既存のコードに対して URL を再定義することはでき

ます。 
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 リストからカスタムエラーメッセージを削除するには、横にある  をクリック

します。 

5. ［コンパイルおよびデバッグ］フィールドで、コンパイル設定を構成しま

す。 

 動的コンパイルファイルのデフォルトとして使用するプログラミング言語を決

定するには、［ウェブページのデフォルト言語］リストからエントリを選択しま

す。 

 リテールバイナリのコンパイルを有効にするには、［デバッグの有効化］チェッ

クボックスをクリアしておきます。 

 デバッグバイナリのコンパイルを有効にするには、［デバッグの有効化］チェッ

クボックスをオンにします。この場合、ソースコードの一部にエラーがあると、

診断ページメッセージに表示されます。 

注： アプリケーションをデバッグモードで実行すると、メモリやパフォーマンスの

オーバーヘッドが発生します。デバッグは、アプリケーションのテスト時に使用し

て、本稼働段階では無効にすることをお勧めします。 

6. ［グローバリゼーション設定］セクションで、ASP.NETアプリケーション

のエンコーディング設定を構成します。 

 すべての受信リクエストに適用するエンコーディングを設定するには、［リクエ

ストのエンコーディング］フィールドにエンコーディングの値を入力します（デ

フォルトは「utf-8」です）。 

 すべてのレスポンスに適用するエンコーディングを設定するには、エンコーディ

ング値を［レスポンスのエンコーディング］フィールドに入力します（デフォル

トは「utf-8」です）。 

 .aspx、.asmx、.asax ファイルの解析にデフォルトで使用するエンコーディ

ングを設定するには、エンコーディング値を［ファイルのエンコーディング］フ

ィールドに入力します（デフォルトは「Windows-1252」です）。 

 受信するウェブリクエストに対してデフォルトで使用するカルチャーを設定す

るには、［カルチャー］リストから適切なアイテムを選択します。 

 ロケールに依存するリソースの検索時にデフォルトで使用するカルチャーを設

定するには、［UI カルチャー］リストで適切なアイテムを選択します。 

7. ASP.NETアプリケーションのCAS（コードアクセスセキュリティ）信用

レベルを［コードアクセスセキュリティ］フィールドに設定します。 

CAS 信用レベルとは、アプリケーションの実行を割り当てるセキュリティゾーンで

あり、アプリケーションがアクセスできるサーバリソースを定義します。 

重要： アセンブリに割り当てられた信用レベルが低すぎると、アセンブリは正しく

機能しません。パーミッションレベルの詳細については  
http://msdn.microsoft.com/library/jp-jp/dnnetsec/html/THCMCh09.asp?frame=true#c
09618429_010 を参照してください。 
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8. ［スクリプトライブラリ設定］フィールドで補助スクリプトの使用を有効

にします。ウェブサイトで検証ウェブコントロールを使用している場合

は、スクリプトライブラリ設定を指定する必要があります。このオプシ

ョンはASP.NET 1.1.xでのみ有効です。 

 補助スクリプト（具体的には、入力データ検証用オブジェクトを実行するスクリ

プト）を使用する必要がある場合は、.NET フレームワークスクリプトライブラ

リの設定を指定してください。これを行うには、［Microsoft スクリプトライブラ

リへのパス］フィールドに、スラッシュに続けてドメインのルートディレクトリ

から始まるパスを入力するか、［Microsoft スクリプトライブラリへのパス］フィ

ールドの横にあるフォルダアイコンをクリックして必要なロケーションを選択

します。 

 スクリプトを含むファイルを特定のロケーションへ自動インストールするには、

［インストール］チェックボックスをオンにします。既存のファイルは上書きさ

れます。 

9. クライアントセッションパラメータを［セッション設定］フィールドに設

定します。 

 アプリケーションのデフォルト認証モードをセットアップするには、［認証モー

ド］リストで適切なアイテムを選択します。IIS 認証を使用している場合は、

Windows 認証モードを選択してください。 

 セッションがアイドル状態のままでいられる時間をセットアップするには、［セ

ッションタイムアウト］ボックスに分単位で時間を入力します。 

10. ［OK］をクリックすると、変更した内容がすべて適用されます。 
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ウェブサイトを一時停止または起動す

る 

ウェブサイトを一時停止すると、このサイトはインターネット経由でアクセスできなく

なり、サイトのドメイン名を使用するメールアドレスは機能が停止します。 

 ウェブサイトを一時停止するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部に

ある［契約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. 一時停止するサイトのドメイン名をクリックします。 

4. ［ホスティングタイプ］フィールドの横にある［停止する］リンクをクリ

ックします。 

 ウェブサイトを起動するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部に

ある［契約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. 起動するサイトのドメイン名をクリックします。 

4. ［ホスティングタイプ］フィールドの横にある［起動する］リンクをクリ

ックします。 

 
 



 

 ウェブサイトとドメイン 95 
 

ウェブサイトをメンテナンスのために一時停止

する 
サイトメンテナンスモードに切り替えると、サイトをメンテナンス用にシャットダウン

し、一時的に閲覧できないことを訪問者に知らせて後で再アクセスするよう呼びかける

ことができます。サイトをメンテナンスモードにすると、ウェブサイトの訪問者に実際

のサイトページではなく「503 Service Unavailable」エラーページが表示されます。 

ウェブサーバのエラー文書（「カスタムエラーページ」オプション）をカスタマイズす

るオプションがホスティングプランに含まれている場合、ファイルマネージャを使用し

てエラーメージを開いてカスタマイズすることができます。「Service Temporarily 
Unavailable」メッセージの代わりに、「このサイトは現在メンテナンス中です。まも

なく復旧いたしますのでお待ちください」といった独自のメッセージを記述することが

できます。 

メンテナンス作業の終了後、サイトのメンテナンスモードをオフにして、訪問者がアク

セスできるようにしてください。 

 ウェブサイトのメンテナンスモードをオンにするには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブに進みます。 

2. ［ウェブサイトのメンテナンスモード］（［高度なオペレーション］グルー

プ内）をクリックします。 

3. 複数のウェブサイトがある場合、一時的に停止するサイトを特定し、

［管理］リンクをクリックします。 

4. ［ウェブサイトのメンテナンスモードに切り替える］チェックボックスを

オンにします。 

5. ［OK］をクリックします。 

カスタムエラードキュメントオプションがサイトに対してオンになっている場合、

「503 Service Temporarily Unavailable」ドキュメントを編集して、独自のテキストを

追加できます。エラーページのカスタマイズ方法について詳しくは、「カスタムエラー

ページをセットアップする」のセクション（12717ページ）を参照してください。 

 メンテナンスモードをオフにしてサイトをオンラインに戻すに
は： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブに進みます。 

2. ウェブサイトのリストで、オンラインに戻すウェブサイトを探します。

このサイトのステータスインジケータは「メンテナンスのためにオフにな

っています」です。 



 

96 ウェブサイトとドメイン 

 

3. ［変更］リンクをクリックします。 

4. ［ウェブサイトのメンテナンスモードに切り替える］チェックボックスを

クリアします。 

5. ［OK］をクリックします。 

 
 

ウェブサイトコンテンツを管理する 

ホスティングプランに Web Presence Builder を使用するウェブサイト作成および管理

サービスが含まれている場合は、Web Presence Builder でウェブサイトを作成および

管理することができます。 あるいは、家や会社のコンピュータでサイトコンテンツ（サ

イトを構成するウェブページ、スクリプト、およびグラフィックファイル）を作成して

から、次のいずれかの方法でコンテンツをサーバに公開することができます。 

 FTP 接続を経由（最も一般的で簡単な方法）。 

 コントロールパネルのファイルマネージャを経由。 

 セキュアシェル接続を経由（Linux および FreeBSD オペレーティングシステムのユ

ーザのみ）。 

 Adobe Dreamweaver または Microsoft FrontPage ソフトウェア経由（Microsoft 
Windows オペレーティングシステムのユーザのみ）。 
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Web Presence Builderでウェブサイトを作成する 
ホスティングサービスでオプションとして提供されていれば、Web Presence Builder
を使用してウェブサイトを作成し、公開することができます。 

Web Presence Builder で公開されたサイトがホスティングサービスに含まれていない

場合や、サイト公開数の上限に到達した場合でも、Web Presence Builder でウェブサ

イトを新規作成できます。 このとき、Web Presence Builder のウェブサイト編集オプ

ションをすべて使用できます。 このウェブサイトを公開するためには、ホスティング

プランをアップグレードする必要があります。 

Web Presence Builder は、HTML マークアップやグラフィックデザインのスキルがない

ユーザでもプロフェッショナルなサイトを作成できる便利なツールです。 適切なペー

ジデザインとコンテンツテンプレートを選択し、ページにテキストを追加し、サイトを

公開するだけです。 

 Web Presence Builder を使用してウェブサイトの作成を開始するに
は： 

1. ［ホーム］タブまたは［ウェブサイトとドメイン］タブに進み、［Web 
Presence Builderを起動する］をクリックします。 

構成されているドメイン名を 1 つだけの場合、Web Presence Builder は新しいウィ

ンドウまたはタブで開きます。 

2. 複数のドメイン名またはサブドメインがある場合、該当する［Web 
Presence Builderで編集する］リンクをクリックしてください。 新しいブラ

ウザウィンドウまたはタブにWeb Presence Builderウィザードが開きま

す。 
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FTP経由でコンテンツをアップロードする 

 FTP 経由でウェブサイトを公開するには： 

1. 自分のFTPアカウントのユーザ名とパスワードを使用して、FTPクライ

アントプログラムでサーバのウェブスペースに接続します。 

Panel でユーザ名とパスワードを変更するには、［ウェブサイトとドメイン］タブ

で［ウェブホスティング設定］を選択します。 

FTP アドレスは ftp://your-domain-name.com という形式（your-domain-name.com
はサイトのインターネットアドレス）にします。 

ファイアウォールを使用している場合は、パッシブモードを有効にします。 

2. サイトのファイルとディレクトリをhttpdocsディレクトリにアップロ

ードします。 CGIスクリプトを使用する場合、cgi-binディレクトリ

にスクリプトを置きます。 

3. FTPセッションを終了します。 

また、ウェブサイトコンテンツに関して他のユーザとコラボレーションする必要がある

場合は、追加の FTP アカウントをセットアップすることもできます。 詳しくは、「FTP
アカウントを追加する」のセクションを参照してください。 
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ファイルマネージャを使用する 

 Panel のファイルマネージャ経由でファイルをアップロードする
には： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部に

ある［契約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。    

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［ファイルマネージャ］をクリックします。 

4. ファイルまたはディレクトリを作成し、アップロードします。 

サイトのファイルとディレクトリを httpdocs ディレクトリに置きます。 CGI ス
クリプトを使用する場合、cgi-bin ディレクトリにスクリプトを置きます。 

 コンピュータからファイルをアップロードするには、［新しいファイルを追加す

る］をクリックし、［参照］ボタンをクリックしてファイルを探すか、［ファイ

ルへのパス］ボックスでファイルのパスを指定してから［OK］をクリックしま

す。 

 サーバに ZIP アーカイブをアップロードしてコンテンツを抽出するには、［新し

いファイルを追加する］をクリックし、［参照］ボタンをクリックしてアーカイ

ブファイルを見つけ、［OK］をクリックしてください。 ファイルのアップロー

ド後、左側のチェックボックスをオンにして、［ファイルの抽出］をクリックし

てください。 

 現在のディレクトリ内に新しいディレクトリを作成するには、［新しいディレク

トリを追加］をクリックします。 

 必要なディレクトリに新しいファイルを作成するには、［新しいファイルを追加

する］をクリックします。［ファイルを作成する］オプションをオンにしてファ

イル名を指定し、（ファイルマネージャで新しいファイルに基本的な HTML タ

グを挿入する場合は）［HTML テンプレートを使用する］チェックボックスをオ

ンにして、［OK］をクリックします。 新しいページが開くので、ここで新しい

ファイルのコンテンツまたは HTML 形式のソースを入力します。 終了したら

［OK］をクリックします。  

 ZIP アーカイブにファイルを追加するには、パックしたいファイルを選択して

［アーカイブに追加］をクリックし、アーカイブファイルの名前を指定してくだ

さい。 
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ウェブコンテンツをファイルマネージャまたは FTP 経由でアップロードすると、Panel
はファイルやディレクトリに対して適切なアクセスパーミッションを自動的に設定し

ます。 Linux ベースのサーバでは、パーミッションを「rwx rwx r--」のように 3 セット

の文字組み合わせで表現します。 1 番目のセットはファイルまたはディレクトリの所

有者がどのような権限を持つかを示し、2 番目のセットはファイルまたはディレクトリ

が属するユーザグループと、そのグループがファイルまたはディレクトリに対して持つ

権限を示し、3 番目のセットは、他のユーザ（そのサイトを訪問したインターネットユ

ーザなど）がファイルまたはディレクトリに対して持つ権限を示します。 「R」はファ

イルまたはディレクトリの読み取り、「W」はファイルまたはディレクトリへの書き込

み、「X」はファイルの実行またはディレクトリ内の閲覧を許可するパーミッションで

す。 

Linux ベースのホスティングアカウントでファイルまたはディレクトリのパーミッショ

ンを変更するには、［パーミッション］列でパーミッションのセットを示すハイパーリ

ンクをクリックします。 Windows ベースのホスティングアカウントを使用している場

合、  アイコンをクリックしてください。 必要に応じてパーミッションを変更して

［OK］をクリックします。 

ファイルのソースコードを編集するには、  をクリックします。 

ビルトインの Visual Editor でウェブページを編集するには（Microsoft Internet Explorer
ユーザのみ可能）、  をクリックします。 HTML ファイルの編集時には、デフォルト

で内部 WYSIWYG エディタが開きます。 HTML ファイルのソースコードを編集するに

は、［HTML］をクリックします。 WYSIWYG モードに戻るには、［デザイン］をクリ

ックします。 

ファイルを表示するには  をクリックします。 

ディレクトリまたはファイルの名前を変更するには  をクリックします。 ここで新

しい名前を入力して［OK］をクリックします。 

ディレクトリやファイルを新しい場所にコピーまたは移動するには、対応するチェック

ボックスで必要なディレクトリやファイルを選択し、［コピー/移動］アイコンをクリ

ックします。 コピーまたは名称変更するディレクトリやファイルのコピー先または移

動先を指定し、コピーをする場合は［コピー］を、移動する場合は［移動］をクリック

します。 

ディレクトリまたはファイルの作成日を更新するには、［タイムスタンプの変更］をク

リックします。 タイムスタンプが現在のローカルタイムで更新されます。 

ファイルをダウンロードするには、対応するアイコン  をクリックします。 

ファイルまたはディレクトリを削除するには、対応するチェックボックスを選択し、［削

除］をクリックします。 削除を確認して［OK］をクリックします。 

ファイルおよびディレクトリのアクセスパーミッションを設定する（Linux ホスティン

グ） 
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 ファイルおよびディレクトリのパーミッションセットを確認また
は変更するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部に

ある［契約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。    

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［ファイルマネージャ］をクリックします。 

ファイルとディレクトリに設定されているパーミッションが［パーミッション］列

に表示されます。 パーミッションは「rwx rwx r--」のような文字の組み合わせ 3 セ

ットで表現されます。 1 番目のセットはファイルまたはディレクトリの所有者がど

のような権限を持つかを示し、2 番目のセットはファイルまたはディレクトリが属

するユーザグループと、そのグループがファイルまたはディレクトリに対して持つ

権限を示し、3 番目のセットは、他のユーザ（そのサイトを訪問したインターネッ

トユーザなど）がファイルまたはディレクトリに対して持つ権限を示します。 「R」

はファイルまたはディレクトリの読み取り、「W」はファイルまたはディレクトリ

への書き込み、「X」はファイルの実行またはディレクトリ内の閲覧を許可するパ

ーミッションです。 

4. パーミッションを変更したいファイルまたはディレクトリを探し、［パ

ーミッション］列でハイパーリンクをクリックします。 

5. 必要に応じてパーミッションを変更して［OK］をクリックします。 

  

ファイルおよびディレクトリのアクセスパーミッションを設定する（Windows ホステ

ィング） 

 ファイルまたはディレクトリのアクセスパーミッションを設定す
るには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。     

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［ファイルマネージャ］に進みます。 

3. アクセスパーミッションを設定するファイルまたはディレクトリを探し、

該当するアイコン  をクリックします。 

4. 以下を実行してください。 

 親フォルダからファイルまたはフォルダにパーミッションを継承するには、［親

フォルダからこのオブジェクト（およびすべての子オブジェクト）へのパーミッ

ション継承を許可する。ここで明示的に定義したエントリを含める。］チェック

ボックスをオンにします。 
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 このフォルダに含まれるファイルとフォルダに、定義したフォルダパーミッショ

ンを継承させるには、［すべての子オブジェクトのパーミッションエントリを、

ここに表示されるエントリに置き換える］チェックボックスをオンにします。 

 グループまたはユーザのパーミッションを変更または削除するには、パーミッシ

ョンの名前を［グループまたはユーザ名］リストでクリックします。 該当する

グループまたはユーザが［グループまたはユーザ名］リストに存在しない場合は、

リストの上にあるメニューで必要なユーザまたはグループ名を選択し、  をク

リックします。 リストに、ユーザ/グループ表示されます。 それを選択します。 

選択したユーザ/グループのパーミッションを許可または却下するには、［次の

ユーザ/グループのパーミッション：<ユーザ/グループ名>］にリストされたパー

ミッションに対して［許可］または［却下］チェックボックスをオンにします。 
［許可］または［却下］列でチェックボックスがグレー表示されている場合、こ

のパーミッションは親フォルダから継承されたものです。 

 親フォルダから継承されたパーミッションを却下するには、［却下］列のチェッ

クボックスをオンにします。 これにより、このファイルまたはフォルダに継承

されたパーミッションは上書きされます。 

 親フォルダから「拒否」として継承されたパーミッションを「許可」に設定する

には、［親フォルダからこのオブジェクト（およびすべての子オブジェクト）へ

のパーミッション継承を許可する。ここで明示的に定義したエントリを含める。］

チェックボックスをクリアします。 これにより、継承されたパーミッションが

削除されます。 次に、必要に応じて［許可］および［却下］列でチェックボッ

クスをオンにします。 

 グループまたはユーザからアクセスパーミッションを削除するには、［グループ

またはユーザ名］リストで必要な名前を選択し、横にある  アイコンをクリッ

クします。 

5. パーミッションを詳細に設定する必要がある場合は、［拡張］ボタンを

クリックして以下の作業を行ってください。 

 グループまたはユーザのパーミッションエントリを作成するには、該当する名前

を［グループまたはユーザ名］リストで選択して  をクリックします。 

 グループまたはユーザにファイル/フォルダパーミッションを設定または変更す

るには、［グループまたはユーザ名］リストで名前を選択し、［次のユーザ/グ
ループのパーミッション：<ユーザ/グループ名>］にリストされたパーミッショ

ンに対して［許可］または［却下］チェックボックスをオンにします。 

 グループまたはユーザのパーミッションエントリを削除するには、［グループま

たはユーザ名］リストで名前を選択して  をクリックします。 

 ［次のユーザ/グループのパーミッション：<ユーザ/グループ名>］で定義したパ

ーミッションがフォルダの子オブジェクトに継承されるようにするには、［すべ

ての子オブジェクトのパーミッションエントリを、子オブジェクトに適用される

ここに示すエントリに置き換える］チェックボックスをオンにして、［適用先］

リストでパーミッション継承先オブジェクトのチェックボックスをオンにしま

す。 

6. ［OK］をクリックします。 
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ファイルおよびディレクトリのアクセスパーミッション

を設定する（Linux ホスティング） 

 ファイルおよびディレクトリのパーミッションセットを確認また
は変更するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部に

ある［契約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［ファイルマネージャ］をクリックします。 

ファイルとディレクトリに設定されているパーミッションが［パーミッション］列

に表示されます。パーミッションは「rwx rwx r--」のような文字の組み合わせ 3 セ

ットで表現されます。1 番目のセットはファイルまたはディレクトリの所有者がど

のような権限を持つかを示し、2 番目のセットはファイルまたはディレクトリが属

するユーザグループと、そのグループがファイルまたはディレクトリに対して持つ

権限を示し、3 番目のセットは、他のユーザ（そのサイトを訪問したインターネッ

トユーザなど）がファイルまたはディレクトリに対して持つ権限を示します。「R」

はファイルまたはディレクトリの読み取り、「W」はファイルまたはディレクトリ

への書き込み、「X」はファイルの実行またはディレクトリ内の閲覧を許可するパ

ーミッションです。 

4. パーミッションを変更したいファイルまたはディレクトリを探し、［パ

ーミッション］列でハイパーリンクをクリックします。 

5. 必要に応じてパーミッションを変更して［OK］をクリックします。 
 



 

104 ウェブサイトとドメイン 

 

ファイルおよびディレクトリのアクセスパーミッション

を設定する（Windows ホスティング） 

 ファイルまたはディレクトリのアクセスパーミッションを設定す
るには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［ファイルマネージャ］に進みます。 

3. アクセスパーミッションを設定するファイルまたはディレクトリを探し、

該当するアイコン  をクリックします。 

4. 以下を実行してください。 

 親フォルダからファイルまたはフォルダにパーミッションを継承するには、［親

フォルダからこのオブジェクト（およびすべての子オブジェクト）へのパーミッ

ション継承を許可する。ここで明示的に定義したエントリを含める。］チェック

ボックスをオンにします。 

 このフォルダに含まれるファイルとフォルダに、定義したフォルダパーミッショ

ンを継承させるには、［すべての子オブジェクトのパーミッションエントリを、

ここに表示されるエントリに置き換える］チェックボックスをオンにします。 

 グループまたはユーザのパーミッションを変更または削除するには、パーミッシ

ョンの名前を［グループまたはユーザ名］リストでクリックします。該当するグ

ループまたはユーザが［グループまたはユーザ名］リストに存在しない場合は、

リストの上にあるメニューで必要なユーザまたはグループ名を選択し、  をク

リックします。すると、リストにユーザ/グループが表示されるので、これを選

択します。 

選択したユーザ/グループのパーミッションを許可または却下するには、［次の

ユーザ/グループのパーミッション：<ユーザ/グループ名>］にリストされたパー

ミッションに対して［許可］または［却下］チェックボックスをオンにします。

［許可］または［却下］列でチェックボックスがグレー表示されている場合、こ

のパーミッションは親フォルダから継承されたものです。 

 親フォルダから継承されたパーミッションを却下するには、［却下］列のチェッ

クボックスをオンにします。これにより、このファイルまたはフォルダに継承さ

れたパーミッションは上書きされます。 

 親フォルダから「拒否」として継承されたパーミッションを「許可」に設定する

には、［親フォルダからこのオブジェクト（およびすべての子オブジェクト）へ

のパーミッション継承を許可する。ここで明示的に定義したエントリを含める。］

チェックボックスをクリアします。これにより、継承されたパーミッションが削

除されます。次に、必要に応じて［許可］および［却下］列でチェックボックス

をオンにします。 
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 グループまたはユーザからアクセスパーミッションを削除するには、［グループ

またはユーザ名］リストで必要な名前を選択し、横にある  アイコンをクリッ

クします。 

5. パーミッションを詳細に設定する必要がある場合は、［拡張］ボタンを

クリックして以下の作業を行ってください。 

 グループまたはユーザのパーミッションエントリを作成するには、該当する名前

を［グループまたはユーザ名］リストで選択して  をクリックします。 

 グループまたはユーザにファイル/フォルダパーミッションを設定または変更す

るには、［グループまたはユーザ名］リストで名前を選択し、［次のユーザ/グ
ループのパーミッション：<ユーザ/グループ名>］にリストされたパーミッショ

ンに対して［許可］または［却下］チェックボックスをオンにします。 

 グループまたはユーザのパーミッションエントリを削除するには、［グループま

たはユーザ名］リストで名前を選択して  をクリックします。 

 ［次のユーザ/グループのパーミッション：<ユーザ/グループ名>］で定義したパ

ーミッションがフォルダの子オブジェクトに継承されるようにするには、［すべ

ての子オブジェクトのパーミッションエントリを、子オブジェクトに適用される

ここに示すエントリに置き換える］チェックボックスをオンにして、［適用先］

リストでパーミッション継承先オブジェクトのチェックボックスをオンにしま

す。 

6. ［OK］をクリックします。 
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ウェブサイトをプレビューする 
ドメインの購入後、登録が完了するまではしばらく時間がかかります。 このような遅

延が発生する理由は、ネームサーバがゾーン情報の更新を一定の間隔をあけて行うため

です。 したがって、ゾーンに関する情報がすべてのネームサーバに行き渡るまで、ド

メイン名でサイトにアクセスすることはできません。 ただし、［ウェブサイトとドメ

イン］タブのボタンを使用すれば、ドメイン名の伝搬中でも常にサイトにアクセス可能

です。 

ドメイン名の伝搬中、他の人もこのサイトにアクセスできます。 このために、Panel
はプロバイダのいずれかのサイトのサブドメインとして当該ウェブサイトを登録しま

す。 たとえば、自分（自社）のウェブサイトが「my-domain.tld」であり、プロバイダ

が provider-domain.tld でプレビューサービスを構成している場合、

my-domain.tld.192-0-2-12.provider-domain.tld で自分のサイトにアクセスできます。 こ
こで 192-0-2-12 は、このサイトの IP アドレスのドットをダッシュに置き換えたもので

す。 

注： ［ウェブサイトとドメイン］ページにサイトプレビューボタンがない場合は、ホ

スティングプロバイダにお問い合わせください。 
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（高度）コンテンツへのアクセスを制限する 
許可されたユーザのみが閲覧できるディレクトリをサイトに作成する場合、パスワード

保護により、これらのディレクトリへのアクセスを制限します。 

 サイト内のディレクトリをパスワード保護し、許可されたユーザ
を指定するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ホストテンプレート］に進みます。 

3. ［保護ディレクトリの追加］をクリックします。 

4. ［ディレクトリ名］ボックスで、パスワード保護するディレクトリのパス

を指定します。 

これは、例えば /private のように、サイト内に存在するディレクトリになりま

す。保護したいディレクトリをまだ作成していない場合、パスとディレクトリ名を

指定すると、Panel によって自動的に作成されます。 

5. Linuxベースのホスティングアカウントを使用している場合、cgi-bin
ディレクトリに保存されているCGIスクリプトを保護することもできま

す。これには、［ディレクトリ名］ボックスを '/' のままにして、［cgi-bin］
チェックボックスをオンにします。 

6. ［保護エリアのタイトル］ボックスに、リソースの説明または保護エリア

にユーザが訪問すると表示されるウェルカムメッセージを入力します。 

7. ［OK］をクリックします。指定したディレクトリは保護されます。 

8. 許可されたユーザを追加するには、［新規のユーザの追加］をクリックし

ます。 

9. 保護されたエリアへのアクセスに使用するログイン名とパスワードを指

定します。パスワードは5～14文字にします。［OK］をクリックします。 

 保護ディレクトリに許可されたユーザを追加するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ホストテンプレート］に進みます。 
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3. 必要なディレクトリ名をクリックします。 

4. ［新規ユーザの追加］アイコンをクリックします。 

5. 保護されたエリアへのアクセスに使用するログイン名とパスワードを指

定します。パスワードは5～14文字にします。 

6. ［OK］をクリックします。 

 保護ディレクトリで許可されたユーザのパスワードを変更するに
は： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ホストテンプレート］に進みます。 

3. 必要なディレクトリ名をクリックします。許可されたユーザのリストが

開きます。 

4. ユーザ名をクリックします。 

5. 新しいパスワードを指定し、確認のために再入力します。 

6. ［OK］をクリックします。 

 保護ディレクトリにユーザがアクセスするパーミッションを無効
にするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ホストテンプレート］に進みます。 

3. 必要なディレクトリ名をクリックします。許可されたユーザのリストが

開きます。 

4. 該当するユーザ名に対応するチェックボックスをオンにします。 

5. ［削除］をクリックします。操作を確認して［OK］をクリックします。 

 パスワード保護を解除し、リソースをすべてのユーザが利用でき
るようにするには： 
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1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ホストテンプレート］に進みます。 

3. 保護を解除するディレクトリ名のチェックボックスをオンにします。 

4. ［保護を解除する］をクリックします。保護が解除され、ディレクトリの

内容は制限なくすべてのユーザに公開されます。 
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ウェブサイトアプリケーションを採用す

る 

別のウェブアプリケーションを使用して、ウェブサイトの機能を大幅に増強することが

できます。ウェブサイトにこれらのアプリケーションをインストールすることで、多数

の作業に対応可能です。個人ユーザの場合、ブログで自己表現したり、メディアファイ

ルのオンラインストレージを構成することができます。企業の場合、ウェブメール、e-
コマース、CRM などのウェブアプリケーションを使用して、一部の業務をオンライン

に移行することができます。これらすべてのアプリケーションはコントロールパネルか

ら直接インストール可能です。 

利用可能なアプリケーションのリストは、ホスティングプランによって決まります。た

とえば、無償アプリケーションのみ含めることや、アプリケーションを全く含めないこ

となどができます。利用可能なアプリケーションについて詳しくは、ホスティングプロ

バイダにお問い合わせください。 

アプリケーションの種類 

ウェブアプリケーションには 2 つのタイプがあります。 

 ウェブサイトに直接インストールするアプリケーション（WordPress ブログプラッ

トフォーム、Joomla! コンテンツ管理システムなど） 

 ウェブサイトへのインストールが不要なアプリケーション。これらは主に、ウェブ

上で提供されている外部アプリケーションであり、サービスへのリンクのみが提供

されています（iMind ビデオ会議サービス、OfficeDrive オンラインオフィススイー

トなど）。 

  

アプリケーションのインストールとメンテナンス 

インストール作業に、特別なスキルは不要です。アプリケーション設定（管理者のクレ

デンシャルなど）を顧客が指定するだけで、Panel がアプリケーションをインストール

します。アプリケーションの更新や削除を Panel で行うため、インストール後のアプリ

ケーション管理も簡単です。さらに、アプリケーションにログインすることなく、コン

トロールパネルでアプリケーションが提供している一部の機能を実行できます。たとえ

ば、SugarCRM のユーザアカウントをコントロールパネルで直接追加することができ

ます。このようなアプリケーション機能は、アプリケーションが提供する「サービス」

です。 

アプリケーションのインストール後に、他の Panel ユーザにもアクセス権を付与して、

これらのユーザにアプリケーションを使用させることもできます。アプリケーション管

理について詳しくは、「アプリケーションを管理する」のセクションを参照してくださ

い。 
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アプリケーションへのアクセス 

アプリケーションを特定のユーザが利用できるようにするには、これらのユーザのパー

ミッションを調整してください。アプリケーションへのアクセスをユーザに許可すると、

このユーザの［ホーム］ページにアプリケーションへのリンクが表示されます。アプリ
ケーションへのアクセスは、ユーザグループ単位でしか制御できません。そのため、既

存のグループのパーミッションを変更するか、新しいグループを作成してからユーザを

割り当てます。アプリケーションへのアクセス権について詳しくは、「Panel ユーザに

アプリケーションへのアクセス権を付与する」のセクション（11317ページ）を参照し

てください。 

デフォルトで、Panel のアプリケーション管理者とは、「所有者」の役割を持つユーザ

です。このユーザは、［ホーム］ページでアプリケーションにアクセスできるほか、契

約内でアプリケーションのインストールと管理が可能です。これらの管理ツールは、ア

プリケーション管理者のみに表示される［アプリケーション］タブに含まれています。

これらのツールへのアクセス権を、他の契約ユーザに付与することができます。このオ

ペレーションについて詳しくは、「Panel ユーザにアプリケーションへのアクセス権を

付与する」のセクション（113ページ）を参照してください。 

アプリケーションおよび Panel のユーザアカウント 

一部のアプリケーションは、ユーザアカウントを Panel で直接作成し、管理することが

できます。たとえば SugarCRM アプリケーションの場合、アプリケーションにログイ

ンせずに SugarCRM ユーザを追加できます。このような「アカウントサービス」が提

供されているすべてのアプリケーションでは、アプリケーションのユーザを Panel 契約

のユーザ（代替ユーザ）と関連付けることが可能です。関連付けを行うには、Panel ユ
ーザにアカウントサービスへのアクセス権を付与する必要があります（アプリケーショ

ンへのアクセスの付与と同様）。アカウントの関連付けについて詳しくは、「アプリケ

ーションと Panel のアカウントを関連付ける」のセクション（11417ページ）を参照し

てください。 

Panel では、アプリケーションの各種オペレーションを実行できます。つまり、アプリ

ケーションのインストール、構成、更新、削除を Panel から直接実行することが可能で

す。 
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アプリケーションを構成する 
一般に、コントロールパネルではすべてのアプリケーションのメインパラメータを構成

できます。［アプリケーション］ > ［インストール済みアプリケーションの管理］の

リストでアプリケーションを選択すると、このアプリケーションの設定にアクセスでき

ます。アプリケーションの選択後、以下に関する構成を実行できます。 

 一般設定 
［設定の変更］で変更可能な、アプリケーションの基本設定（管理者パスワードな

ど）。 

 サービス設定 
アプリケーションが機能の一部をサービスとして Panel に提供している場合、これ

らのサービスを構成するオプションがあります。たとえば SugarCRM アプリケーシ

ョンの場合、ユーザアカウントの作成機能をコントロールパネルでサービスとして

提供しています。［提供されているサービス］でこのサービスを選択すると、すべ

てのアプリケーションユーザアカウントの表示や、新規ユーザアカウントの作成を

実行できます。 
一部のアプリケーションでは、アプリケーションアカウントと Panel ユーザアカウ

ントを関連付けることができます。アカウントの関連付けについて詳しくは、「ア

プリケーションと Panel のアカウントを関連付ける」のセクション（11417ページ）

を参照してください。 
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Panelユーザにアプリケーションへのアクセス権

を付与する 
デフォルトで、インストールが完了したアプリケーションにアクセスできるのは、所有

者の役割を持つユーザのみです。他の契約ユーザがアプリケーションにアクセスできる

ようにするには： 

 該当アプリケーションへのアクセスパーミッションを、［ユーザ］ > ［ユーザ役割］

で特定のユーザグループに付与します。 

 必要なユーザを選んでグループに追加してください。 

アプリケーションへのアクセスをユーザに許可すると、このユーザの［ホーム］ページ

にアプリケーションへのリンクが表示されます。 

デフォルトで、アプリケーションの管理者とは、「所有者」の役割を持つ契約ユーザで

す。このユーザは、［ホーム］ページでアプリケーションにアクセスできるほか、契約

内でアプリケーションのインストールと管理が可能です。これらの目的のために、ユー

ザのインターフェースには［アプリケーション］タブが追加されています。他の契約ユ

ーザに対して、同じ管理権限を付与するには、［ユーザ］ > ［ユーザ役割］で該当ユ

ーザに「アプリケーションのインストールと管理」パーミッションを付与します。これ

により、契約内のすべてのアプリケーションへの完全な管理アクセスが可能になります。

管理者と同じく、このパーミッションを持つユーザも、コントロールパネルの［アプリ

ケーション］タブでアプリケーションをインストール、構成、更新、削除することがで

きます。 
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アプリケーションと Panelのアカウントを関連付

ける 
一部のアプリケーションでは、アプリケーションにログインせずにユーザアカウントを

作成および管理することができます。アプリケーションにこのような「アカウントサー

ビス」機能があれば、Panel 契約のユーザをアプリケーションのアカウントに関連付け

ることができます。関連付けを行うには： 

1. ユーザを 1 つのグループにまとめます（［ユーザ］ > ［ユーザ役割］）。 

2. 次のグループパーミッションのいずれかを付与します。 

 パブリックアクセス 
これを付与すると、グループ内の全ユーザが［ホーム］ページのリンクからアプ

リケーションにアクセスできるようになります。 

 パーソナルアクセス 
これを付与すると、アプリケーションはグループ内の全ユーザに対してアカウン
トを自動的に作成します。その後、ユーザの［ホーム］ページにリンクが追加さ

れ、アプリケーションのパーソナルアカウントにログインできるようになります。

パーソナルアクセスパーミッションを拒否すると、アプリケーションはこのグル

ープに関連付けられた全アカウントを自動的に削除します。 
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インストール済みアプリケーションを更新する 
一般的に、アプリケーションのアップデートの管理はサービスプロバイダの仕事です。

アップデートが公開されると、プロバイダはユーザのためにアップデートを適用します。

規定によっては、ユーザ自身が行うこともできます。後者のケースは、新しいバージョ

ンに加えられた変更をユーザ自身が確認し、これに基づいてアプリケーションを更新す

るか現行バージョンのまま残すかを決めたい場合に該当します。更新用のリンクは、［ア

プリケーション］ > ［インストール済みアプリケーションの管理］に表示されます。 

（高度）ウェブサイトのセキュリティを強

化する 

接続を SSL証明書で保護する 
サーバでホスティングされているそれぞれの E-コマースウェブサイトに対し、正式な

SSL 証明書を購入してインストールする必要があります。 

SSL 証明書は、インターネット上にセキュアな通信チャネルを確立したり、ウェブサイ

トの身元を確認したりするために使用されます。セキュアオンラインストアをユーザが

訪問すると、クレジットカード番号などの重要データの転送にセキュアチャネルが使用

されるという通知が表示されます。 

SSL 証明書を購入してインストールするには、次のいずれかの方法があります。 

 Panel で SSL 証明書購入のリンクを使用する。デフォルトで Panel 内のリンクは

MyPlesk.com オンラインストアに関連付けられています。 このオンラインストアで、

SSL 証明書を Comodo、GeoTrust, Inc、GoDaddy から簡単に購入できます。プロ

バイダはこのリンクを変更して、プロバイダのオンラインストアに関連付けること

ができます。 

 Panel で証明書の署名要求（CSR）を作成し、任意の認証局へ送信すると、SSL 証

明書が作成されます。 

 Panel 内のリンクから SSL 証明書を購入およびインストールし、
サイトを保護するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 
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3. ［サイトをセキュリティ保護する］をクリックします。リポジトリ内にあ

るSSL証明書のリストが表示されます。 

4. ［SSL証明書の追加］をクリックします。 

5. 以下を指定します。 

 証明書の名前：リポジトリ内で証明書を識別するのに役立ちます。 

 暗号化レベル：SSL 証明書の暗号化レベルを選択します。1024 より大きい値を

入力することをお勧めします。 

 所在地と組織名を指定します。64 文字まで入力可能です。 

 SSL 証明書を購入するドメインの名前：your-domain.com などの完全修飾ドメイ

ン名にしてください。 

 ウェブサイト管理者のメールアドレス： 

6. この情報を基に秘密鍵が生成されるため、間違いがないかよく確認して

ください。 

7. ［SSL証明書の購入］をクリックします。 

秘密鍵および証明書の署名要求が生成されます。これらは削除しないでください。

MyPlesk.com またはプロバイダが設定したその他のオンラインストアが、新しいウ

ィンドウブラウザまたはタブに表示されます。 

8. 既存のアカウントに登録またはログインし、手順に従って証明書を購入

します。 

9. 購入する証明書の種類を選択します。 

10. ［購入に進む］をクリックし、証明書を注文します。［承認者メールアド

レス］ドロップダウンボックスで、承認者の正しいメールアドレスを選

択します。 

承認者メールアドレスは、特定のドメイン名に対する証明書が、認証されたユーザ

によって要求されたことを確認するためのメールアドレスです。このメールアドレ

スは、WHOIS データベースでドメイン所有者またはドメイン管理者の連絡先情報

に含まれています。 

11. 証明書要求の処理が終わると、確認のメールが送信されます。これを要

求者が確認すると、SSL証明書がメールで送信されます。 

12. 受信したSSL証明書は、自分のコンピュータに保存してください。 

13. SSL証明書リポジトリに戻ります（［ウェブサイトとドメイン］タブ > ［サ

イトをセキュリティ保護する］）。 

14. SSL証明書をアップロードします。画面中央にある［ブラウズ］をクリッ

クし、保存された証明書の保存場所を開きます。証明書を選択し、［フ

ァイル送信］をクリックします。 



 

 ウェブサイトとドメイン 117 
 

これにより、該当する秘密鍵に対する証明書がアップロードされ、インストールさ

れます。 

15. サイトに証明書をインストールするには、［ウェブサイトとドメイン］タ

ブに戻り、セキュリティ保護するウェブサイトのドメイン名をクリック

します。 

16. SSL保護をスイッチオンするには、［SSLサポートを有効にする］チェッ

クボックスをオンにします。 

17. ［SSL証明書］メニューでSSL証明書を選択し、［OK］をクリックします。 

 SSL 証明書を任意の認証局から取得し、サイトにインストールす
るには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［SSL証明書］をクリックします。リポジトリ内にあるSSL証明書のリス

トが表示されます。 

4. ［SSL証明書の追加］をクリックします。 

5. 証明書のプロパティを指定します。 

 証明書の名前：リポジトリ内で証明書を識別するのに役立ちます。 

 暗号化レベル：SSL 証明書の暗号化レベルを選択します。1024 より大きい値を

入力することをお勧めします。 

 所在地と組織名を指定します。64 文字まで入力可能です。 

 SSL 証明書を購入するドメインの名前：your-domain.com などの完全修飾ドメイ

ン名にしてください。 

 ウェブサイト管理者のメールアドレス： 

6. この情報を基に秘密鍵が生成されるため、間違いがないかよく確認して

ください。 

7. ［リクエスト］をクリックします。秘密鍵および証明書署名要求が生成

され、リポジトリに保存されます。 

8. 証明書のリストで、必要な証明書の名前をクリックします。証明書のプ

ロパティを示すページが開きます。 

9. ページ内でCSRセクションを検索し、「-----BEGIN CERTIFICATE REQUEST-----」
から「-----END CERTIFICATE REQUEST-----」までのテキストをクリップボード

にコピーします。 
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10. SSL証明書を購入する証明書認証機関のウェブサイトを開き、サイトの

リンクを辿って証明書の注文処理を開始します。CSRテキストを入力

するよう指示されたら、クリップボードからオンラインフォームへデー

タを貼り付けて、［続行］をクリックします。入力した情報に基づいて、

認証局がSSL証明書を作成します。 

11. 受信したSSL証明書はローカルマシンかネットワークに保存してくださ

い。 

12. SSL証明書リポジトリに戻ります（［ウェブサイトとドメイン］タブ > ［サ

イトをセキュリティ保護する］）。 

13. SSL証明書をアップロードします。画面中央にある［ブラウズ］をクリッ

クして、保存された証明書のある場所に移動します。証明書を選択し、

［ファイル送信］をクリックします。 

これにより、該当する秘密鍵に対する証明書がアップロードされ、インストールさ

れます。 

14. サイトに証明書をインストールするには、［ウェブサイトとドメイン］タ

ブに戻り、セキュリティ保護するウェブサイトのドメイン名をクリック

します。 

15. SSL保護をスイッチオンするには、［SSLサポートを有効にする］チェッ

クボックスをオンにします。 

16. ［SSL証明書］メニューでSSL証明書を選択し、［OK］をクリックします。 
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SSL 証明書を注文する 

コントロールパネルに課金システムが統合されている場合、サイトの SSL 証明書を［ア

カウント］タブから購入できます。 

 SSL 証明書を購入してサイトにインストールするには： 

1. [アカウント]タブに進みます。 

2. 契約リストで、［契約を追加する］リンクをクリックします。 

3. SSL証明書に関連するオプションまたはプランを選択し、［今すぐ購入］

をクリックします。画面の指示に従って注文を完了します。 

4. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［サイトをセキュリティ保護する］に進

み、必要なドメイン名を選択し、［SSL証明書の追加］をクリックしてく

ださい。 

5. 証明書のプロパティを指定します。 

 証明書の名前：リポジトリ内で証明書を識別するのに役立ちます。 

 暗号化レベル：SSL 証明書の暗号化レベルを選択します。1024 より大きい値を

入力することをお勧めします。 

 所在地と組織名を指定します。64 文字まで入力可能です。 

 SSL 証明書を購入するドメインの名前：your-domain.com などの完全修飾ドメイ

ン名にしてください。 

 ウェブサイト管理者のメールアドレス： 

6. この情報を基に秘密鍵が生成されるため、間違いがないかよく確認して

ください。 

7. ［リクエスト］をクリックします。秘密鍵および証明書署名要求が生成

され、リポジトリに保存されます。 

8. 証明書のリストで、必要な証明書の名前をクリックします。証明書のプ

ロパティを示すページが開きます。 

9. ページ内でCSRセクションを検索し、「-----BEGIN CERTIFICATE REQUEST-----」
から「-----END CERTIFICATE REQUEST-----」までのテキストをクリップボード

にコピーします。 

10. [アカウント]タブに戻ります。 

11. 契約のリストで、［SSL証明書をリクエストする］リンクをクリックしま

す。 

12. ［証明書の署名要求］フィールドに、ステップ9でコピーしたテキストを

クリップボードから貼り付けます。 
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13. ［次へ］をクリックします。 

14. 要求に入力した情報が正しいことを確認し、［次へ］をクリックします。 

15.  管理者連絡先メールアドレスを選択し、［次へ］をクリックします。 

16. 技術および課金連絡先情報を指定し、［次へ］をクリックします。 

17. 画面に表示される情報を確認し、［証明書リクエストを送信する］をクリ

ックします。 

18. 証明書をメールで受信したら、［ウェブサイトとドメイン］タブで［サイ

トをセキュリティ保護する］に戻り、どのドメインに対して証明書を注文

したのかを選択します。 

19. SSL証明書をPanelにアップロードします。画面中央にある［ブラウズ］

をクリックし、保存された証明書の保存場所を開きます。証明書を選択

し、［ファイル送信］をクリックします。 

これにより、該当する秘密鍵に対する証明書がアップロードされ、インストールさ

れます。 

20. サイトに証明書をインストールするには、［ウェブサイトとドメイン］タ

ブに戻り、セキュリティ保護するウェブサイトのドメイン名をクリック

します。 

21. SSL保護をスイッチオンするには、［SSLサポートを有効にする］チェッ

クボックスをオンにします。 

22. ［SSL証明書］メニューでSSL証明書を選択し、［OK］をクリックします。 
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共有 SSL 証明書を使用する（Windows ホスティング） 

ホスティングサービス事業者が、サイトへのアクセスをセキュリティ保護するために共

有 SSL を提供している場合、独自の SSL 証明書を購入せずに SSL 暗号化を有効にでき

ます。 

 プロバイダが共有設定している SSL 証明書を使用して、サイトへ
の接続をセキュリティ保護するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［共有SSL］に進みます。 

3. セキュリティ保護するサイトのドメイン名を選択します。 

4. ［共有SSLをスイッチオンする］チェックボックスをオンにします。 

5. 該当する入力フィールドに仮想ディレクトリ名を指定します。指定した

名前の仮想ディレクトリが、SSL証明書が共有されているドメイン（「マ

スター SSLドメイン」）の下に作成されます。このディレクトリは、

SSL経由で貴社のサイトにアクセスするために使用されます。 

例えば、貴社が「mydomain.com」という名前のドメインを所有しており、マスタ

ー SSL ドメインが「master_ssl_domain.com」と定義されているときに、仮想ディ

レクトリの名前として「my_virtual_dir」と指定するとします。この場合、SSL
経由で貴社のサイトにアクセスするためには、アドレス

「https://master_ssl_domain.com/my_virtual_dir」を使用します。 

注： 貴社が共有 SSL を使用している場合、貴社のドメイン名（例：mydomain.com）

を使用して SSL 経由で貴社のサイトにアクセスすることはできません。 

6. 保護されたウェブサイトコンテンツが保存されているディレクトリを指

定します。指定したディレクトリ内のドキュメントはSSL経由でしかア

クセスできません。 

7. ドメインへのSSL経由のアクセスのみを許可する場合は、［セキュア接続

によってのみ、このウェブサイトへのアクセスを許可］チェックボックス

をオンにします。 

8. ［OK］をクリックします。 
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ホットリンクからサイトを保護する（Windowsホ
スティング） 

ホットリンク（別名：ファイルリーチング、リモートリンク、ダイレクトリンク、帯域

幅盗用、帯域幅流用など）とは、<IMG> タグなどを使用して、あるドメイン所有者の

ウェブページから別のドメイン所有者のウェブページ上の画像（もしくはその他のマル

チメディアファイル）に直接リンクすることです。ドメインがホットリンクされると、

帯域幅使用率が過剰になるという問題が起こります。 

 ウェブサイトをホットリンクから保護するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ホットリンク保護］に進みます。 

3. ［スイッチオン］をクリックしてホットリンクからの保護を有効にしま

す。 

4. ［保護されるファイル拡張子］フィールドに、ホットリンクから保護する

ファイルの拡張子（jpg、bmpなど）を指定します。複数のファイル拡張

子を指定する場合はスペースで区切ります。 

5. 特定のサイトから自分のファイルへの直接リンクを許可する場合は、該

当するウェブサイトのアドレスを［許容するウェブサイトのアドレス］フ

ィールドに入力し、［追加］をクリックします。 

6. ［OK］をクリックします。 
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（高度）拡張ウェブサイト管理 

Panel は、上級ユーザのために、様々なウェブサイトとドメイン用オペレーションを提

供しています。 サードパーティ製アプリケーションおよびサービスの利用、システム

サービスの詳細設定などが可能です。 このセクションでは、これらすべてのオペレー

ションについて詳しく説明します。 

ステージングサイトを使用する 
本稼働ウェブサイトに対し、大規模な変更を計画している場合、ステージングサイトの

セットアップを検討することをお勧めします。ステージングサイトとはサーバ上の独立

したロケーションであり、変更を本稼働サイトに適用する前に、ここでサイトコピーに

対して更新を加えてテストすることができます。 

ステージングサイトによる作業は、次のように進めることを推奨します。 

1. 開発コピーをホスティングして開発環境を準備する場所を決めます。同じウェブス

ペース内でホスティングすることも、同じサーバ上の別のウェブスペースでホステ

ィングすることも、他のサーバの FTP アカウントにアップロードすることもできま

す。 

同じウェブスペースを選択した場合、ドメインまたはサブドメインを追加して新し

いウェブサイトをセットアップする必要があります。 

2. （オプションのステップ）Panel の自分のアカウントを使用して開発環境をセット

アップしており、Panel を使用して（［アプリケーション］タブで）本稼働サイト

に APS アプリケーションをインストールしている場合は、開発環境内のサイトアプ

リケーションは、本稼働サイトと同じサブディレクトリにインストールしてくださ

い。このステップはオプションですが、アプリケーションスクリプトのデータベー

ス接続設定を手作業で変更してしまうことを防止できます。 

3. ウェブサイトのコピーを作成し、ステージング環境に配置します。 

4. サイトで使用するデータベースのコピーを作成し、ステージング環境にデプロイし

ます。 

5. スクリプト内のデータベース接続設定を変更し、ステージング環境内のデータベー

スを指すようにします。 

6. （オプションのステップ）APS アプリケーションのセットアップを完了します。開

発サイト用の［アプリケーション］タブに進み、インストールされているアプリケ

ーションのリストでアプリケーションを探し、［設定］画面を開き、パラメータを

保存し直します。この操作を行うと、APS スクリプトの接続先が本稼働データベー

スではなくなり、アプリケーションの接続先がコピーのデータベースに変更されま

す。このステップは、本稼働サイトに Panel 経由で APS アプリケーションがインス

トールされており、この手順のステップ 2 を実行済みである場合に必要になります。 
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7. ステージング環境でサイトコピーに必要な変更を加えてテストして、意図したとお

りに機能することを確認してください。 

8. 更新したサイトを公開します。これには、本稼働サイトのドキュメントルートをス

テージングサイトのロケーションにします。 

 ステージング用にサイトをセットアップするには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブに進みます。 

2. ［新しいドメインを追加する］または［新しいサブドメインを追加する］を

クリックします。 

ステージングにはサブドメインを使用することをお勧めします。 

3. 「ドメインを追加する（6717ページ）」または「サブドメインを追加する

（7017ページ）」の手順に従います。 

インターネットユーザがステージングサイトにアクセスできないようにするには、新し

く追加したドメインまたはサブドメインの名前をドメイン名レジストラに登録しない

でください。あるいは、.htaccess ファイル（Linux ホスティングの場合）を使用し

てアクセスを制限してください。 

 ウェブサイトファイルのコピーを作成するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブに進みます。 

2. ［ウェブサイトのプレビュー］（［高度なオペレーション］グループ内）

をクリックします。 

3. 複数のウェブサイトがある場合、必要なサイトをクリックし、［管理］

をクリックしてください。 

4. 既存のサイトのドキュメントルートにウェブサイトファイルをコピーす

るには： 

a. ［Panel内のウェブサイト］オプションを選択します。 

b. ［サイト名］メニューでコピー先サイトを選択します。 

c. コピー先ディレクトリに既に存在する可能性があるファイルに

対して行う作業を指定します。 

5. このサーバまたは他のサーバ上のFTPアカウントにウェブサイトファイ

ルをコピーするには： 

a. ［FTPストレージ］オプションを選択します。 

b. サーバのホスト名と、FTPアカウントへの接続用のクレデンシ

ャルを指定します。 
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c. ［FTP接続方法］フィールドは［アクティブモード］オプションを

選択したままにします。Panelが外部FTPアカウントの接続でき

ない場合、ここで［パッシブモード］オプションを選択してくだ

さい。 

6. ［OK］をクリックします。 

サイトで、データベースを操作するスクリプトを使用している場合、このデータベース

をステージング環境にコピーします。 

 このデータベースを、Panel 10 で管理している同一サーバ上でホスティングしてい

る場合は、下の手順でコピーしてください。 

 Panel 10 で管理していないサーバ上でホスティングしている場合は、mysqldump
ユーティリティを使用してデータベースをエクスポートし、生成されるデータダン

プファイルをステージング環境に移動して、ここでデプロイしてください。ステー

ジング環境でサイトのスクリプトを変更して、コピーされたデータベースに接続す

るようにします。 

 Panel で管理するサーバからデータベースをコピーするには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［データベース］を選択し、データベ
ース名をクリックします。 

2. ［コピーを作成する］をクリックします。 

3. 以下を指定します。 

 コピー先データベースサーバ：同じ Panel で管理するデータベースサーバを選択

することも、別の場所にあるデータベースサーバを選択することもできます。外

部データベースサーバの場合、ホスト名または IP アドレス、およびアクセス用

のクレデンシャルを指定します（データベースおよびデータベーステーブルの新

規作成が許可されているデータベース管理システムユーザのユーザ名とパスワ

ード）。 

 コピー先データベース：新しいデータベースを作成することも、既存データベー

スにデータをコピーすることもできます。 

 フルコピーを作成する：データベース構造とすべてのデータをコピーするには、

このオプションをオンにしておきます。 

4. ［OK］をクリックします。 

データベースのコピーがコピー先サーバにデプロイされます。 

5. ステージング環境でサイトのスクリプトを変更して、コピーされたデー

タベースに接続するようにします。 

ステージング環境のサイトコピーが更新され、本稼働の準備が整い次第、次の手順に従

ってこれを公開します。 

 更新されたサイトを本稼働環境に公開するには： 
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1. ［ウェブサイトとドメイン］タブに進みます。 

2. ドメイン名のリストで、本稼働サイトのアドレスを探し、クリックしま

す。 

3. ［ドキュメントルート］ボックスで、ステージングサイトのドキュメント

ルートディレクトリを指定します。 

4. ［OK］をクリックします。 

これにより、本稼働サイトアドレスの訪問者がステージングサイトロケーションにある

更新されたサイトコピーにアクセスできるようになります。 

モバイルサイトをセットアップする 
貴社のサービスプランに、モバイルデバイスでの閲覧用に最適化されたウェブサイトコ

ピーを作成するオプションを含めることができます。コピーは、外部の UNITY Mobile
オンラインサービスでホスティングされます。 

 モバイルデバイスでの閲覧用に最適化されたウェブサイトのコピ
ーを作成するか、新しいモバイルウェブサイトをセットアップす
るには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［モバイルウェブサイト］に進みます。 

2. ［モバイルサイトを作成する］リンクをクリックします。 

3. モバイルサイトのアドレスを指定します。 

たとえば、サイトにアクセスするためのドメイン名が「example.com」である場

合、「mobile」のようなプレフィックスを入力すると、最適化されたウェブサイ

トのコピーに「mobile.example.com」というアドレスでアクセスできるように

なります。 

4. ［OK］をクリックします。 

5. ［サイトコンテンツを編集する］をクリックします。UNITY Mobileサイト

が新しいブラウザウィンドウまたはタブで開き、すでにアカウントにロ

グオンした状態になっています。 

6. メインウェブサイトのドメイン名を示す［Import from the web］セクション

で、  ボタンをクリックします。 

7. 画面に表示される指示に従ってウェブサイトインポートウィザードを完

了します。 

モバイルサイトの作成後、メインサイトにモバイルサイトへのリンクを追加できます。 
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コントロールパネルのリンクを使用して、モバイルサイトに対して次の操作を実行でき

ます。 

 サイトエディタを開く。 

 モバイルサイトを削除する。 

 
 

カスタムエラーページをセットアップする 
サイトの訪問者が要求したページが見つからない場合、ウェブサーバはエラーメッセー

ジを示す標準 HTML ページを生成して表示します。独自のエラーページを作成して、

サイトや個別の仮想ディレクトリで使用することができます。以下に、よくカスタマイ

ズされるエラーメッセージを示します。 

 400 Bad File Request -通常は、URL の構文が正しくないことを意味します（例：大

文字を小文字にすべきである、句点記号が違う）。 

 401 Unauthorized -サーバがクライアントからの暗号化キーを要求していますが、取

得できません。あるいは、入力したパスワードが正しくない場合もあります。 

 403 Forbidden/Access denied -401 に類似のエラーです。 サイトへのアクセスに、

特別なパーミッションが必要です（登録の問題の場合はパスワードまたはユーザ名）。 

 404 Not Found -サーバが、要求されたファイルを検索できません。ファイルが移動

または削除されています。あるいは入力された URL またはドキュメント名が正しく

ありません。これは最も一般的なエラーです。 

 500 Internal Server Error -サーバの構成上の問題により、HTML ドキュメントを取

得できませんでした。 

 503 Service Temporarily Unavailable -サイトはメンテナンスのために一時的に使用

できません。 
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Windows サーバでカスタムエラーページをセットアップ

する 

 サイト内のサイトまたはディレクトリにカスタムエラーページを
表示するようにウェブサーバを構成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. カスタムエラードキュメントのサポートをオンにします。 

a. ［ウェブサイトとドメイン］タブにあるドメインのリストで、必

要なドメイン名をクリックします。 

b. ［カスタムエラードキュメント］チェックボックスをオンにしま

す。 

c. ［OK］をクリックします。 

3. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［仮想ディレクトリ］に進み、ルート

ウェブディレクトリ用のエラードキュメントのリストを表示します。こ

こに表示されるエラードキュメントは、選択したサイトのすべてのウェ

ブページで使用されます。特定の仮想ディレクトリ用のエラーページを

カスタマイズするには、該当ディレクトリに進んでください。 

4. ［エラードキュメント］タブをクリックし、必要なエラードキュメントを

リストからクリックします。 

 このエラーページ用に IIS が提供するデフォルトドキュメントを使用するには、

［タイプ］メニューから［デフォルト］を選択します。 

 ドメインの仮想ホストディレクトリにある error_docs ディレクトリに存在し

ているカスタム HTML ドキュメントを使用するには、［タイプ］メニューから

［ファイル］を選択し、［ロケーション］フィールドにファイル名を指定します。 

 ドメイン上の error_docs以外のディレクトリにあるカスタム HTML ドキュメ

ントを使用する場合は、［タイプ］メニューから［URL］を選択して［ロケーシ

ョン］フィールドにドキュメントへのパスを入力します。これは、仮想ホストル

ート（<vhosts>¥<domain>¥httpdocs）を基準にした相対パスにする必要が

あります。 

例えば、forbidden_403_1.html というファイルを作成して、それを

httpdocs にある my_errors ディレクトリに保存したとします。このファイ

ルをエラードキュメントとして使用するには、次のパスを［ロケーション］フィ

ールドに入力します。 
/my_errors/forbidden_403_1.html 
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注： カスタムエラードキュメントをサーバにアップロードするには、FTP またはフ

ァイルマネージャ経由の接続を使用できます。デフォルトでは、すべてのエラード

キュメントは /vhosts/your-domain.com/error_docs/ ディレクトリ（デフ

ォルトでは C:¥InetPub の下）に保存されます。 

5. ウェブサーバを再起動すると、カスタムエラードキュメントが使用され

るようになります。 
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Linux サーバでカスタムエラーページをセットアップす

る 

 サイトでカスタムエラーページが表示されるようにウェブサーバ
を構成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. カスタムエラードキュメントのサポートをオンにします。 

a. ［ウェブサイトとドメイン］タブにあるドメインのリストで、必

要なドメイン名をクリックします。 

b. ［カスタムエラードキュメント］チェックボックスをオンにしま

す。 

c. ［OK］をクリックします。 

3. FTPアカウントに接続してerror_docsディレクトリに移動します。 

4. 必要なファイルを編集するか、置き換えます。ファイル名が正しいこと

を確認します。 

 400 Bad File Request - bad_request.html 

 401 Unauthorized - unauthorized.html 

 403 Forbidden/Access denied - forbidden.html 

 404 Not Found - not_found.html 

 405 Method Not Allowed - method_not_allowed.html 

 406 Not Acceptable - not_acceptable.html 

 407 Proxy Authentication Required - proxy_authentication_required.html 

 412 Precondition Failed - precondition_failed.html 

 414 Request-URI Too Long - request-uri_too_long.html 

 415 Unsupported Media Type - unsupported_media_type.html 

 500 Internal Server Error - internal_server_error.html 

 501 Not Implemented - not_implemented.html 

 502 Bad Gateway - bad_gateway.html 

 503 Service Temporarily Unavailable - maintenance.html 

ウェブサーバの再起動後、数時間で、カスタムエラードキュメントが使用されるように

なります。 
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ドメインフォワーダを追加する 
新しいドメイン名をセットアップするか、既存のドメイン名を再構成して、訪問者を他

のウェブサイトにリダイレクトすることができます。 

 新しいドメインフォワーダを追加するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部に

ある［契約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［新しいドメインの追加］をクリックします。 

4. 以下を指定します。 

a. ［ドメイン名］ボックスに、サービスプロバイダまたはドメイン

名登録機関に登録したドメイン名を入力します。 

b. ［DNSサーバ設定］で、［このサーバのマスター DNSゾーンを維持

する］オプションを選択します。 

c. ［ホスティングタイプ］で［転送］オプションを選択します。 

d. ［転送先アドレス］ボックスに、訪問者のリダイレクト先にする

インターネットアドレスを入力します。 

e. ［転送タイプ］で、希望する転送タイプを選択します。標準転送

では、ユーザはそのサイトにリダイレクトされ、ユーザのブラ

ウザには実際のサイトURLが表示されます。従って、他のURL
にリダイレクトされたことをユーザが認識できます。フレーム

転送では、サイトが実際には別のロケーションにあることをユ

ーザが認識できないようにしてユーザをリダイレクトします。

従って、標準転送より望ましい選択肢となります。 

5. ［OK］をクリックします。 

 既存のドメインを再構成し、ドメインフォワーダにするには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブでドメイン名を選択します。 

2. ［ホスティングタイプ］フィールドの横にある［変更］リンクをクリック

します。 

3. 以下を指定します。 

a. ［ホスティングタイプ］で［転送］オプションを選択します。 
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b. ［転送先アドレス］ボックスに、訪問者のリダイレクト先にする

インターネットアドレスを入力します。 

c. ［転送タイプ］で、希望する転送タイプを選択します。標準転送

では、ユーザはそのサイトにリダイレクトされ、ユーザのブラ

ウザには実際のサイトURLが表示されます。従って、他のURL
にリダイレクトされたことをユーザが認識できます。フレーム

転送では、サイトが実際には別のロケーションにあることをユ

ーザが認識できないようにしてユーザをリダイレクトします。

従って、標準転送より望ましい選択肢となります。 

4. ［OK］をクリックします。 
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Googleサービスを使用する 
Panel 内のリンクを使用して、サイトに Google カスタム検索エンジンを挿入するコー

ドを生成したり、ウェブマスターツールでウェブサイトの情報を Google に送信したり、

AdSense プログラムに登録したり、YouTube 動画、Google 翻訳サービス、その他の

Google 製品をサイトに埋め込むことができます。 

Google カスタム検索とは、Google が提供する検索エンジンです。Google カスタム検

索により、自分のウェブサイトに検索機能を追加して、検索結果ページの外観をウェブ

サイトに合わせて調整することができます。個人および非営利団体のウェブサイトで、

無料で使用できます。一方、一般企業や営利団体の場合は、Google からの広告が表示

されるカスタム検索エンジンを使用するか、Google Site Search サービスを契約してく

ださい（1 年 $100 より）。Google Site Search の詳細や価格については、

http://www.google.co.jp/intl/ja/sitesearch/index.html で確認してください。 

Googleウェブマスター ツールにより、ウェブマスターはウェブサイトの情報をGoogle
に送信して、検索統計を確認することができます。ウェブマスターツールの詳細につい

ては、http://www.google.com/support/webmasters/?hl=jp を参照してください。 

Google AdSense により、ウェブマスターは関連性の高い Google 広告をウェブサイト

に表示し、収益を得ることができます。AdSense の詳細については、

https://www.google.com/adsense/login/jp/ を参照してください。 

Google Web Elements により、ウェブマスターは任意の Google 製品をウェブサイトに

簡単に追加できます。ニュース、マップ、YouTube 動画などのコンテンツをウェブペ

ージに埋め込んだり、Google Friend Connect を使用してコミュニティサイトの機能や

サービスを充実させることができます。Google Web Elements の詳細については、

http://www.google.com/webelements/ を参照してください。 

Google サービスを使用する前に、Google Terms of Service（利用条件）に同意し、サ

イトの所有権を確認する必要があります。 

 Google の利用条件に同意し、サイトの所有権を確認するには： 

1. ［ホーム］タブまたは［ウェブサイトとドメイン］タブに進み、［Google 
Services for Websites］リンクをクリックします。 

2. Panelで利用条件のリンクをクリックし、ドキュメントを読みます。 

3. 利用条件に同意する場合は、チェックボックスをオンにして［確認］を

クリックします。 

これで、以下を実行できます。 

 ［Google ウェブマスター ツール］をクリックしてサイト情報を Google に送信し、

サイトの認知度を向上する。 
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 ［新しいカスタム検索エンジンを追加する］をクリックして、サイトに検索機能を

追加する。 

 ［Google AdSense］をクリックして、AdSense プログラムに登録する。 

 ［Google Web Elements］をクリックして、Google 製品を埋め込む。 

 Google にサイト情報を送信するには： 

1. ［ホーム］タブまたは［ウェブサイトとドメイン］タブに進み、［Google 
Services for Websites］リンクをクリックします。 

2. ［Googleウェブマスター ツール］をクリックします。 

［Google ウェブマスター ツール］エリアが別のブラウザウィンドウまたはタブに

表示されます。 

3. http://www.google.com/support/webmasters/bin/answer.py?hl=en&answ
er=156184 の指示に従ってサイトマップを作成し、それをGoogleに送

信します。 

 サイトにカスタム検索エンジンを追加するには： 

1. ［ホーム］タブまたは［ウェブサイトとドメイン］タブに進み、［Google 
Services for Websites］リンクをクリックします。 

2. ［カスタムサイト検索］をクリックします。 

3. ［新しいカスタム検索エンジンを追加する］をクリックします。 

4. 検索エンジン名を入力して、ウェブサイトを選択します。 

5. 利用条件に同意して［OK］をクリックします。 

新しい検索エンジンのレコードが Panel に追加されます。 

6. ［コードを取得する］リンクをクリックして、生成されたコードをクリッ

プボードにコピーし、ウェブサイトページのソースコードに貼り付けま

す。 

カスタム検索エンジンのリストにあるその他のリンクを使用して、以下の操作を実行で

きます。 

 収益を得る：カスタム検索エンジンを Google AdSense アカウントと関連付けます。

ユーザが広告をクリックして表示すると、収益を得られます。複数のカスタム検索

エンジンを使用している場合、すべてのエンジンは同じ AdSense アカウントに自動

的に関連付けられます。 

 管理する：カスタム検索エンジンを管理します。 

 デザインを変更する：検索ボックスと検索結果ページの外観を調整します。 

 アップグレードする：カスタム検索エンジンを、広告のない Google Site Search に

アップグレードします。 

 統計：サイト検索レポートを確認します。 
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 削除する：カスタム検索エンジンを削除します。 

 Google AdSense プログラムに参加するには： 

1. ［ホーム］タブまたは［ウェブサイトとドメイン］タブに進み、［Google 
Services for Websites］リンクをクリックします。 

2. ［Google AdSense］をクリックします。 

3. ［Google AdSense］アカウントをクリックします。 

4. 必要事項を入力して新しいAdSenseアカウントを作成するか、既存のア

カウントを選択して［OK］をクリックします。 

今後の手順を説明する確認メールが送信されます。 

ドメイン下で個人ウェブページをホスティング

する 
専用のドメイン名を必要としないユーザの個人用ウェブページを、貴社のウェブサーバ

でホスティングできます。このような個人用ページのウェブアドレスは

「http://your-domain.com/~username」のようになります。 

 ドメイン下で個人用ウェブページをホスティングし、公開用の
FTP アカウントをセットアップするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ウェブユーザ］に進みます。 

3. ［設定］をクリックします。 

4. 個人用ウェブページに埋め込まれたスクリプトを実行できるようにする

には、［ウェブユーザにスクリプトの使用を許可する］チェックボックス

をオンにします。 

5. ［OK］をクリックします。 

ステップ 4 で定義した設定は、貴社のウェブサーバでホスティングするすべての個

人用ウェブページで共通となります。従って、今後新しいウェブユーザアカウント

をセットアップする際に、ステップ 3～5 を実行する必要はありません。 

6. ［新しいウェブユーザを追加する］をクリックします。 

7. FTPを使用してウェブスペースにアクセスし、ウェブページを公開する

時に使用するユーザ名とパスワードを指定します。 
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ユーザ名には小文字の英数字、ハイフン、アンダースコア記号のみ使用できます。

ユーザ名の先頭はアルファベット文字にします。空白は使用できません。パスワー

ドには引用符、空白、ユーザのログイン名を使用できず、長さは 5～14 文字と決め

られています。 

8. このウェブページコンテンツで使用できるディスク容量を制限する場合、

［ハードディスククォータ］ボックスに、必要な値をメガバイト単位で入

力します。 

指定した制限値を超えると、ウェブページの所有者はウェブスペースにファイルを

追加できなくなります。 

9. ウェブページでサポートされるプログラミング言語を指定します。 

例えば、ウェブページを PHP で記述する場合、［PHP 対応］チェックボックスをオ

ンにします。 

10. Windowsベースのホスティングアカウントを使用しており、この個人用

ウェブページのアプリケーションでhttpdocsディレクトリのルートに

あるファイルベースのデータベース（Jetなど）を使用する必要がある場

合は、［追加の書込/変更パーミッション］オプションを選択してください。

このオプションを選択すると、ウェブサイトのセキュリティが著しく低

下する恐れがあります。 

11. ［OK］をクリックします。 

これで FTP アカウントのクレデンシャルをユーザに伝え、このユーザが自分のウェブ

ページを公開できるようになります。 

 ウェブページ所有者の FTP パスワードを変更するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［ウェブユーザ］に進みます。 

2. 必要なユーザ名をクリックします。 

3. ［新しいパスワード］ボックスおよび［パスワードの確認］ボックスで新

しいパスワードの入力と確認を行います。 

4. ［OK］をクリックします。 

 ウェブページ所有者へのディスク容量割り当てを増やすには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［ウェブユーザ］に進みます。 

2. 必要なユーザ名をクリックします。 

3. ［ハードディスククォータ］ボックスに、ディスク容量をメガバイトで入

力します。 

4. ［OK］をクリックします。 
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 ウェブページ所有者のアカウントをウェブページごと削除するに
は： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［ウェブユーザ］に進みます。 

2. 削除するユーザアカウントのチェックボックスをオンにして、［削除］

をクリックします。 

3. 削除を確認して［OK］をクリックします。 

 

 
 

ウェブサイトへの接続の帯域幅と数を制限する 
帯域幅の過剰な使用を回避し、サイトを DoS 攻撃から防御するために、サイトの帯域

幅使用率と同時接続可能数を制限することができます。 

 サイトへの帯域幅使用率と接続数を制限するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［帯域幅制限］に進みます。 

3. ［帯域幅制限をスイッチオンする］チェックボックスをオンにします。 

4. ［帯域幅使用率の上限（KB/s）］ボックスに、キロバイト単位で最大転送

速度を指定します。 

5. ［接続数制限をスイッチオンする］チェックボックスを選択します。 

6. ［接続数の上限］ボックスに、サイトへの同時接続数の上限を指定しま

す。 

7. ［OK］をクリックします。 
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Microsoft Frontpageウェブサイトを使用する

（Windowsホスティング） 
Microsoft FrontPage は、ディスクベースとサーバベースという 2 種類のウェブサイト

に対応しています。ディスクベースのウェブサイトの場合、ローカルハードディスク上

で FrontPage ウェブサイトを作成してからウェブサーバに公開します。サーバベースの

ウェブサイトの場合、ウェブサーバ上でウェブサイトを直接作成して作業するため、改

めて公開手続きを行う必要はありません。ここでは、ディスクベースのウェブサイトを

公開する手順のみ説明します。 

ディスクベースのウェブサイトは、FTP または HTTP 経由で公開できます。ホスティ

ングサーバで FrontPage Server Extensions を実行している場合、HTTP 経由でサイト

を公開します（例：http://your-domain.com/MyWebSite）。ホスティングサーバが FTP
をサポートしている場合、FTP ロケーションでサイトを公開することになります（例：

ftp://ftp.your-domain.com/myFolder）。 

公開後、FrontPage Server Extensions を使用してサイトを管理できます。 

 FrontPage Server Extensions 管理インターフェースにアクセスする
には： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［高度なオペレーション］グループで［FrontPage］をクリックします。 

4. 以下のいずれかを行います。 

 HTTP 接続経由でサイトを管理する場合、［Frontpage Webadmin］をクリックし

ます。 

 セキュア SSL 接続経由でサイトを管理する場合、サイトに対して SSL サポート

が有効になっていれば、［Frontpage SSL Webadmin］をクリックします。 

5. FrontPage管理者のユーザ名とパスワードを入力し、［OK］をクリック

します。 

FrontPage server extensions の使用方法については、オンラインヘルプ（［Frontpage 
WebAdmin］ > ［ヘルプ］）または Microsoft のウェブサイトを参照してください。 

Panel では、次の FrontPage 設定を変更可能です。 

 Microsoft FrontPage IIS Index Serverを使用してウェブサイトのフルテキストイ

ンデックスを構築する。 
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 SMTP メールサーバおよび送信者のメールアドレス。これらのオプションは、サ

イトからメールで情報を送信する FrontPage フォームを使用する場合に適用さ

れます。デフォルトでは、ドメインの DNS ゾーンに指定された SMTP サーバが

メール送信に使用されます。ゾーンに SMTP サーバが指定されていなければ、

FrontPage はドメイン（サイト）がホスティングされているサーバ上で稼働して

いるメールサービスを使用します。 

 これらのいずれかの設定を変更するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［FrontPage］ > ［設定］に進みます。 

2. 必要な変更を行い［OK］をクリックします。 
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FrontPage ウェブサイトを公開する 

 FTP 経由でファイルを公開するには： 

1. FrontPageプログラムを開きます。 

2. FrontPageのウェブサイトを開きます。［ファイル］メニューで［サイト

を開く］アイテムを選択します。 

3. ［リモートWebサイト］ビューに進みます。［Webサイト］タブをクリック

してから、ウィンドウの下部にある［リモートWebサイト］ボタンをクリ

ックします。 

4. リモートウェブサイトのプロパティをセットアップします。 

 ウィンドウの右上隅にある［リモート Web サイトのプロパティ］ボタンをクリ

ックします。 

 リモートウェブサーバとして［FTP］を選択します。 

 ［リモート Web サイトの場所］ボックスに、ホスト名を入力します（例：

ftp://ftp.your-domain.com）。 

 ［FTP ディレクトリ］ボックスに、ホスティング事業者から指定された FTP デ

ィレクトリを入力します。指定されていない場合は、空欄にしておいてください。 

 コンピュータまたはネットワークがファイアウォールで防御されている場合、

［パッシブ FTP を使用する］チェックボックスをオンにします。 

5. ［OK］をクリックして、リモートサイトに接続します。 

［リモート Web サイト］ビューには、ローカルサイトとリモートサイトにあるファ

イルが表示されます。 

6. ウィンドウの右下隅にある［Webサイトの公開］ボタンをクリックしま

す。 

   

 FrontPage Server Extensionsをサポートするサーバ上に HTTP経由で
ファイルを公開するには： 

1. FrontPageプログラムを開きます。 

2. FrontPageのウェブサイトを開きます。［ファイル］メニューで［サイト

を開く］アイテムを選択します。 

3. ［リモートWebサイト］ビューに進みます。［Webサイト］タブをクリック

してから、ウィンドウの下部にある［リモートWebサイト］ボタンをクリ

ックします。 
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4. ウィンドウの右上隅にある［リモートWebサイトのプロパティ］ボタンを

クリックします。 

5. ［リモートWebサイト］タブの［リモートWebサーバーの種類］で、FrontPage
またはSharePoint Servicesをクリックします。 

6. ［リモートWebサイトの場所］ボックスで、フォルダやファイルの公開先

リモートウェブサイトのインターネットアドレスをプロトコルを含めて

入力するか（http://www.your-domain.comなど）、［参照］をクリックし

てサイトを探します。 

7. 以下のいずれかを実行します。 

 SSL を使用して安全な通信チャネルを確立し、機密情報を盗難から防御するに

は、［暗号化接続の要求（SSL）］をクリックします。ウェブサーバ上で SSL
接続を行うには、公認認証局が発行したセキュリティ証明書をサーバに設定する

必要があります。サーバが SSL をサポートしていない場合、このチェックボッ

クスをオフにします。オンのままにすると、フォルダやファイルをリモートウェ

ブサイトに公開できません。 

 ウェブページ公開時に特定のタイプのコードを削除するには、［HTML の最適化］

タブで希望のオプションを選択します。 

 公開のデフォルトオプションを変更するには、［公開］タブで希望のオプション

を選択します。 

8. ［OK］をクリックして、リモートサイトに接続します。 

［リモート Web サイト］ビューには、ローカルサイトとリモートサイトにあるファ

イルが表示されます。 

9. ウィンドウの右下隅にある［Webサイトの公開］ボタンをクリックしま

す。 
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FrontPage アカウントを追加する 

ウェブサイトコンテンツで他のユーザとコラボレーションするために Microsoft 
FrontPage を使用するには、追加の Microsoft FrontPage アカウントを作成する必要が

あります。 

 追加の Microsoft FrontPage アカウントを作成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［高度なオペレーション］グループで［FrontPage］をクリックします。 

4. ［新しいFrontPageアカウントを追加する］をクリックします。 

5. 以下を指定します。 

 アカウントのユーザ名とパスワード。 

 ディスク容量の上限。このアカウントで使用できるディスク容量を制限するには

［無制限］チェックボックスをオフにして［ハードディスククォータ］ボックス

に上限をメガバイト単位で入力します。 

指定した上限に到達すると、ユーザはウェブスペースにファイルをそれ以上アッ

プロードできなくなります。 

6. ［OK］をクリックします。 

 追加の Microsoft FrontPage アカウント設定を変更するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［FrontPage］に進みます。 

2. 一覧から必要なアカウント名をクリックします。 

3. 必要に応じて設定を調整し、［OK］をクリックして変更を保存します。 

 追加の Microsoft FrontPage アカウントを削除するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［FrontPage］に進みます。 

2. 削除するアカウントのチェックボックスをオンにします。 

3. ［削除］をクリックします。 

4. 削除を確認して［OK］をクリックします。 
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仮想ディレクトリを使用する（Windowsホスティ

ング） 
仮想ディレクトリとは、サーバのハードディスク上にある既存の物理ディレクトリへの

リンクです。仮想ディレクトリには、カスタム ASP.NET 構成、アクセスパーミッショ

ン、パスワード保護などの様々な設定があります。 

各仮想ディレクトリはカスタマイズ ASP.NET構成などの設定を独自に持つことができ

るため、仮想ディレクトリは、ASP.NET で記述されたウェブアプリケーションをセッ

トアップする際などに非常に便利です。 例えば、ASP.NET バージョン 1.1 を使用して

いるウェブアプリケーションが 3 つあり、ASP.NET バージョン 2.0 を使用しているウ

ェブアプリケーションを 1 つインストールする必要がある場合、ASP.NET 2.0 アプリ

ケーション用に仮想ディレクトリを作成して、このディレクトリ用の ASP.NET 設定を

構成してバージョン 2.0 に対応させ、必要なアプリケーションをインストールすること

ができます。 

仮想ディレクトリをエイリアスとして使用することもできます。例えば、物理ディレク

トリ /my_data/web_apps/forum のドメイン「example.com」にウェブアプリケー

ションがインストールされているとします。このウェブアプリケーションにアクセスす

るためには、ユーザは「example.com/my_data/web_apps/forum」と入力する必

要がありますが、長すぎて覚えるのも入力するのも大変です。そこで、仮想ディレクト

リ「forum」を仮想ホストのルートに作成し、この仮想ディレクトリを

「/my_data/web_apps/forum」と関連付けます。 ウェブアプリケーションにアク

セスしたいユーザは「example.com/forum」と入力するだけでウェブアプリケーシ

ョンを利用できます。 これは短いため覚えるのも簡単です。 

仮想ディレクトリを作成する 

 仮想ディレクトリを作成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ディレクトリ］に進みます。ここがウェブサイトのルートにな

ります。 

3. 新しい仮想ディレクトリを作成するディレクトリに進みます。 

4. ［仮想ディレクトリを作成する］をクリックします。 

注：仮想ディレクトリの代わりに物理ディレクトリを作成する場合は、［ディレク

トリを作成する］をクリックしてディレクトリ名を指定し、［OK］をクリックしま

す。 
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5. 以下の必要パラメータを指定します。 

 名前：仮想ディレクトリ名を指定します。 

 パス：仮想ディレクトリパスを指定します。 

 ［仮想ディレクトリと同名の物理ディレクトリを作成する］チェックボック

スをオンにすると、仮想ディレクトリと同じ名前の物理ディレクトリが自動

的に作成されます。 

 既存の物理ディレクトリを選択する場合は、［仮想ディレクトリと同名の物

理ディレクトリを作成する］チェックボックスをオフにしてフィールドにパ

スを指定してください。 

 スクリプトソースへのアクセス：このチェックボックスをオンにすると、読み取

りまたは書き込みパーミッションが設定されているユーザはソースコードにア

クセスできます。ソースコードには ASP アプリケーションのスクリプトも含ま

れます。 

 読み取りパーミッション：このチェックボックスをオンにすると、ユーザはファ

イルまたはディレクトリ、および関連するプロパティを読み取ることができます。 

 書き込みパーミッション：このチェックボックスをオンにすると、ユーザはファ

イルおよび関連プロパティを仮想ディレクトリにアップロードしたり、書き込み

可能なファイルのコンテンツを変更することができます。書き込みパーミッショ

ンは、HTTP 1.1 プロトコルの PUT 機能がサポートされているブラウザのみで有

効です。 

 ディレクトリの参照：このチェックボックスをオンにすると、ユーザは仮想ディ

レクトリのファイルとサブディレクトリのハイパーテキストリストを参照でき

ます。 

 訪問をログに保存する：このチェックボックスをオンにすると、仮想ディレクト

リへの訪問者に関する情報が保存されます。 

 アプリケーションの作成：このチェックボックスをオンにすると、ディレクトリ

が IIS アプリケーションになります。当該ディレクトリはウェブサイトの他の部

分から論理的に独立します。 

 実行パーミッション：仮想ディレクトリで許可されるプログラムの実行レベルを

選択します。 

 なし：HTML や画像ファイルなどの静的ファイルへのアクセスのみを許可し

ます。 

 スクリプトのみ：スクリプトの実行のみを許可します。その他の実行可能フ

ァイルを実行することはできません。 

 スクリプトと実行可能ファイル：制限がすべて解除され、すべてのファイル

タイプを実行できます。 

 ASP 設定：ASP ベースのウェブアプリケーションに固有の設定を行います。 
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 使用している ASP ベースのウェブアプリケーションが、IIS で設定している

データ転送制限では正常に動作しない場合、変更したいフィールドの横の［親

ディレクトリの定義を使用］チェックボックスをクリアして、必要な数値を

入力してください。 

 サーバ側で ASP アプリケーションのデバックを有効にするには、［親ディレ

クトリの定義を使用］チェックボックスをクリアして［ASP サーバサイドス

クリプトのデバッグを有効にする］チェックボックスをオンにします。 

 クライアント側で ASP アプリケーションのデバックを有効にするには、［親

ディレクトリの定義を使用］チェックボックスをクリアして［ASP クライア

ントサイドスクリプトのデバッグを有効にする］チェックボックスをオンに

します。 

root 仮想ディレクトリの ASP 設定を変更する場合、デフォルトのチェックボッ

クスは［親ディレクトリの定義を使用］ではなく［IIS の定義を使用］であるこ

とに注意してください。 

6. ［OK］をクリックします。 

  

 仮想ディレクトリを削除するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ディレクトリ］に進みます。 

3. 削除したいディレクトリのチェックボックスをオンにします。 

4. ［削除］をクリックします。 

5. 削除を確認して［OK］をクリックします。 
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仮想ディレクトリの ASP.NET 設定 

 仮想ディレクトリの ASP.NET 設定を構成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ディレクトリ］に進みます。 

3. 必要なディレクトリを検索し、名前のリンクをクリックします。 

4. ［ASP.NET設定］をクリックします。 

5. データベースを使用するASP.NETアプリケーションのデータベース接

続データを決める文字列をセットアップします。このオプションは

ASP.NET 2.0.xでのみ有効です。 

初めて ASP.NET の構成ページを開くと、共通構成を持つ接続パラメータのサン

プルが表示されます。サンプルを削除し、独自の文字列に変更することができま

す。 

 文字列を追加するには、［名前］および［接続パラメータ］入力フィールドに必

要なデータを入力し、横にある  をクリックします。 

 文字列を削除するには、横にある  をクリックします。 

6. ASP.NETアプリケーションが返すカスタムエラーメッセージをセット

アップします。 

 カスタムエラーメッセージモードを設定するには［カスタムエラーモード］メニ

ューで適切なオプションを選択します。 

 オン：カスタムエラーメッセージが有効になります。 

 オフ：カスタムエラーメッセージが無効になり、エラーの詳細が表示されま

す。 

 リモートのみ：カスタムエラーメッセージはリモートクライアントにのみ表

示され、ASP.NET エラーはローカルホストに表示されます。 

 新規カスタムエラーメッセージ（※［オフ］モードを選択していなければ適用さ

れます）を追加するには、［ステータスコード］および［リダイレクト URL］フ

ィールドに値を入力して  をクリックします。 

 ステータスコード：エラーページにリダイレクトされる HTTP ステータスコ

ードを定義します。 

 リダイレクト URL：エラーに関する情報をクライアントに提供するエラーペ

ージのアドレスを定義します。 
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競合を避けるため、既存のエラーコードで新規カスタムエラーメッセージを追加

することはできませんが、既存のコードに対して URL を再定義することはでき

ます。 

 リストからカスタムエラーメッセージを削除するには、横にある  をクリック

します。 

7. ［コンパイルおよびデバッグ］フィールドで、コンパイル設定を構成しま

す。 

 動的コンパイルファイルのデフォルトとして使用するプログラミング言語を決

定するには、［ウェブページのデフォルト言語］メニューからエントリを選択し

ます。 

 リテールバイナリのコンパイルを有効にするには、［デバッグの有効化］チェッ

クボックスをクリアしておきます。 

 デバッグバイナリのコンパイルを有効にするには、［デバッグの有効化］チェッ

クボックスを選択します。この場合、ソースコードの一部にエラーがあると、診

断メッセージに表示されます。 

注： アプリケーションをデバッグモードで実行すると、メモリやパフォーマンスの

オーバーヘッドが発生します。デバッグは、アプリケーションのテスト時に使用し

て、本稼働段階では無効にすることをお勧めします。 

8. ［グローバリゼーション設定］セクションで、ASP.NETアプリケーション

のエンコーディング設定を構成します。 

 すべての受信リクエストに適用するエンコーディングを設定するには、［リクエ

ストのエンコーディング］フィールドにエンコーディングの値を入力します（デ

フォルトは「utf-8」です）。 

 すべてのレスポンスに適用するエンコーディングを設定するには、エンコーディ

ング値を［レスポンスのエンコーディング］フィールドに入力します（デフォル

トは「utf-8」です）。 

 .aspx、.asmx、.asax ファイルの解析にデフォルトで使用するエンコーディ

ングを設定するには、エンコーディング値を［ファイルのエンコーディング］フ

ィールドに入力します（デフォルトは「Windows-1252」です）。 

 受信するウェブリクエストに対してデフォルトで使用するカルチャーを設定す

るには、［カルチャー］リストから適切なアイテムを選択します。 

 ロケールに依存するリソースの検索時にデフォルトで使用するカルチャーを設

定するには、［UI カルチャー］リストで適切なアイテムを選択します。 

9. ASP.NETアプリケーションのCAS（コードアクセスセキュリティ）信用

レベルを［コードアクセスセキュリティ］フィールドに設定します。 

CAS 信用レベルとは、アプリケーションの実行を割り当てるセキュリティゾーンで

あり、アプリケーションがアクセスできるサーバリソースを定義します。 
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重要： アセンブリに割り当てられた信用レベルが低すぎると、アセンブリは正しく

機能しません。パーミッションレベルの詳細については  
http://msdn.microsoft.com/library/jp-jp/dnnetsec/html/THCMCh09.asp?frame=true#c
09618429_010 を参照してください。 

10. ASP.NET 1.1.xを使用している場合は、［スクリプトライブラリ設定］フ

ィールドで補助スクリプトの使用を有効にできます。ウェブサイトで検

証ウェブコントロールを使用している場合は、スクリプトライブラリ設

定を指定する必要があります。 

 補助スクリプト（具体的には、入力データ検証用オブジェクトを実行するスクリ

プト）を使用する必要がある場合は、.NET フレームワークスクリプトライブラ

リの設定を指定してください。これを行うには、［Microsoft スクリプトライブラ

リへのパス］フィールドに、スラッシュに続けてドメインのルートディレクトリ

から始まるパスを入力するか、［Microsoft スクリプトライブラリへのパス］フィ

ールドの横にあるフォルダアイコンをクリックして必要なロケーションを選択

します。 

 スクリプトを含むファイルを特定のロケーションにインストールするには、［イ

ンストール］チェックボックスをオンにします。既存のファイルは上書きされま

す。 

11. クライアントセッションパラメータを［セッション設定］フィールドに設

定します。 

 アプリケーションのデフォルト認証モードをセットアップするには、［認証モー

ド］リストで適切なアイテムを選択します。IIS 認証を使用している場合は、

Windows 認証モードを選択してください。 

 許可されるセッションアイドル時間をセットアップするには、［セッションタイ

ムアウト］フィールドに適切な値を分単位で入力してください。 

12. ［OK］をクリックすると、変更した内容がすべて適用されます。 
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仮想ディレクトリ用の PHP を構成する 

PHP4 または PHP5 が必要なウェブアプリケーションを使用するには、個別の仮想ディ

レクトリに対して必要な PHP バージョンを選択できます。 

 仮想ディレクトリの PHP バージョンを選択するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ディレクトリ］に進みます。 

3. 必要なディレクトリを検索し、名前のリンクをクリックします。 

4. ［ツール］グループで［PHP設定］をクリックします。 

5. 必要なPHPバージョンを選択し、［OK］をクリックします。 
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仮想ディレクトリへのアクセスをセットアップする 

 仮想ディレクトリのアクセス権限を設定するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ディレクトリ］に進みます。 

3. 現在の仮想ディレクトリにアクセス権限を設定するには、［ツール］グ

ループで［ディレクトリアクセスパーミッション］をクリックします。現

在のディレクトリの下にあるサブディレクトリにパーミッションを設定

するには、  アイコンをクリックします。 

4. 以下を実行してください。 

 親フォルダから当該ファイル/フォルダにパーミッションを継承させるには、［親

フォルダからこのオブジェクト（およびすべての子オブジェクト）へのパーミッ

ション継承を許可する。ここで明示的に定義したエントリを含める。］チェック

ボックスをオンにします。 

 このフォルダに含まれるファイルとフォルダに、定義したフォルダパーミッショ

ンを継承させるには、［すべての子オブジェクトのパーミッションエントリを、

ここに表示されるエントリに置き換える］チェックボックスをオンにします。 

 グループまたはユーザのパーミッションを変更または削除するには、パーミッシ

ョンの名前を［グループまたはユーザ名］リストでクリックします。該当するグ

ループまたはユーザが［グループまたはユーザ名］リストに存在しない場合は、

リストの上にあるメニューで必要なユーザまたはグループ名を選択し、  をク

リックします。リストに、ユーザ/グループ表示されます。それを選択します。 

選択したユーザ/グループのパーミッションを許可または却下するには、［次の

ユーザ/グループのパーミッション：<ユーザ/グループ名>］にリストされたパー

ミッションに対して［許可］または［却下］チェックボックスをオンにします。

［許可］または［却下］列でチェックボックスがグレー表示されている場合、こ

のパーミッションは親フォルダから継承されたものです。 

 親フォルダから継承されたパーミッションを却下するには、［却下］列のチェッ

クボックスをオンにします。これにより、このファイルまたはフォルダに継承さ

れたパーミッションは上書きされます。 

 親フォルダから「拒否」として継承されたパーミッションを「許可」に設定する

には、［親フォルダからこのオブジェクト（およびすべての子オブジェクト）へ

のパーミッション継承を許可する。ここで明示的に定義したエントリを含める。］

チェックボックスをクリアします。これにより、継承されたパーミッションが削

除されます。次に、必要に応じて［許可］および［却下］列でチェックボックス

をオンにします。 
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 グループまたはユーザからアクセスパーミッションを削除するには、［グループ

またはユーザ名］リストで必要な名前を選択し、横にある  アイコンをクリッ

クします。 

5. パーミッションを詳細に設定する必要がある場合は、［拡張］ボタンを

クリックして以下の作業を行ってください。 

 グループまたはユーザのパーミッションエントリを作成するには、該当する名前

を［グループまたはユーザ名］リストで選択して  をクリックします。 

 グループまたはユーザにファイル/フォルダパーミッションを設定または変更す

るには、［グループまたはユーザ名］リストで名前を選択し、［次のユーザ/グ
ループのパーミッション：<ユーザ/グループ名>］にリストされたパーミッショ

ンに対して［許可］または［却下］チェックボックスをオンにします。 

 グループまたはユーザのパーミッションエントリを削除するには、［グループま

たはユーザ名］リストで名前を選択して  をクリックします。 

 ［次のユーザ/グループのパーミッション：<ユーザ/グループ名>］で定義したパ

ーミッションがフォルダの子オブジェクトに継承されるようにするには、［すべ

ての子オブジェクトのパーミッションエントリを、子オブジェクトに適用される

ここに示すエントリに置き換える］チェックボックスをオンにして、［適用先］

リストでパーミッション継承先オブジェクトのチェックボックスをオンにしま

す。 

6. ［OK］をクリックします。 

 

 仮想ディレクトリ内のファイルとディレクトリへのアクセスを制
限するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［仮想ディレクトリ］に進みます。 

3. 保護したいディレクトリに進み、［保護］タブをクリックします。 

4. ［保護］をクリックします。 

5. ディレクトリにアクセスできるユーザを指定するには、［ユーザを追加

する］をクリックし、ユーザ名とパスワードを指定して、［OK］をクリ

ックします。 

6. ユーザがディレクトリにアクセスしようとすると表示される、保護エリ

アのタイトルを指定するには、［設定］をクリックし、タイトルを指定

して［OK］をクリックします。 
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 ユーザがディレクトリにアクセスする際のパーミッションを無効
にするには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［仮想ディレクトリ］ > ［保護］タブ

に進みます。 

2. ユーザ名に対応するチェックボックスを選択し、［削除する］をクリッ

クします。 

 ディレクトリの保護を解除し、一般ユーザがディレクトリコンテ
ンツを無制限に参照できるようにするには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［仮想ディレクトリ］ > ［保護］タブ

に進みます。 

2. ［保護を解除する］をクリックします。 

3. ［OK］をクリックして削除を確認します。 
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仮想ディレクトリ設定を変更する 

 仮想ディレクトリの設定を変更するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ディレクトリ］に進みます。 

3. プリファレンスを変更するディレクトリを開いて  をクリックするか、

当該ディレクトリ内で［ディレクトリプロパティ］をクリックします。 

4. 必要に応じて、設定を変更してください。 

 名前：仮想ディレクトリ名を指定します。 

 パス：仮想ディレクトリとリンクしている物理ディレクトリのパスを指定します。 

 スクリプトソースへのアクセス：このチェックボックスをオンにすると、読み取

りまたは書き込みパーミッションが設定されているユーザはソースコードにア

クセスできます。ソースコードには ASP アプリケーションのスクリプトも含ま

れます。 

 読み取りパーミッション：このチェックボックスをオンにすると、ユーザはファ

イルまたはディレクトリ、および関連するプロパティを読み取ることができます。 

 書き込みパーミッション：このチェックボックスをオンにすると、ユーザはファ

イルおよび関連プロパティを仮想ディレクトリにアップロードしたり、書き込み

可能なファイルのコンテンツを変更することができます。書き込みパーミッショ

ンは、HTTP 1.1 プロトコルの PUT 機能がサポートされているブラウザのみで有

効です。 

 ディレクトリの参照：このチェックボックスをオンにすると、ユーザは仮想ディ

レクトリのファイルとサブディレクトリのハイパーテキストリストを参照でき

ます。 

 訪問をログに保存する：このチェックボックスをオンにすると、仮想ディレクト

リへの訪問者に関する情報が保存されます。 

 アプリケーションの作成：このチェックボックスを選択すると、Web ディレク

トリを IIS アプリケーションにします。当該ディレクトリはウェブサイトの他の

部分から論理的に独立します。 

 実行パーミッション：仮想ディレクトリで許可されるプログラムの実行レベルを

選択します。 

 なし：HTML や画像ファイルなどの静的ファイルへのアクセスのみを許可し

ます。 

 スクリプトのみ：スクリプトの実行のみを許可します。その他の実行可能フ

ァイルを実行することはできません。 
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 スクリプトと実行可能ファイル：制限がすべて解除され、すべてのファイル

タイプを実行できます。 

 親パスの使用を許可する：このチェックボックスをオンにすると、現在のウェブ

ディレクトリの 1 つ上のフォルダを、パス名にダブルピリオドを使用して表現で

きます。これによってユーザは、具体的なフォルダ名や全体の階層構造を知らな

くてもフォルダの上位へ移動できます。このオプションを選択する場合、親パス

ディレクトリのプロパティで［実行パーミッション］チェックボックスをオンに

することはできません。 これにより、親パスで許可されないプログラムをアプ

リケーションで実行することはできなくなります。 

 MTA（マルチスレッドアパートメント）モードでのアプリケーション実行を許可

する：このチェックボックスをオンにすると、MTA（マルチスレッドアパート

メント）モードでアプリケーションを実行できます。選択をクリアすると、アプ

リケーションは STA（シングルスレッドアパートメント）モードで実行されま

す。STA では、各アプリケーションプールは専用のプロセスで実行されます。

MTA では 1 つのスレッドで複数の並列アプリケーションプールが実行されるの

で、場合によってはパフォーマンスが向上します。 

 デフォルトドキュメントを使用する：このチェックボックスをオンにすると、現

在のウェブディレクトリでデフォルトドキュメントを使用することができます。

デフォルトドキュメントとは、ユーザがファイル名を指定せずにウェブ上のディ

レクトリにアクセスした場合に送信されるドキュメントです（例えば、

「http://www.parallels.com」にアクセスすると

「http://www.parallels.com/index.html」が表示されます）。このチェックボック

スをオフにして、［ディレクトリの参照］チェックボックスをオンにすると、ウ

ェブサーバがフォルダのリストを返します。このチェックボックスをオフにして、

［ディレクトリの参照］チェックボックスもオフにすると、ウェブサーバは「ア

クセス禁止」のエラーメッセージを返します。 

 デフォルトドキュメントの検索順序：IIS がデフォルトドキュメントを検索する

順序を指定します。 最初に検索されたファイルがユーザに提供されます。一致

するドキュメントがない場合、IIS はデフォルトコンテンツページが無効である

場合と同じ結果を返します。 

 匿名アクセスを許可する：このチェックボックスをオンにすると、インターネッ

トユーザは認証なしでディレクトリにアクセスできます。 

 SSL が必要：このチェックボックスをオンにすると、SSL 暗号化された接続でし

かフォルダにアクセスできなくなります。 

 ASP 設定：ASP ベースのウェブアプリケーションに固有の設定を行います。 

 使用している ASP ベースのウェブアプリケーションが、IIS で設定している

データ転送制限では正常に動作しない場合、変更したいフィールドの横の［親

ディレクトリの定義を使用］チェックボックスをクリアして、必要な数値を

入力してください。 

 サーバ側で ASP アプリケーションのデバックを有効にするには、［親ディレ

クトリの定義を使用］チェックボックスをクリアして［ASP サーバサイドス

クリプトのデバッグを有効にする］チェックボックスをオンにします。 
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 クライアント側で ASP アプリケーションのデバックを有効にするには、［親

ディレクトリの定義を使用］チェックボックスをクリアして［ASP クライア

ントサイドスクリプトのデバッグを有効にする］チェックボックスをオンに

します。 

root ディレクトリの ASP 設定を変更する場合、デフォルトのチェックボック

スは［親ディレクトリの定義を使用］ではなく［IIS の定義を使用］であるこ

とに注意してください。 

5. ［OK］をクリックして変更を保存します。 
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MIME タイプを追加および削除する 

MIME（Multipurpose Internet Mail Exchange）タイプは、サーバから受信するファイル

をウェブブラウザまたはメールアプリケーションがどのように処理するのかを決定し

ます。例えば、ウェブブラウザは、サーバ上のアイテムを要求するときに、そのオブジ

ェクトの MIME タイプも同時に要求します。グラフィックなど一部の MIME タイプは、

ブラウザ内で表示することができます。ワープロ文書などその他のタイプを表示するに

は、外部のアプリケーションが必要になります。 

ウェブサーバは、クライアントのウェブブラウザにウェブページを提供するときに、デ

ータの MIME タイプも同時に通知します。特定形式のファイルが添付または埋めこまれ

ている場合、IIS はクライアントアプリケーションに対し、当該ファイルの MIME タイ

プについても通知します。この結果、クライアントアプリケーションは、IIS から受信

したデータをどのように処理または表示すればよいのかを判断できます。 

IIS は、登録されている MIME タイプのファイルしか処理できません。MIME タイプは、

グローバル IIS レベルでも、ウェブサイトまたは仮想ディレクトリレベルでも定義する

ことができます。ウェブサイトのメインディレクトリまたは仮想ディレクトリレベルで

定義された MIME タイプは、定義したエリアのみで使用されますが、グローバル定義さ

れた MIME タイプはすべてのドメインおよび仮想ディレクトリに継承されます。このよ

うな継承が行われないと、登録されていない MIME タイプのファイルに対する要求がウ

ェブサーバに受信されたときに、ウェブサーバは 404.3（Not Found）エラーを返すこ

とになってしまいます。 

 仮想ディレクトリに新規 MIME タイプを追加するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ディレクトリ］に進みます。 

3. 必要な仮想ディレクトリに進み、関連する名前のリンクをクリックしま

す。 

4. ［MIMEタイプ］タブをクリックします。 

5. ［MIMEタイプの追加］をクリックします。 

6. 以下を指定します。 

 ファイルの拡張子を［拡張子］フィールドに入力します。ファイル拡張子の先頭

はドット（.）にします。 あるいは、ワイルドカード（*）を使用すれば、ファ

イル拡張子に関係なくすべてのファイルが対象となります。 

 ［コンテンツ］フィールドにファイルコンテンツのタイプを指定します。 
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 リストから適切な値を選択することも、新規コンテンツタイプを定義することも

できます。新規コンテンツタイプを定義するには［カスタム］を選択し、入力ボ

ックスにコンテンツタイプを入力します。 

7. 作成を完了したら［OK］をクリックします。 

 仮想ディレクトリの MIME タイプを編集するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ディレクトリ］に進みます。 

3. 必要な仮想ディレクトリに進み、関連する名前のリンクをクリックしま

す。 

4. ［MIMEタイプ］タブを選択します。 

5. リストから必要なMIMEタイプを選択します。 

 ファイルの拡張子を［拡張子］フィールドに入力します。ファイル拡張子の先頭

はドット（.）にします。 あるいは、ワイルドカード（*）を使用すれば、ファ

イル拡張子に関係なくすべてのファイルが対象となります。 

 ［コンテンツ］フィールドにファイルコンテンツのタイプを指定します。 

 リストから適切な値を選択することも、新規コンテンツタイプを定義することも

できます。新規コンテンツタイプを定義するには［カスタム］を選択し、入力ボ

ックスにコンテンツタイプを入力します。 

6. ［OK］をクリックして変更を保存します。 

 仮想ディレクトリの MIME タイプを削除するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ディレクトリ］に進みます。 

3. 必要な仮想ディレクトリに進み、関連する名前のリンクをクリックしま

す。 

4. ［MIMEタイプ］タブを選択します。 

5. 削除したいMIMEタイプに該当するチェックボックスをオンにします。 

6. ［削除］をクリックします。 
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7. 削除を確認して［OK］をクリックします。 
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IISアプリケーションプールをセットアップする

（Windowsホスティング） 
IIS アプリケーションプールには、サイトにインストールされたすべてのウェブアプリ

ケーションが含まれます。サービスプロバイダによりサイトに専用 IIS アプリケーショ

ンプールが付与されている場合、自分のドメインで使用するウェブアプリケーションを、

同じサーバ上でウェブサイトをホスティングしている別のホスティングユーザが使用

しているウェブアプリケーションから分離することができます。各アプリケーションプ

ールは独立して動作するため、あるアプリケーションプールでエラーが発生しても、別

のアプリケーションプールで動作しているアプリケーションには影響がありません。 

一度アプリケーションプールを有効にすると、ドメイン上のすべてのウェブアプリケー

ションで使用されます。 

 ウェブサイト用の専用 IIS アプリケーションプールをスイッチオ
ンするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ウェブサイト用の専用IISアプリケーションプール］に進みます。 

3. ［スイッチオン］をクリックします。 

4. このアプリケーションプールで使用できるCPUリソース量を制限する

には、［CPUモニタリングをスイッチオンする］チェックボックスをオン

にして［最大CPU使用率（%）］フィールドにパーセント値を入力します。 

5. ［OK］をクリックします。 

 アプリケーションプールで稼働しているアプリケーションをすべ
て停止するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ウェブサイト用の専用IISアプリケーションプール］に進みます。 

2. ［停止］をクリックします。 

 アプリケーションプール内のアプリケーションをすべて起動する
には： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ウェブサイト用の専用IISアプリケーションプール］に進みます。 
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2. ［起動］をクリックします。 

既知のメモリリークがあるか、長期的な使用により状態が不安定になったアプリケーシ

ョンを実行している場合は、アプリケーションを再起動した方がよい場合があります。 

 アプリケーションプールで稼働しているアプリケーションをすべ
て再起動するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ウェブサイト用の専用IISアプリケーションプール］に進みます。 

2. ［リサイクル］をクリックします。 

 ウェブサイト用の専用 IIS アプリケーションプールをスイッチオ
フするには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ウェブサイト用の専用IISアプリケーションプール］に進みます。 

2. ［スイッチオフ］をクリックします。 
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Web Deployによるウェブパブリッシング

（Windowsホスティング） 
Microsoft 製の Web Deploy（ウェブデプロイメントツール）とは、ウェブサイトおよび

ウェブアプリケーションの移行、管理、導入を簡素化するツールです。 具体的には、

Visual Studio（IDE）や WebMatrix（開発ツール）などのお好みの環境でコードを作成

してから、Web Deploy を使用して本稼働サーバに更新内容を定期的に発行します。  

Visual Studio と WebMatrix の違い 

ホスティングアカウントにコードの更新をシームレスに発行できる環境をお求めの場

合、おそらく Visual Studio または WebMatrix が主な選択肢となるでしょう。  

 Visual Studio は、従来からある IDE であり、あらゆる規模の .NET アプリケーショ

ンやサイトを作成できます。 基本的な機能を拡張できる様々なプラグインが用意さ

れています。 ただし、Visual Studio でアプリケーションを実行およびデバッグする

ためには、追加の構成を行う必要があります（データベースおよび環境設定の準備

など）。 したがって、このツールは上級ユーザ向けです。 
 

 WebMatrix の場合、アプリケーションテンプレートや作業用アプリケーション

（WordPress、Joomla）を設定なしで使用できます。 ホスティングアカウントにア

プリケーションを追加したり、このアプリケーションを一から実行したい場合は、

リストからアプリケーションを選択するだけでWebMatrixがすべての設定を行いま

す。 さらに、WebMatrix を終了せずに、プロジェクト用のホスティングプランを簡

単に探し、契約することができます。 従って、このツールは初心者ユーザでも使用

でき、設定なしで実行可能なアプリケーションやテンプレートを使用して迅速に開

発を進めることができます。  

プロジェクトに適したツールをお選びください。 

Visual Studio および WebMatrix でウェブパブリッシングを構成する方法 

一般に、自分（自社）の環境でウェブパブリッシングをセットアップするには、発行設

定の画面を開き、ホスティングアカウントの IP アドレスとコントロールパネルへのロ

グイン用のユーザ名/パスワードを指定します。 

WebMatrix では、発行設定は［ホーム］ > ［発行］で行います。 WebMatrix でのウェ

ブパブリッシングのセットアップ方法について詳しくは、

http://www.microsoft.com/web/post/how-to-publish-a-web-application-using-webm

atrix（英語）を参照してください。 

Visual Studio での発行設定について詳しくは、

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/7z83t16a.aspx を参照してください。 
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注： ホスティングアカウントに更新内容をセキュア接続で送信したい場合は、発行設

定で関連するオプションを選択します。 有効な SSL 証明書をホスティングプロバイダ

が所有していない場合は、発行しようとするとエラーになります。 この問題を解決す

るには、セキュア接続の使用を中止するか、ホスティングプロバイダにご相談ください。 



 

  
 

ウェブサイトコンテンツ更新の最も簡単な方法は、FTP 経由でのアップロードです。 
FTP（ファイル転送プロトコル）とは、2 つのホスト（たとえば自分のコンピュータと

Panel サーバ）間でファイルを転送するための標準ネットワークプロトコルです。 
Panel が FTP サーバとなり、ユーザは任意の FTP クライアントを使用してサーバ上の

ディレクトリにアクセスします。 Panel は、次のようにあらゆる FTP 機能を備えてい

ます。 

 サーバへの認証付きのアクセス。 詳しくは、「FTP アクセスクレデンシャルを変更

する」のセクション（16417ページ）を参照してください。 

 複数ユーザアカウントによるコラボレーション。 詳しくは、「FTP アカウントを追

加する」のセクション（16517ページ）を参照してください。 

 匿名 FTP アクセス： 認証なしのアクセス。これは、ソフトウェアアップデートを

共有するためなどに使用できます。 詳しくは、「匿名 FTP アクセスをセットアップ

する」のセクション（16717ページ）を参照してください。 

この章の内容: 

FTP アクセスクレデンシャルを変更する ........................................................... 164 
FTP アカウントを追加する ................................................................................. 165 
匿名 FTP アクセスをセットアップする .............................................................. 167 
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FTP アクセスクレデンシャルを変更する 

サイトに関連するすべてのファイルとディレクトリはサーバの単一のディレクトリに

保存され、このディレクトリを「ウェブスペース」と呼びます。FTP 経由でウェブスペ

ースに接続し、ファイルをアップロード、ダウンロード、削除するためには、FTP アカ

ウントのユーザ名とパスワードを使用します。 

 FTP アカウントのユーザ名またはパスワードを変更するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースにアクセスできる場合、画面上部にある

［契約］メニューで、ウェブサイトがホスティングされているウェブス

ペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［ウェブホスティング設定］をクリックします。 

4. 新しいユーザ名またはパスワードを入力します。 

5. ［OK］をクリックします。 
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FTP アカウントを追加する 

自社のウェブサイトで他のユーザと共同作業したり、他のユーザにサブドメインをホス

ティングする場合、他のユーザのために個別のFTPアカウントを作成すると便利です。 

 追加の FTP アカウントを作成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［FTPアクセス］をクリックします。 

4. ［追加FTPアカウント］タブで［追加FTPアカウントを作成する］をクリッ

クします。 

5. 以下を指定します。 

 FTP アカウント名：任意の名前を入力します。 

 ホームディレクトリ：ユーザが FTP アカウントに接続すると表示されるディレ

クトリを選択します。 

 FTP パスワード： 

 ハードディスククォータ（Windows ホスティング）：サーバ上で FTP ユーザが

占有できるディスク容量を制限するには、［ハードディスククォータ］ボックス

の横の［無制限］チェックボックスをオフにして、ディスク容量をメガバイトで

入力します。 

 読み取りパーミッション（Windows ホスティング）。ホームディレクトリのコ

ンテンツを参照し、そこからファイルをダウンロードする権限を FTP ユーザに

与えるには、［読み取りパーミッション］チェックボックスをオンにします。 

 書き込みパーミッション（Windows ホスティング）。ホームディレクトリでデ

ィレクトリの作成/表示/名前変更/削除を行う権限を FTP ユーザに与えるには、

［書き込みパーミッション］チェックボックスをオンにします。 

Windows ホスティングでは、パーミッションを付与しないと、FTP アカウント

への接続が確立されても、ユーザにホームディレクトリのコンテンツが表示され

ません。 

6. ［OK］をクリックします。 

 追加 FTP アカウントのプロパティを変更するには： 
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1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［FTPアクセス］をクリックします。 

4. ［追加FTPアカウント］タブのリストで、必要なFTPアカウント名をクリ

ックします。 

5. 必要な変更を行い、［OK］をクリックします。 

 追加 FTP アカウントを削除するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［FTPアクセス］をクリックします。 

4. ［追加FTPアカウント］タブで削除するアカウントのチェックボックスを

オンにし、［削除］をクリックします。 

5. 削除を確認して［OK］をクリックします。 
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匿名 FTP アクセスをセットアップする 

他のユーザやサイトと IP アドレスを共有せず、専用 IP アドレスでサイトをホスティン

グしている場合、他のユーザが FTP 経由でファイルを匿名でダウンロードまたはアッ

プロードできるディレクトリをサイト内にセットアップすることができます。匿名 FTP
をオンにすると、ユーザは「ftp://ftp.your-domain.com」などのアドレスを持つディレク

トリに「anonymous」というユーザ名と任意のパスワードを使用してログインできる

ようになります。 

 匿名 FTP アクセスを許可するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［FTPアクセス］をクリックします。 

4. ［匿名FTP］タブをクリックします。 

5. 以下を実行してください。 

a. 匿名FTPサービスを有効にするには、［スイッチオン］をクリッ

クします。 

b. ユーザがFTPサイトにログインすると表示されるウェルカムメ

ッセージを設定するには、［ログインメッセージを表示する］チ

ェックボックスをオンにして、入力フィールドに任意のメッセ

ージテキストを入力します。 

すべての FTP クライアントでウェルカムメッセージが表示されるわけではあり

ません。 

c. サイトの訪問者に /incomingディレクトリへのファイルのア

ップロードを許可するには、［受信ディレクトリへのアップロー

ドを許可する］チェックボックスを選択します。 

d. ユーザに /incomingディレクトリでのサブディレクトリの作

成を許可するには、［受信ディレクトリでのディレクトリ作成を許

可する］チェックボックスをオンにします。 

e. /incomingディレクトリからのファイルのダウンロードを許可

するには、［受信ディレクトリからのダウンロードを許可する］チ

ェックボックスをオンにします。 
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f. アップロードするファイルが占有できるディスク容量を制限す

るには、［受信ディレクトリのディスク容量を制限する］オプショ

ンに対して［無制限］チェックボックスをクリアし、容量をキロ

バイトで指定します。 

これがハードクォータです。この制限に達すると、ユーザはディレクトリにファ

イルを追加できなくなります。 

g. 匿名FTPサーバに同時接続できる数を制限するには、［同時接続

の数を制限する］オプションに対して［無制限］チェックボック

スをオフにし、許可される接続数を指定します。 

h. 匿名FTP接続の帯域幅を制限するには、［この仮想FTPドメインの

ダウンロード帯域幅を制限する］オプションに対して［無制限］チ

ェックボックスをクリアし、最大帯域幅をキロバイト毎秒で入

力します。 

6. ［OK］をクリックします。 

 匿名 FTP サービスを設定変更するか、無効にするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［FTPアクセス］をクリックします。 

4. ［匿名FTP］タブをクリックします。 

5. 必要な操作を実行します。 

 必要に応じて設定を調整し［OK］をクリックします。 

 匿名 FTP サービスを無効にするには、［スイッチオフ］をクリックします。 

 



 

  
 

Panel には、最新のメール機能がすべて搭載されています。 コントロールパネルでメ

ールアカウントを作成または削除したり、メール転送をセットアップしたり、スパムや

ウイルスからの防御を設定することなどができます。 メールサービスの構成について

詳しくは、「メールを構成する」のセクション（17117ページ）を参照してください。  

一部のメールボックスをニュースやプロモーションの配信に使用したり、グループディ

スカッションをセットアップするには、メーリングリスト機能を使用できます。 これ

は、複数のユーザが登録されているメールアドレスです。 詳しくは、「メーリングリ

ストを使用する」のセクション（18017ページ）を参照してください。 

この章の内容: 

メールアカウントを追加する ............................................................................. 170 
メールを構成する ............................................................................................... 171 
メーリングリストを使用する ............................................................................. 180 
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メールアカウントを追加する 

 メールアドレスを作成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブをクリックします。 

3. ［メールアドレスの作成］をクリックします。 

4. メールアドレスの @ 記号の左側部分を入力し、（アカウントに複数の

ドメイン名がある場合は）メールアドレスを作成するドメイン名を選択

します。 

5. ［メールボックス］チェックボックスはオンにしておきます。 

このチェックボックスは、受信メールを他のアドレスに転送するメールフォワーダ

としてこのアドレスを使用する場合に限ってオフにしてください。 

6. メールボックスのサイズを指定するか、プロバイダのポリシーまたはサ

ービスプランに定義されているデフォルトサイズを使用します。 

7. 半角アルファベット5文字以上のパスワードを入力します。 

8. ［OK］をクリックします。 

 メールアドレスを削除するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブをクリックします。 

3. 削除するメールアドレスに対応するチェックボックスを選択し、［削除］

をクリックします。 

4. 削除を確認して、［はい］をクリックします。 
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メールを構成する 

Panel では、次の 2 つのレベルでメールサービスを構成できます。 

 メールアカウント設定の構成： これらの設定は、メールアカウントのみに影響しま

す。 たとえば、受信メッセージの転送先や、スパムの可能性があるメールの処理方

法などです。 メールアカウントに対して可能なオペレーションについて詳しくは、

「メールアカウントを構成する」のセクション（17217ページ）を参照してくださ

い。 

 グローバルなメール設定の構成： これらは、契約内のすべてのメールボックスに影

響する契約全体の設定です。 たとえば、Panelで使用するウェブメールシステムや、

存在しないユーザに送信されたメールの処理方法などです。 ただし、ホスティング

プランによっては、これらの設定を使用できない場合があります。 グローバルなメ

ール設定を変更する方法は、「（高度）メールのグローバル設定を構成する」のセ

クション（17917ページ）を参照してください。 
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メールアカウントを構成する 
プロバイダのポリシーで、コントロールパネルでのメールアカウントとサービスのセットア

ップが許可されている場合、次のメールサービスをセットアップして使用できます。 

 貴社のドメイン名に関連付けられたメールボックス。 

 メールエイリアス：ユーザのプライマリ（メイン）メールアドレスに関連付けられている

追加のメールアドレス。メールエイリアスは、インターネット上で公開できる一時的なア

ドレスとして使用できます。メールエイリアスとして設定しているアドレスにスパムが届

くようになった場合は、エイリアスを削除して別のエイリアスを作成できます。 

 メール転送：各メールアカウントに対して、すべての受信メールのコピーを別のメールア

ドレスに送信するメール転送サービスをセットアップできます。 

 自動返信：各メールアカウントに対して、あらかじめ定義したメッセージをすべての受信

メールに返信する自動返信機能をセットアップできます。これは、不在時に「外出中」や

「休暇中」などの通知を送信する場合に便利です。 

 スパムからの保護：各メールアカウントに対し、アンチスパムフィルタによるすべての受

信メッセージの解析をセットアップすることができます。さらに、スパムと見なされたメ

ッセージの処理方法（削除、特別なフォルダに移動、またはメッセージ件名にテキストを

追加）を指定できます。 

 ウイルス保護：Panel では、すべての送受信メールに対してウイルスチェックを実行でき

ます。 
 



 

 メール 173 
 

メール転送をセットアップする 

 メールアドレスにメール転送をセットアップするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メールアドレス］ > ［転送］タブに進みます。 

3. ［メール転送を有効にする］チェックボックスをオンにします。 

4. メールの転送先とするメールアドレスを1つ以上指定します。複数のメール

アドレスを指定する場合は、スペース、コンマ、セミコロンで区切るか、改

行してください。 

5. ［OK］をクリックします。 

6. 転送したメッセージのコピーをメールボックスに残したくない場合は、［メ

ール］タブで［メールアドレス］に進み、［メールボックス］チェックボック

スをオフにして、［OK］をクリックしてください。 

 メール転送を無効にするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メールアドレス］ > ［転送］タブに進みます。 

3. ［メール転送を有効にする］チェックボックスをオフにして、［OK］をクリッ

クします。 
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メールエイリアスを作成する 

 メールアカウントの追加メールアドレス（メールエイリアス）を追加
または削除するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メールアドレス］ > ［メールエイリアス］タブに進みます。 

3. 以下のいずれかを実行します。 

 アドレスを追加するには、［メールエイリアス］ボックスに入力し、［OK］をクリッ

クします。 

 アドレスを削除するには、削除するアドレスの右側の［削除］リンクをクリックしま

す。  
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自動返信をセットアップする 

 メールアドレスに自動返信をセットアップするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メールアドレス］ > ［自動返信］タブに進みます。 

3. ［自動返信を有効にする］チェックボックスをオンにして、次の設定を指定し

ます。 

 自動返信メールの件名。 

 メッセージフォーマット。受信者によっては、HTML 形式のテキストを表示できない

ため、［テキスト形式］オプションを選択しておくことをお勧めします。 

 エンコード。メッセージ内の文字が正しく表示されるようにするためには、UTF-8 を

選択しておくことをお勧めします。 

 メッセージテキスト。 

 転送先アドレス。受信メッセージを他のメールアドレスに転送する場合、このボック

ス内に転送先のメールアドレスを入力してください。 

 添付ファイル。メッセージにファイルを添付するには、［参照］をクリックしてファ

イルを選択します。 

4. ［OK］をクリックします。 

 メールアドレスに設定した自動返信をオフにするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メールアドレス］ > ［自動返信］タブに進みます。 

3. 自動返信をオフにするには、［自動返信を有効にする］チェックボックスをオ

フにして、［OK］をクリックします。 
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スパムから防御する 

 メールボックスのスパムフィルタを有効にするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メールアドレス］ > ［スパミフルタ］タブに進んでくださ

い。 

3. ［このメールアドレスに対してスパムフィルタを有効にする］チェックボックス

をオンにします。 

4. スパムに分類されたメッセージに対する処理を指定します。 

 ローカルコンピュータのソフトウェアを使用してメールをフィルタする場合は、［ス

パムメッセージの件名に指定テキストを追加してマーキングする］オプションを選択

し、スパムフィルタがスパムとして認識したメッセージをマーキングする方法を指定

します。デフォルトでは、「X-Spam-Flag: YES」ヘッダおよび「X-Spam-Status: Yes」
ヘッダがメッセージソースに付加され、必要に応じて件名行の先頭に特定のテキスト

文字列が追加されます。 

 スパムフィルタの精度を信頼できる場合、スパムと認識されたすべての受信メッセー

ジを自動的に削除するようにフィルタを設定できます。この場合、［スパムメッセー

ジをすべて削除する］オプションを選択します。 

 IMAP プロトコル経由でメールボックスにアクセスしており、スパムと見なされたす

べてのメッセージをスパムフィルタによって「Spam」という名前の IMAP フォルダに

移動させたい場合は、［スパムをスパムフォルダに移動する］オプションをオンにし

てください。 

すべてのメッセージは 30 日後に Spam フォルダから自動的に削除されるため、重要

なメッセージを見落とさないように Spam フォルダのコンテンツを定期的にレビュー

して、スパム以外のすべてのメッセージを受信フォルダに戻す必要があります。 

［スパムをスパムフォルダに移動する］オプションをオンにすると、スパムフィルタ

を学習させ、受信ボックスから Spam へ、あるいは Spam から受信ボックスへ、スパ

ムメッセージを移動して精度を上げることができます。 

5. スパムフィルタの感度を調節したい場合は、［高度な設定を表示する］をクリ

ックして、メッセージがスパムとみなされるスコアを示すポイント数を入力

してください。 

SpamAssassin は、各メッセージの本文と件名に対して複数のテストを実行します。その

ため、各メッセージに複数のポイントが記録されます。ポイントが高いほど、メッセージ

がスパムである可能性が高くなります。例えば、件名と本文にテキスト文字列「BUY 
VIAGRA AT LOW PRICE!!!」が含まれるメッセージのスコアは、8.3 ポイントになります。

デフォルトでは、スコアが 7 ポイント以上のメッセージをスパムと分類するようにフィル

タ感度が設定されます。 
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 現在の設定のままでは、受信するスパムメッセージが多すぎる場合、［スパムフィル

タの感度］ボックスの値を 6 などに下げてみてください。 

 スパムフィルタでジャンクとみなされて受信できないメールが多過ぎる場合、［スパ

ムフィルタの感度］ボックスの値を上げることにより、フィルタ感度を下げてみてく

ださい。 

注： スパムフィルタの精度を向上するために、このセクションの説明に従って、受信メ

ールメッセージのスパムフィルタを学習させることができます。 

6. 特定の送信者からのメールを常に受信したい場合は、メールアドレスまたは

ドメイン名を［ホワイトリスト］フィールドに追加してください。 

複数のアドレスが存在する場合は、アドレスごとに改行するか、コンマ、コロン、スペー

スでアドレスを区切ってください。アスタリスク（*）は任意の組み合わせ文字を意味し、

疑問符（?）は任意の一文字を意味します。例えば、address@mycompany.net, 
user?@mycompany.net、*@mycompany.net のように指定します。 *@mycompany.net
を指定すると mycompany.net というドメインのメールアドレスがすべてホワイトリスト

に追加されます。 

7. 特定のドメインや特定の送信者からのメールを受信したくない場合は、メー

ルアドレスまたはドメイン名を［ブラックリスト］フィールドに追加してくだ

さい。 

複数のアドレスが存在する場合は、アドレスごとに改行するか、コンマ、コロン、スペー

スでアドレスを区切ってください。アスタリスク（*）は任意の組み合わせ文字を意味し、

疑問符（?）は任意の一文字を意味します。例えば「address@spammers.net」、

「user?@spammers.net」、「*@spammers.net」のように入力します。

「*@spammers.net」を指定すると、「spammers.net」ドメインを持つすべてのメールが

ブロックされます。 

8. Windowsベースのホスティングアカウントを使用している場合、信頼できる

言語と文字セットも指定できます。指定された言語と定義された文字セット

で記述されているメールメッセージは、スパムフィルタを通過し、スパムと

マーキングされません。 

9. Windowsベースのホスティングアカウントでは、メールの送信元のコンピュ

ータまたはネットワークのIPアドレスを指定することもできます。ネットワ

ークアドレスを指定する場合、アドレスを入力して、スラッシュの後にネッ

トワークマスクを追加します。例えば「192.168.10.10/24」のようにします。 

10. ［OK］をクリックします。 

サーバの SpamAssassin スパムフィルタがアカウントに対してオンになっており、IMAP プ

ロトコル経由でメールボックスにアクセスしている場合、スパムの検出精度を改善すること

ができます。 

 スパム検出の精度を改善するには： 
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1. メールボックスに、ウェブメールまたはメールクライアントプログラムでア

クセスします。 

2. 受信フォルダ内のメッセージを確認します。すべてのスパムメッセージをス

パムフォルダに移動します。これにより、SpamAssassinスパムフィルタで

のスパムの認識率が上がります。 
 

ウイルスから保護する 

システムをウイルスから防御するには、疑わしい添付ファイルは開かず、ホスティング事業

者がアンチウイルスサービスを提供していればこれを有効にし、ファイアウォールおよびア

ンチウイルスソフトウェアがPCにインストールされていることを確認してください。また、

オペレーティングシステムを常に最新の状態に維持し、適宜、セキュリティホットフィック

スとパッチをインストールします。 

 メールボックスのアンチウイルスを有効にするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メールアドレス］ > ［アンチウイルス］タブに進みます。 

3. ［このメールアドレスに対してアンチウイルス防御を有効にする］チェックボッ

クスをオンにします。 

4. 使用するメールスキャンモードを選択します。受信メール、発信メール、ま

たは送受信メールに対してスキャンを有効にできます。 

5. ［OK］をクリックします。 

ウイルス感染したメッセージが届くと、メールで通知されます。プロバイダが Kaspersky 
Antivirus を使用している場合、［メール］タブの［メールアドレス］ > ［アンチウイルス］

タブで構成することができます。 

 メールボックスのアンチウイルスを無効にするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メールアドレス］ > ［アンチウイルス］タブに進みます。 

3. ［このメールアドレスに対してアンチウイルス防御を有効にする］チェックボッ

クスをオフにします。 

4. ［OK］をクリックします。 
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（高度）メールのグローバル設定を構成する 
次のようなメールサービス設定を構成し、契約内で作成されたすべてのドメインに適用する

ことができます。 

 メールサービスのステータス。メールサービスのオン/オフを切り替えることができます。

メールサービスがオフになっている場合は、メールメッセージを送受信できません。 

 メールバウンス設定。デフォルトでは、貴社のドメインに存在しないメールアドレス宛て

のメールメッセージを受け取ったメールサーバは、メールを受信し、処理して、該当する

受信者がドメイン内に存在しないと認識してから、エラーメッセージ付きで送信者にメー

ルを返します。以下のいずれかを選択できます。 

 今後も、このようなメールは送信者に返す（［メッセージ付きでバウンスする］オプ

ション） 

 指定メールアドレスに転送する（［キャッチ転送］オプション） 

 指定した IP アドレスを持つ外部メールサーバに転送する（［指定した IP アドレスの

外部メールサーバに転送する］オプション）（※Windows ホスティングのみ） 

 メールを受け取らず、送信者に通知せずに拒否する（［拒否］オプション） 

 ウェブメール。サービスプランに、アカウントで使用するウェブメールプログラムを選択

するオプションが含まれている場合、グローバルメール設定でプログラムを選択できます。 

 メールサービス設定を構成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［設定の変更］をクリックします。 

3. 必要なオプションを選択し［OK］をクリックします。 
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メーリングリストを使用する 

メーリングリストとは、多数のユーザが登録されているグループメールアドレスです。メー

リングリストを使用して、複数の受信者宛てにメールメッセージを一括送信できます。メー

リングリストに登録されたユーザ宛てに送信されるメールメッセージには、テキスト形式の

メースからカラフルなニュースレターまで、さらには画像やリンクが組み込まれたプロモー

ション、マルチメディアや発表資料の添付など、あらゆるものを含めることができます。 

メーリングリストのメカニズム：Parallels Panel にメーリングリストのメールアドレスを作

成し、そこにユーザを登録します。メーリングリストのアドレス宛てにメッセージを送信す

ると、登録されたすべてのユーザがこのメッセージを受信します。 

 メーリングリストをセットアップしてユーザを登録するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メーリングリスト］タブに進みます。 

3. ［メーリングリストの作成］をクリックします。 

4. メーリングリストのアドレスを入力します。複数のウェブサイトを使用して

いる場合は、メーリングリストを作成するウェブサイトを選択してくださ

い。 

5. メーリングリストにユーザを登録するには、ユーザのメールアドレスを1行
に1件ずつ入力します。 

6. メーリングリストが作成されたことをメーリングリスト管理者に通知するた

めには、［メーリングリストの作成を管理者に通知する］チェックボックスを

オンにします。 

7. ［OK］をクリックします。 

 ユーザを登録または登録解除するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メーリングリスト］タブに進みます。 

3. メーリングリストのアドレスをクリックします。 

4. 以下のいずれかを実行します。 
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 メーリングリストにユーザを登録するには、［登録者］フィールドにユーザのメール

アドレスを 1 行に 1 件ずつ入力します。 

 ユーザの登録を解除するには、［登録者］フィールドから該当アドレスを削除します。 

5. ［OK］をクリックします。 

 メーリングリストを削除するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メーリングリスト］タブに進みます。 

3. 削除するメーリングリストに対応するチェックボックスを選択し、［削除］

をクリックします。 

4. 削除を確認して、［はい］をクリックします。 

 メーリングリストサービスと、現在選択されている契約で作成された
すべてのメーリングリストを無効にするには： 

1. ［メール］タブで［メーリングリスト］タブに進みます。 

2. ［サービスを無効にする］をクリックします。 

 現在選択している契約のメーリングリストサービスを有効にするに
は： 

1. ［メール］タブで［メーリングリスト］タブに進みます。 

2. ［サービスを有効にする］をクリックします。 
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決まった時間にホスティングアカウントでスクリプトを実行する必要がある場合は、Panel
のタスクスケジューラを使用して、スクリプトを自動実行することができます。 

タスクをスケジューリングする（Linux ホス

ティング） 

決まった時間にホスティングアカウントでスクリプトを実行する必要がある場合は、Panel
のタスクスケジューラを使用して、スクリプトを自動実行することができます。 

Panel のインストール時に、以下のタスクが自動的に作成されます。 

 autoreport.php – ドメインに関するレポートを毎日、毎週、毎月配信します（3 つの

別々のタスク）。 

 backupmng – スケジュールされたドメインバックアップを 30 分ごとに開始します。 

 statistics – ドメイン別のリソース使用率の統計を生成します。 

 mysqldump.sh – 3 つの MySQL データベース（psadump、MySQL、Horde データベー

ス）のバックアップコピーを作成します。 

これらのタスクは統計、データベース、レポートに関連しているため、変更または削除しな

いことをお勧めします。 

 タスクをスケジューリングするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ス

ケジュール済みタスク］に進みます。 

3. ［新しいタスクをスケジュールする］をクリックします。 

4. ［スイッチオン］チェックボックスはオンのままにします。 

5. コマンドを実行する時間を指定します。 

 分：0～59 の値を指定します。 

 時：0～23 の値を指定します。 

 日：1～31 の値を指定します。 

 月：1～12 の値を指定するか、ドロップダウンボックスから月を選択します。 

 曜日：0～6（日曜日が 0）の値を入力するか、メニューから曜日を選択します。 

UNIX crontab エントリ形式を使用して、時間をスケジュールできます。この形式では、

以下の操作が可能です。 
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 複数の値をコンマ区切りで入力する。2 つの数字をハイフンでつなげると、包含範囲

を意味します。例えば、ある月の 4 日、5 日、6 日、20 日にタスクを実行するには、

「4-6,20」と入力します。 

 そのフィールドで許可されるすべての値を指定するには、アスタリスクを使用します。

例えば、タスクを毎日実行する場合、［日］テキストボックスに「*」と入力します。 

「N」ごとに実行するようにタスクをスケジュールするには、「*/N」という組み合わせを

入力します（「N」はフィールドの値で、単位は分、時、日、月）。例えば、［分］フィ

ールドに「*/15」と入力すると、15 分ごとに起動するタスクがスケジュールされます。 

月と曜日は省略名で入力できます（Aug、Jul、Mon、Sat などの最初の 3 文字）。ただし、

省略名をコンマで区切ったり、数字と一緒に指定することはできません。 

6. 実行するコマンドを指定します。［コマンド］入力ボックスにコマンドを入力

します。 

例えば、バックアップ作成タスクを指定の時間に実行し、バックアップファイルを自分の

メールアドレスに送信するには、次のコマンドを［コマンド］入力ボックスに指定します。 

/usr/local/psa/admin/sbin/backupmng 

7. ［OK］をクリックします。 

 タスク開始時に通知を受け取るには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ス

ケジュール済みタスク］に進みます。 

2. ［設定］をクリックし、通知ポリシーを指定します。 

  

 スケジューリングされたタスクの実行を一時停止するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ス

ケジュール済みタスク］に進みます。 

3. 一時停止するタスクのリンクを、［コマンド］列でクリックします。 

4. ［スイッチオン］チェックボックスをオンにして、［OK］をクリックします。 

 スケジューリングされたタスクの実行を再開するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 
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2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ス

ケジュール済みタスク］に進みます。 

3. 実行を再開するタスクのリンクを、［コマンド］列でクリックします。 

4. ［スイッチオン］チェックボックスをオンにして、［OK］をクリックします。 

 タスクをキャンセルするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ス

ケジュール済みタスク］に進みます。 

3. キャンセルするタスクの左側にあるチェックボックスをオンにして、［削除］

をクリックします。 

4. 削除を確認して［OK］をクリックします。 
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タスクをスケジューリングする（Windows ホ

スティング） 

決まった時間にホスティングアカウントでスクリプトを実行する必要がある場合は、Panel
のタスクスケジューラを使用して、スクリプトを自動実行することができます。 

Panel のインストール時に、以下のタスクが自動的に作成されます。 

 Update antivirus database：Parallels Premium Antivirus データベースをアップデートしま

す。 

 Statistics calculation：トラフィックやディスク容量といったリソース使用量の統計を生成

します。 

これらのタスクはサイト統計、データベース、レポートに関連しているため、変更または削

除しないことをお勧めします。 

 タスクをスケジューリングするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ス

ケジュール済みタスク］に進みます。 

3. ［新しいタスクをスケジュールする］をクリックします。 

4. スケジュールタスクを作成後すぐに有効にしたい場合は［スイッチオン］チェ

ックボックスをオンにしておきます。 

5. ［説明］フィールドにタスクの名前を入力します。 

6. ［スケジューラからの通知］で、スケジューラによるタスク実行時に通知する

かどうかを指定します。使用可能なオプションは次のとおりです。 

 スイッチオフ：通知しません。 

 デフォルトメールに送信：デフォルトメールアドレスに通知を送信します。 

 指定するメールアドレスに送信：該当フィールドで指定したメールアドレスに通知を

送信します。このオプションの選択後、右側のフィールドにメールアドレスを入力す

る必要があります。 

7. 実行するコマンドまたは実行可能ファイルを指定します。［実行可能ファイル

のパス］入力ボックスに入力します。オプションを指定してコマンドを実行

する必要がある場合は、オプションを［引数］フィールドに入力します。 
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 例えば、ディスク容量を計算する統計計算タスクを実行し、example.com および

example.net ドメインの詳細を表示するには、［実行可能ファイルのパス］入力ボッ

クスに次のパスを指定します。 

C:\Program Files\Parallels\Parallels 
Panel\admin\bin\statistics.exe 

次に、以下のオプションを［引数］フィールドに入力します。 

--disk-usage --process-domains=example.com, example.net –verbose 

 独自の php スクリプトをタスクスケジューラを使用して実行するには、次のパスを［実

行可能ファイルのパス］入力ボックスに指定します。 

C:\Program Files (x86)\Parallels\Parallels 
Panel\Additional\PleskPHP5\php.exe 

次に、以下のスクリプトの場所を［引数］フィールドに入力します。 

C:\Inetpub\vhosts\mydomain.tld\httpdocs\myscript.php 

8. ［タスクの優先度］フィールドで、適切な優先度を選択します。タスクの優先

度は［低］、［中］、［高］から選択できます。 

9. ［時］、［日］、［月］、［曜日］フィールドで適切なチェックボックスをオ

ンにして、コマンドをいつ実行するかを指定します。 

10. ［OK］をクリックしてタスクをスケジューリングするか、［今すぐ実行する］

をクリックしてスケジュールしたタスクを今すぐ実行します。 

 スケジューリングされたタスクの実行を一時停止するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ス

ケジュール済みタスク］に進みます。 

3. 一時停止するタスクを選択し、該当するリンクを［説明］列でクリックしま

す。 

4. ［スイッチオン］チェックボックスをオフにします。 

5. ［OK］をクリックします。 

 スケジューリングされたタスクを再開するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ス

ケジュール済みタスク］に進みます。 
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3. 実行を再開するタスクを選択し、該当するリンクを［説明］列でクリックしま

す。 

4. ［スイッチオン］チェックボックスをオンにします。 

5. ［OK］をクリックします。 

 タスクをキャンセルするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ス

ケジュール済みタスク］に進みます。 

3. キャンセルするタスクの左側にあるチェックボックスをオンにして、［削除］

をクリックします。 

4. 削除を確認して［OK］をクリックします。 

 

 



 

  
 

ウェブサイトに独自のデータ処理アプリケーションを組み込んだり、ウェブページをダ

イナミックに生成する場合は、データの保存や取得のためにデータベースが必要になり

ます。 その場合、サイト用に新しいデータベースを作成するか、または以前に MySQL、
PostgreSQL、または Microsoft SQL データベースにバックアップしたデータを取り込

むことが可能です。 アプリケーションカタログからアプリケーションをインストール

すると、必要なデータベースとデータベースユーザアカウントはすべて自動的に作成さ

れます。 

この章の内容: 

データベースを管理する ..................................................................................... 189 
外部データベースにアクセスする（Windows ホスティング） .......................... 194 
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データベースを管理する 

Panel では、様々なデータベース管理オペレーションを実行できます。 

 データベースの作成と削除 

 既存のデータベースのインポート 

 コラボレーション用の追加データベースユーザアカウントの作成。 

これらのオペレーションについて詳しくは、この章の各セクションを参照してください。 

データベースを作成する 

 ホスティングアカウントに新しいデータベースを作成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［高度なオペレーション］グループの［データベース］をクリックします。 

4. ［新しいデータベースの追加］をクリックします。 

5. データベースの名前を入力します。 

名前は、先頭をラテン文字にし、英数字とアンダースコアだけ使用することをお勧

めします（64 文字以内）。 

6. 使用するデータベースタイプを選択します。MySQL、PostgreSQL、ま

たはMicrosoft SQLサーバです。［OK］をクリックします。 

7. データベース管理者のクレデンシャルをセットアップするには、［新し

いデータベースユーザを追加する］をクリックします。 

8. データベースのコンテンツにアクセスするために使用するユーザ名とパ

スワードを入力します。 

9. ［OK］をクリックします。 

 

 データベースとそのコンテンツを削除するには： 
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1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［データベース］に進みます。 

3. 削除するデータベースのチェックボックスをオンにします。 

チェックボックスが灰色で表示された場合、このデータベースはウェブアプリケー

ションで使用されており、該当アプリケーションを削除しなければ削除することは

できません。 

4. ［削除］をクリックします。 

5. 削除を確認して［OK］をクリックします。 
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データベースをインポートする 

 既存のデータベースをインポートするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。     

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［データベース］（［高度なオペレーシ

ョン］グループ） > ［新しいデータベースユーザを追加する］の順に進み

ます。 

3. データベースの名前を入力します。 名前は、先頭をラテン文字にし、

英数字とアンダースコアだけ使用することをお勧めします（64文字以

内）。  

4. 使用するデータベースタイプを選択します。 MySQL、PostgreSQL、
またはMicrosoft SQLサーバです。 ［OK］をクリックします。 

5. データベース管理者のクレデンシャルをセットアップするには、［新し

いデータベースユーザを追加する］をクリックします。 

6. データベースのコンテンツにアクセスするために使用するユーザ名とパ

スワードを入力します。 ［OK］をクリックします。 

7. ［ツール］グループの［Webadmin］アイコンをクリックします。 
phpMyAdmin、phpPgAdmin、またはASPEnterpriseManagerデータベー

ス管理ツールのインターフェースが別のブラウザウィンドウで開きます。 
データベース管理ツールにより、ウェブブラウザでデータベースユーザ

アカウントを操作したり、SQLクエリを実行できます。 

MySQL データベースを使用している場合： 

a. 左フレームの［クエリウィンドウ］をクリックして、［ファイル

のインポート］タブをクリックします。  

b. データが含まれているテキストファイルを選択し、［Go］をクリ

ックします。 

c. ［テキストファイルよりデータを挿入する］リンクをクリックしま

す。 

MS SQL データベースを使用している場合： 

a. 左フレームでデータベース名をクリックします。 

b. ［クエリ］（虫メガネボタン）をクリックします。 
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c. テキストエリアにスクリプトのテキストをコピーして［クエリの

実行］をクリックします。 

データベースおよびそのコンテンツを管理するには、MySQL、PostgreSQL、Microsoft 
SQL サーバクライアントや、Panel からアクセスできるウェブベースのデータベース管

理ツール（［ウェブサイトとドメイン］タブ > ［データベース］ > ［データベース名］ 
> ［WebAdmin］）を使用してください。 

データベースユーザアカウントを作成する 
他のユーザと協力してウェブサイトを管理しており、これらすべてのユーザがデータベ

ースにアクセスできるようにするには、別のユーザアカウントを作成する必要がありま

す。 

 データベースユーザアカウントを作成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。     

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［データベース］ > ［データベース名］
の順に進み、［新しいデータベースユーザを追加する］をクリックします。 

3. データベースのコンテンツにアクセスするために使用するユーザ名とパ

スワードを入力します。 ［OK］をクリックします。 

 データベースユーザのパスワードを変更するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。     

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［データベース］を選択し、［データ
ベース名］ > ［データベースのユーザ名］をクリックします。 

3. 新しいパスワードを入力し［OK］をクリックします。 

 Webadmin ツールでのデータベース管理にデフォルトで使用する
ユーザアカウントクレデンシャルを指定するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。     

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［データベース］を選択し、データベ
ース名をクリックします。 
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3. 必要なユーザアカウントに該当するチェックボックスをオンにします。 

4. ［DB Webadminのデフォルトに指定する］をクリックします。 

 データベースユーザアカウントを削除するには：  

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。     

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［データベース］を選択し、データベ
ース名をクリックします。 

3. 削除するユーザアカウントのチェックボックスをオンにします。 

4. ［削除］をクリックして、削除を確認し［OK］をクリックします。  
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外部データベースにアクセスする

（Windows ホスティング） 

アプリケーションで外部データベースにアクセスしてデータを保存する必要がある場

合、Panel 経由の ODBC 接続を確立する必要があります。 

 外部データベースへの ODBC 接続を確立するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ODBCデータソース］に進みます。 

3. ［新しいODBC DSNを追加する］をクリックします。 

4. ODBC接続名およびその説明を、該当するフィールドに指定します。 

5. ［ドライバ］フィールドに必要なドライバを指定します。 

6. ［OK］をクリックします。 

7. ドライバの構成画面で適切なオプションを選択します。通常、データベ

ースへのパス、ユーザクレデンシャル、その他の接続オプションを、選

択したドライバに応じて指定します。 

8. ［テスト接続］をクリックして、この設定で正しく接続できることを確

認します。［終了］をクリックして作成を完了します。 

 ODBC 接続の設定を変更するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ODBCデータソース］に進みます。 

2. リストから、必要な接続名をクリックします。 

3. 必要に応じて設定を変更します。 

4. ［テスト接続］をクリックして、新規設定で接続できるかことを確認し

ます。［完了］をクリックして変更を保存します。 

 ODBC 接続を削除するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ODBCデータソース］に進みます。 
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2. 削除する接続のチェックボックスをオンにします。 

3. ［削除する］をクリックして削除を確認し、［OK］をクリックします。 

 

 



 

  
 

データの損失は、現在でも非常によく起こる問題です。 ハードウェアの故障、ハッカ

ーの攻撃など、その原因は様々です。 データの損失による影響を最小限に抑えるため

に、Panel にはバックアップ/復元機能が用意されています。 バックアップ時に、Panel
はアカウント構成とすべてのウェブサイトコンテンツを複数のファイルに保存します。 
いつでも自由にバックアップを復元し、破損したデータを復旧させたり、Panel を安定

した状態に戻すことができます。 

この章では、Panel で次のオペレーションを実行する方法を説明します。 

 アカウントおよびサイトに関連するすべてのデータをバックアップする。 詳しくは、

「アカウントとウェブサイトをバックアップする」のセクション（19917ページ）

を参照してください。 

 データベースをバックアップする（Windows ホスティング）。 詳しくは、「デー

タベースをバックアップする（Windows ホスティング）」のセクション（20117ペー

ジ）を参照してください。 

 バックアップをスケジュールする。 詳しくは、「バックアップをスケジューリング

する」のセクション（20217ページ）を参照してください。 

 バックアップアーカイブからデータを復元する。 詳しくは、「データを復元する」

のセクション（20717ページ）を参照してください。 

 

 

この章の内容: 

データをバックアップする ................................................................................. 197 
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データを復元する ............................................................................................... 207 
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データをバックアップする 

必要に応じて、Panel では次の 2 種類のバックアップを実行できます。 

 ホスティングアカウント構成：このバックアップはサイズが小さく、構成の問題を

解決するために Panel を復元する場合に便利です。 

 ホスティングアカウント構成とウェブサイトコンテンツ：このタイプのバックアッ

プでは、Panel の構成に加えすべてのウェブサイトのコンテンツも保存するため、

ディスク容量とシステムリソースが余分に必要となります。このようなフルバック

アップは、データの損失を防ぐ最適な方法です。 

バックアップはいつでも手動で実行できますが、指定した時間にスケジュールすること

も可能です。たとえば、フルバックアップを 1 日に一度、サイト訪問者数が少ない夜間

に行うことなどができます。バックアップのスケジュールについて詳しくは、「バック

アップをスケジュールする」のセクション（20217ページ）を参照してください。 

バックアップを保存する 

Panel にバックアップを保存する方法は 2 つあります。 

 ローカル Panel サーバ上：すべてのバックアップファイルは Panel サーバに他のア

カウントコンテンツとともに保存されます。この場合、バックアップファイルは契

約で提供されているディスク領域に置かれます。 

 リモート FTP サーバ上：すべてのバックアップファイルはリモート FTP リポジト

リに保存されます。この場合、バックアップファイルは契約で提供されているディ

スク領域に置かれません。Panel で FTP サーバのパラメータを構成する方法につい

ては後述します。 

 

FTP リポジトリを使用するように Panel を構成する 

 バックアップファイルを FTP サーバに保存する場合は、FTP アカ
ウントのクレデンシャルを指定する必要があります。 

1. ［アカウント］タブで［マイ・アカウントとウェブサイトのバックアップ］ 
> ［個人用FTPリポジトリの設定］の順に選択してください。 

2. 以下を指定します。 

 FTP サーバの IP アドレスまたはホスト名。 

 バックアップファイルの保存先サーバのディレクトリ。 

 FTP アカウントへのアクセス用のユーザ名とパスワード。 

 パッシブモードオプション。Panel から FTP ディレクトリへの接続時に問題が

発生した場合、これをオンにしてください。 
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3. ［OK］をクリックします。 
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アカウントとウェブサイトをバックアップする 

 アカウントおよびすべての契約に関連するすべてのデータをバッ
クアップするには： 

1. ［アカウント］タブで［マイ・アカウントとウェブサイトのバックアップ］ 
> ［バックアップ］の順に選択してください。 

2. 以下を指定します。 

 バックアップファイル名のプレフィックスおよび説明。任意のファイル名を指定

することはできませんが、バックアップファイル名にプレフィックスを付けるよ

うに Panel を設定することはできます。バックアップファイル名には、Panel
により、バックアップファイルの作成日時（グリニッジ標準時間）が自動的に追

加されます。 

 バックアップファイルの分割。マルチボリュームバックアップを作成するには、

該当するチェックボックスをオンにしてボリュームサイズをメガバイト単位で

指定します。 

 バックアップファイルの保存場所。バックアップファイルを保存するリポジトリ

を選択します。 

 バックアップ完了時のメール通知。バックアップ完了時に通知を受け取りたい場

合は、メールアドレスを入力します。 

 バックアップするデータの種類。アカウント設定のみをバックアップすることも、

アカウント設定とすべてのデータをバックアップすることもできます。 

 バックアップが完了するまでドメインを一時停止する - このオプションを選択

して、ウェブサイトのバックアップ中にユーザがコンテンツや設定を変更できな

いようにします。 

注： このオプションをオンにする場合、このバックアップファイルからデー

タを復元した後で、ドメインエイリアスを必要とするすべてのサイトに対

して手動でドメインエイリアスを有効にする必要があります。これを行う

には、［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グルー

プの［ドメインエイリアス］に進み、［ドメインエイリアス名］ > ［スイ

ッチオン］を選択します。 

3. ［バックアップ］をクリックします。 

バックアップが終了すると、選択したリポジトリにバックアップファイルが保存されま

す。 

 契約に関連するすべてのウェブサイトをバックアップするには： 



 

200 （高度）データをバックアップおよび復元する 
 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［アカウント］タブで［ウェブサイトのバックアップ］ > ［バックアップ］

の順に選択します。 

3. 以下を指定します。 

 バックアップファイル名のプレフィックスおよび説明。任意のファイル名を指定

することはできませんが、バックアップファイル名にプレフィックスを付けるよ

うに Panel を設定することはできます。バックアップファイル名には、Panel
により、バックアップファイルの作成日時（グリニッジ標準時間）が自動的に追

加されます。 

 バックアップファイルの分割。マルチボリュームバックアップを作成するには、

該当するチェックボックスをオンにしてボリュームサイズをメガバイト単位で

指定します。 

 バックアップファイルの保存場所。バックアップファイルを保存するリポジトリ

を選択します。 

 バックアップ完了時のメール通知。バックアップ完了時に通知を受け取りたい場

合は、メールアドレスを入力します。 

 バックアップするデータの種類。以下のバックアップを選択できます。 

 ウェブサイトの設定のみ 

 すべての設定とデータ（メールアカウントおよびメールボックス内のメッセ

ージの有無を問わず）。 

 メッージのあるメールアカウントのみ 

 バックアップが完了するまでドメインを一時停止する - このオプションを選択

して、ウェブサイトのバックアップ中にユーザがコンテンツや設定を変更できな

いようにします。 

注： このオプションをオンにする場合、このバックアップファイルからデー

タを復元した後で、ドメインエイリアスを必要とするすべてのサイトに対

して手動でドメインエイリアスを有効にする必要があります。これを行う

には、［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グルー

プの［ドメインエイリアス］に進み、［ドメインエイリアス名］ > ［スイ

ッチオン］を選択します。 

4. ［バックアップ］をクリックします。 

バックアップが終了すると、選択したリポジトリにバックアップファイルが保存されま

す。 
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データベースをバックアップする（Windowsホス

ティング） 
Windows ベースのホスティングアカウントを使用している場合、データベース、デー

タベースユーザアカウント、ウェブサイトで使用されるデータをバックアップし、後で

復元することができます。 

以下が可能です。 

 ドメインデータベースをすべてのデータとユーザアカウントごとバックアップする。 

 データベースをバックアップファイルから復元する。 

 データベースのバックアップファイルをダウンロード、アップロード、削除する。 

 復元後に孤立したユーザを復元する 

重要： Panel では、ストアドプロシージャ、ビュー、トリガーなどの暗号化されたオ

ブジェクトのバックアップは行われません。つまり、バックアップユーティリティはこ

れらのオブジェクトを無視するため、復元は不可能です。 

 データベースをバックアップするには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで、［バックアップマネージャ］ > ［デ

ータベースバックアップリポジトリ］に進みます。 

2. ［データベース］メニューで、バックアップしたいデータベースを選択

します。 

3. ［バックアップ］をクリックします。 

4. バックアップファイル名を指定して［OK］をクリックします。 

5. 作成したバックアップファイルをダウンロードするには、バックアップ

処理の終了後に、次のページでファイル名をクリックします。ファイル

を保存する場所を選択し、［保存］をクリックします。 

6. ［OK］をクリックします。 
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バックアップをスケジューリングする 

 データのバックアップをスケジューリングするには： 

1. ［アカウント］タブで［マイ・アカウントとウェブサイトのバックアップ］ 
> ［スケジュール済みバックアップの設定］の順に選択してください。 

2. ［このバックアップタスクを有効化する］チェックボックスをオンにして、

以下を指定します。 

 バックアップを実行する時間と頻度。 

 バックアップファイル名に追加するプレフィックス。 

 バックアップファイルの分割。マルチボリュームバックアップを作成するには、

対応するチェックボックスをオンにしてボリュームサイズをメガバイト単位で

指定します。ボリュームサイズを 4095メガバイト以上にすることはできません。 

 バックアップファイルの保存場所。バックアップファイルを保存するリポジトリ

を選択します。 

 リポジトリに保存されるバックアップファイルの最大数。バックアップファイル

をリサイクルする場合は、数字を入力します。この上限に達すると、最も古いバ

ックアップファイルが削除されます。 

 バックアップでエラーが発生したときのメール通知。バックアップでエラーが発

生した場合にメール通知を送信するには、メールアドレスを入力します。 

 バックアップするデータの種類。アカウント設定のみをバックアップすることも、

アカウント設定とすべての関連データをバックアップすることもできます。 

 ウェブサイトのバックアップ中に、ユーザがウェブサイトのコンテンツや設定を

変更できないようにするには、［バックアップが完了するまでドメインを一時停

止する］をオンにします。 

3. ［OK］をクリックします。 
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バックアップファイルを管理する 

バックアップファイルをアップロード/ダウンロ

ードする 

 サーバのバックアップリポジトリにバックアップファイルをアッ
プロードするには： 

1. ［アカウント］タブで［マイ・アカウントとウェブサイトのバックアップ］

を選択します。 

2. ［サーバリポジトリにファイルをアップロードする］をクリックします。 

3. ［参照］をクリックして、必要なバックアップファイルを選択します。 

注： 適切なバックアップファイル形式を選択してください。これは、Parallels Plesk 
Panel のインストールされたオペレーティングシステムに応じて異なります。

Linux/Unix システムの場合、tar 形式または zipped tar 形式のアーカイブをアップロ

ードし、Windows システムの場合、ZIP 形式のアーカイブをアップロードする必要

があります。 

4. ［OK］をクリックします。 

バックアップファイルが、バックアップリポジトリにアップロードされます。 

 Panel 内のバックアップリポジトリからバックアップファイルを
ダウンロードするには： 

1. ［アカウント］タブで［マイ・アカウントとウェブサイトのバックアップ］

を選択します。 

2. ダウンロードするバックアップファイルに対応する  アイコンをクリ

ックします。 

3. バックアップファイルの保存場所を選択し、［保存］をクリックします。 

バックアップファイルが、バックアップリポジトリからダウンロードされます。 

 Panel 内のバックアップリポジトリからバックアップファイルを
削除するには： 

1. ［アカウント］タブで［マイ・アカウントとウェブサイトのバックアップ］

を選択します。 
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2. 削除するバックアップファイルに対応するチェックボックスをオンにし

ます。 

3. ［削除］をクリックします。 

4. 削除を確認して［OK］をクリックします。 
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データベースバックアップファイルをアップロ

ード/ダウンロードする（Windowsホスティング） 

 バックアップリポジトリにバックアップファイルをアップロード
するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで、［バックアップマネージャ］ > ［デ

ータベースバックアップリポジトリ］に進み、［バックアップファイルのア

ップロード］をクリックします。 

2. ［データベース名］メニューで、バックアップファイルのアップロード先

リポジトリのデータベースを選択します。 

3. ［参照...］をクリックして、必要なバックアップファイルを選択します。 

4. バックアップファイルのアップロード後すぐにデータベースの内容を復

元する場合は、［アップロード後すぐにデータベースバックアップを復元す

る］チェックボックスをオンにしておきます。 

5. ［OK］をクリックします。 

データベースバックアップファイルが、指定したデータベースのバックアップリポジト

リにアップロードされます。 

 バックアップリポジトリからバックアップファイルをダウンロー
ドするには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで、［バックアップマネージャ］ > ［デ

ータベースバックアップリポジトリ］に進みます。 

2. ［データベース］メニューで、バックアップファイルを参照したいデー

タベースを選択します。ドメイン上のすべてのデータベースのバックア

ップファイルを参照するには、［すべてのドメインデータベース］を選択

しておきます。 

3. ダウンロードするデータベースバックアップファイルに対応する  ア
イコンをクリックします。 

4. バックアップファイルの保存場所を選択し、［保存］をクリックします。 

バックアップファイルが、バックアップリポジトリからダウンロードされます。 

 バックアップリポジトリからバックアップファイルをダウンロー
ドするには： 
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1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで、［バックアップマネージャ］ > ［デ

ータベースバックアップリポジトリ］に進みます。 

2. ［データベース］メニューで、バックアップファイルを削除したいデー

タベースを選択します。ドメイン上のすべてのデータベースのバックア

ップファイルを参照するには、［すべてのドメインデータベース］を選択

しておきます。 

3. 削除するデータベースバックアップファイルに対応するチェックボック

スをオンにします。［削除］をクリックして、削除を確認し［OK］をク

リックします。 
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データを復元する 

バックアップを復元する 
サーバ上の Panel リポジトリに保存されているバックアップファイル、カスタム FTP
リポジトリ（19717ページ）からデータを復元することや、ZIP アーカイブ（Windows
システムの場合）または tar アーカイブ（Linux システムの場合）としてバックアップ

ファイルをアップロードして（20317ページ）、ここからデータを復元することができ

ます。 

 バックアップファイルからデータを復元するには： 

1. ［アカウント］タブで［マイ・アカウントとウェブサイトのバックアップ］

を選択します。 

2. 復元するバックアップファイルの名前をクリックします。 

3. 以下の設定を指定します。 

 復元するデータのタイプ。 

 バックアップが完了するまでドメインを一時停止する：これを選択すると、サイ

トのコンテンツや設定のリストア中に、ユーザがコンテンツや設定を変更すると

発生する可能性のある競合が回避されます。 

 復元タスクの完了時に Panel から通知が欲しい場合は、メールアドレスを入力し

ます。 

 競合解決ポリシー：復元中に競合が発生した場合の対応を指定します。 

4. ［復元］をクリックします。 

データの復元中にエラーまたは競合が発生した場合は、適切な解決策を選択するた

めのウィザードが起動します。画面の指示に従ってウィザードを完了してください。 

データベースを復元する（Windowsホスティン

グ） 

 データベースが既に存在しており、内容だけを復元したい場合は、
以下を実行してください。 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで、［バックアップマネージャ］ > ［デ

ータベースバックアップリポジトリ］に進みます。 
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2. リストから必要なバックアップファイルを選択し、［選択したデータベー

スをバックアップから復元する］をクリックします。 

サーバにバックアップファイルがなければ、ローカルマシンからサーバリポジトリ

にバックアップファイルをアップロードできます。詳しくは、「データベースバッ

クアップファイルをアップロード、ダウンロード、削除する」のセクションを参照

してください。 

3. 該当するチェックボックスをオンにして復元を確認し、［OK］をクリッ

クします。 

MS SQL データベースを復元すると、一部のデータベースユーザが孤立してしまう

場合があります。これらのユーザがデータベースにアクセスしてデータベースを使

用できるように、ユーザを修復する必要があります。詳しくは「孤立したデータベ

ースユーザを修復する」のセクションを参照してください。 

復元後にデータベースを修復する 

MS SQL データベースを復元すると、一部のデータベースユーザが孤立してしまう場合

があります。これらのユーザがデータベースにアクセスしてデータベースを使用できる

ように、ユーザを修復する必要があります。 

 孤立したユーザがデータベースに存在しないか確認するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブの［高度なオペレーション］グループで

［データベース］に進み、［データベース名］を選択します。 

2. 修復しなければ正しく機能しない孤立ユーザが複数存在するという警告

が表示された場合、孤立ユーザを修復する必要があります。 

3. 孤立したユーザを修復するには、修復したいユーザに対して［修復する］

ボタンをクリックします。 

4. このユーザのパスワードを入力して［修復］をクリックします。 

パスワードのないシステムユーザである場合は、パスワードフィールドを空にして

修復を実行してください。 

 


